
[image: ]


[image: ]




[image: ]




	
		[image: ]

	


[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。


法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。




　CONTENTS







プロローグ　-phase preoperative-


第一診「発熱、咳、抱擁等の諸症状を伴う症候群　-hot-cold medicine-


第二診「或る手術刀における不随意性症候群」　-another in white-


第三診「逃亡先の家庭内症候群」　-alone her [image: ] alone with her-


第四診「医術部員達の症候群」　-〈A〉It's evolution.-


第五診「藍坂素敵の症候群」　-Suteki Aisaka is-


エピローグ　-phase "operating now"-


あとがき








プロローグ-phase preoperative-







　それは己おのれの全すべてを賭かけた戦いだった。男には戦わねばならないときというものがある。


　決けつ闘とう。戦争。暗殺。政治闘争。戦いの種類は数あれど、今浩こう介すけの眼がん前ぜんにあるのは、その中でも特に混乱と混こん沌とんの申し子であるもの──つまりは、バトルロイヤルと呼ばれる戦いだった。自分以外は全て敵。


　正直に言って、状況は悪かった。一人ひとりの化け物がそこにいるせいで。不運だと思わざるをえない。どうして──どうして、こいつが自分の《前》にいるのか。


「……だ、駄だ目めだ。やめろ……！」


　化け物がゆっくりと手を持ち上げる。やめてくれ。そんなことはしないでくれ。眼前で破滅と生存の天てん秤びんが揺れる。しかし化け物は、


「だいじょうぶ。いける……」


　などと軽く呟つぶやくだけ。天秤は破滅の予感を漂わせながらも辛かろうじて静止していた。


「あ、ああ……！」


　絶望感が浩介の背に圧のし掛かった。無理だ。こんなの、無理に決まってる。


　だが降伏は死と同義だ。ならば戦うしかない。終わりだとわかっていても、万に一つ、億に一つの奇跡を信じて手を動かすしか──


　そろそろと浩介は指先を伸ばした。目を見開き、精神を集中させ、不可解かつ不自然な形状で眼前に聳そびえ立つ構造物の急所を視し線せんで探る。ここだ、と見定めた場所を浩介はそっと指先で摑つかみ、ごくりと唾つばを飲み込んでから、慎重に慎重にその一部分を引き抜いていって、


「頼む、堪こらえろ、堪えてくれ……ぐわー!?」


　しかし当然のようにその願ねがいは届かない。


　ぐらり、とよろめいたのが見えた次の瞬しゆん間かん、その構造物は──つまるところジェンガの塔は、どんがらがっしゃーん、というけたたましい音を立てて崩れ落ちた。


「やったー！　くっくっく、ざまあ！　これであんたも三敗ね！」


「お前だって三敗してるだろうが！　つーか今のは順番が悪い、終ついの後は正直に言ってかなり不利だ！」


「そう？　そんなことないと、思う。ん……五ポイント、追加……」


「ほら見ろ、きゅーぷるぷる状態になってんじゃねえか！　こいつはギリギリんとこを攻めすぎる！」


「嫌いやですわ、人のせいにする男など見苦しいの極致。ほら、さっさと這はいつくばってブロックを拾いなさいな。豚のように」


「が、頑がん張ばって、浩こう介すけくん！　今のは惜しかったよ！　ああ、でも、今の倒れっぷり……よかったぁ。うん。すごく、よかったよ……あぁん……」


　土ど曜よう日びの午後。いつもの部室で、今日きようも浩介達は部活と言う名の暇ひま潰つぶしを行っていた。なぜジェンガなのかはわからないが、基本的に部活内容の決定権は部長殿にある。単純だが奥の深いゲームだ……深い観かん察さつ力りよくと冷静さ、さらにはプレッシャーに打ち勝つ心の強さと手先の器用さが求められる。


　今のところ、素す敵てきと浩介は共に三敗でドベを争っていた。伊い万ま里りと陰かげる子こは共に一敗ずつ。おそらく伊万里の一敗は快楽に負けてわざと倒したのだと思う──何かを《倒す》方法を熟じゆく知ちしている彼女は、逆に言えば倒さない方法も熟知しているはずだからだ。同じく一敗で、意図的にギリギリのところを攻め、ひどく不自然なバランスにしてから次の相手に順番を回して絶望を与える終ついはこのゲームにおいてはやはり化け物だった。一回塔を崩したのはギリギリのところを攻めすぎたせいだろう。


　もうかなり回数をこなしたし、次を最後のゲームにしようという話になった。つまり──最下位争いはタイマンだということだ。最下位から脱出するには、この勝負でなんとか素敵に塔を崩させなければならない。


「さあ、さっさとセッティングしなさいよ。決着をつけてあげるわ！」


　準備運動か、ぐるぐると腕を回しながら素敵が言う。望むところだ、と答えながら、浩介は床ゆかに散らばったジェンガのブロックを拾い集めた。わざわざこのために引っ張り出してきた小さな机の上に、それを三本ずつ並べて積つみ重ねていく。


　そのときふと浩介の視界に映ったのは、当然のようにこのジェンガバトルに参加していない空くうの姿だった。いつも通り椅い子すに座り、組んだ足を行ぎよう儀ぎ悪く大テーブルの上に乗せているが、今日は漫画雑誌をつまらなさそうに読むのではなく、代わりに顔の上に被かぶせていた。どうやらアイマスク代わりにして寝ているらしい。


（なんか今日、あいつ静かだな……？　まあ寝てるんなら当然だけど）


　首を傾かしげつつ、浩介はジェンガのセッティングを終える。


「さあて……行こうか。やっぱこういうのは最下位がはっきりしないとな……！」


「そうね。どちらが上でどちらが下か！　部長という立場の私があんたの下になるわけにはいかない！　ていうかこれは順番が超重要よ……神様、終の後にはこの馬ば鹿かをお願ねがいします！」


「下へ手たにわたくしが崩して素敵さんの勝負の邪じや魔まをするのも悪いですわね。もう十戦目ですし、いささか疲れてしまいました。応援させてもらうということでよろしいでしょうか？」


「私もそうさせてもらおうかな。そのぉ、そろそろムズムズしてきたっていうか、このままだと私、わざとタワーを《倒し》ちゃったりすることもなきにしもあらずかなー、みたいな。もう私達がドべになるってことはないし、いっそのこと二人ふたりだけでやるのはどう？　最下位決定のサドンデス戦だねっ」


「ついも、だいぶポイント、溜たまったから……おうえん、する」


「マジでタイマンか。まあそのほうが勝敗がはっきりしていいかもな」


「おーけー。じゃあ先攻を決めましょう。じゃーんけーん！」


　そしてラストバトルが始まる。素す敵てきが先攻、浩こう介すけが後攻になった。安全な場所からブロックを抜き、慎重に積つみ上げていく。


「よ、しっ……と。お前の番だ」


「ええい、さすがにちょっとキツくなってきたわね。こ……ここは、今まで封印していたあの秘ひ奥おう義ぎを繰くり出すときがついに来たのかも……！」


「待て藍あい坂さか、一応言っとくが鉗かん子しやら何やらを出した時点で反則負けを宣告するからな？　道具が使えるんなら俺おれだって使うっつの」


「くっ。わ、わかったわよ。くのぅ……！」


　白衣のポケットに手を突っ込みかけていた素敵が、ムギギと歯は嚙がみしつつ指でブロックを摘つまむ。それをタワーの頂上に載せることにもなんとか成功した。再度浩介のターン。これからは今まで以上に慎重にいかなくてはならない。おかしな忍者のようなポーズで印いんを結び、その指先から謎なぞの崩ほう壊かい電波をタワーに向けて放出している素敵のことは気にしないようにして、少しずつブロックを指でつついて滑すべらせる。もうすぐ抜ける、というところで──藍坂素敵の暴ぼう挙きよ。


「はーあーふーふーふーん♪　はーはーふー！」


「おおいっ!?　お前、息吹きかけてんな!?」


「ち、違うわよ、これは鼻歌よ？　いやねえ、疑うたぐり深い男は」


「思いっきりタワーを覗のぞき込んでやってたじゃねえか！」


　そっちがその気ならこちらにも考えがある。負けられないサドンデス戦はバーリトゥードの様相を呈ていしてきた。「あー、あっついなぁー。あとテスト終わったらもう夏休みだしなー」とか言いながら大きな手うちわでタワーを攻こう撃げきする浩介。それに対抗して素敵は「陰かげる子こさん、その傘かさ素敵すてきね！　ちょっとここでバッサバッサ閉じたり開いたりして模様見せてくれない？　必要以上に激はげしく！」などと他人の力を借りる。


　ならばこちらも最終奥義だ、と浩介は一つのブロックをつつきながらちらりと視し線せんを動かす。伊い万ま里りが「あ……来る、来ちゃう……」というようなとろんとした目でタワーを見つめていた。これはまずい、と別のブロックに目標を変更。伊万里の顔が残念そうにショボーンとする。ならばこちらが正解だ。《倒れる》という現象から遠い、より安全なブロック。


「なんという卑ひ怯きような、駄だ目めよ、駄目よ駄目！　まりーの顔見るのも禁止ー！」


「ふふふ、もう抜けたぞ。さすがにもう元の場所には戻せないなあ。後は載せるだけだ。こりゃもう次のブロックを抜くのは難むずかしいんじゃないかー？」


「くっ……まだよ！　こうなれば──終つい！　私が許可するわ、カスリ点を溜めるのよ！　いつもみたいに！」


「……こう？　んっ、ギリギリ……大丈夫……？」


　後はブロックを置くだけという状況の浩こう介すけにさらなる試練が襲おそいかかる。タワーを挟んだ向かいで、終ついがきゅーぷるぷる状態になっていた。


　いつものように──その短いスカートをギリギリまで持ち上げる方法で。


（くおっ……！）


　浩介も健全な男子高校生だからして、自然と目がそちらのほうに吸い寄せられてしまう。ギリギリまで持ち上げられているスカート。違う今はタワーに集中すべきだまだ抜き取ったブロックを上に載せるという大事な作業が残っていてギリギリで白い太ふと股ももでそこに貼はられている絆ばん創そう膏こうに描かれた猫がにゃーん落ち着け俺おれというかまずくないかいつも以上にギリギリだぞ見える見えてしまう畜ちく生しよう手が震ふるえる……！


　渾こん身しんの意志力でブロックのみに神経を注ぐ。載せるポイントを決めた。ここだ。後はそっと置くだけ。何も見るな。何も気にするな。集中──とブロックをタワーの上に載せようとしたそのとき、


「あ、終！　駄だ目めじゃない、今、ちらっと見えたわよ」


「……しっぱい」


（なんっ──待て、止まれ、やり直しだ俺！　って置いちゃったじゃねえかーっ!?）


　間ま際ぎわでその問題発言を聞いたことによって、僅わずかに手元が狂った。視界の端には無念そうにぱさりとスカートを下ろす終。残念なようなそうでないような。いや、それより、


「持もち堪こたえろ、なんとか持ち堪えてくれ……！」


　ぐらり、ぐらり。タワーが揺れる。危うい。終ではないが、タワーは本当にギリギリのラインを彷徨さまよっている。崩ほう壊かいか続行か。続行ならば自分の勝ちだ。この不安定さでは、さすがにもうブロックを抜き取ることはできないだろう。


（どっち、だ……!?）


　浩介はごくりと息を呑のんだ。しかしどうやら幸運の女神は浩介に味方したらしい。やがてタワーの動きがゆっくりと鎮しずまっていくのが見える。勝利を確かく信しんした浩介は、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめ──


　その瞬間。


「……おい」


　とすん、とスカートを穿はいた誰だれかの腰がジェンガの載ったミニテーブルに当たるのが見えた。当然、ぐらぐら……がしゃーん。


「あー！」


「しゃー！　大勝利！　やはり部長はヒラになど負けないという真理が明らかになったわね！」


「待て、今のはノーカンだろ！　今のは黒くろ崎さきが揺らしたからで！」


「負けは負けよ、私は何もしてないもーん。たまたま風が吹いてきたのと一いつ緒しよじゃない？」


「うおお、納得できねえ……！　てか黒崎、さっきまで寝てたかと思えばなんてことを……黒崎？」


　空くうはこちらが騒さわがしくしていたのに文句を言いに来たのかと思ったが、どうやら違うらしい。ぼんやりした視し線せんで瞬まばたきをしつつ、「ああん、倒れた、倒れちゃったぁ……」ととろんした顔になっていた伊い万ま里りに向けて、


「……喉のど渇いた。茶、くれよ」


「へ？　あ、うん！　用意するからちょっと待っててね」


　寝ね惚ぼけているのか何なのか、様よう子すが少しばかりおかしかった。覇は気きがない。いつもの刺すような視線がない。彼女はそのまま踵きびすを返し、猫背気味に今までいた場所に帰っていく。椅い子すに座り、ぼーっと天てん井じようを見上げる──やはりおかしい。


「なにか、へん」


「そうねぇ。くー、何かあったのかしら？」


「その呼び方に文句を言ってこないって時点で既すでにおかしいよな。つーか待て、まだ今の勝負についての話は終わってないぞ！」


「いずれにしてもこれは貴方あなたが倒したのであり、塚つか原はらさんがお茶を淹いれてくれるというのならもうこのゲームはおしまいですわ。負け犬さん、さっさと片付けてくれませんこと？」


「ち、畜ちく生しよう……！」


　世の理り不ふ尽じんを感じながら、飛び散ったジェンガを拾い集めて片付ける。ほどなくして伊万里が紅茶を持ってきてくれた。だが空がおかしいのは変わらない。


「はい、黒崎さん。ミルクティーだよ」


　ん、と彼女はいつものようにぞんざいにそれを受け取る。一口啜すすって、


「……もっとミルクくれ。苦にげぇ……」


「そう？　いつもと同じ分量入れたんだけどなぁ。待ってて、取ってくるから」


　そうして伊万里がいくつか持ってきたポーションミルクを、空はやはりぼんやりとした目で機き械かい的てきに開ける。とぽとぽと注ぐ。二個目。三個目。四個目……それきり手が止まり、ぼーっと虚こ空くうを見つめる。


「あ、あの、黒崎さん？　ひょっとして、まだ足りない……？　ごめんね、買い置きがなくて、今はそのミルクが最後なんだけど」


「ミルク……？　ああ、ミルク……乳、ない……なら、出せばいいんじゃねえの……？」


「ひゃぁあんっ!?」


　浩こう介すけは口に含んでいた紅茶を噴ふき出した。なんだ。何が起こっている。あろうことか、空はぼんやりとしたままその手を前に伸ばし──ひどく自然に、当たり前のことのように、伊万里の胸を揉んだのだ。ぐにぐにと。もみもみと。


「ん……？　出ねえ……？」


「で、出るわけないよーっ！　黒くろ崎さきさん、どうしたのっ？」


「ちょっとちょっとくー、あんた何かヤバイ薬でもやってるんじゃないでしょうねっ！」


「俺おれもその説を押すぞ！　おい黒崎、止やめろって！」


　これはさすがに止めねばならない。身を捩よじっている伊い万ま里りの脇わきを擦すり抜け、空くうの腕を摑つかんで伊万里の胸から引ひき剝はがす。と、そこでようやく空の目がじろりと浩こう介すけのほうを向いた。立ち上がり、のしのしと歩を進め、


「ああ？　なんだ、やんのかコラ。ガンつけまくってんじゃ、ねえ」


「……」


「おい、なんとか言えよ。握にぎり潰つぶすぞ……？」


「いや、あの、く、黒崎さん？　今お前が絡んでるのは俺じゃなく、塚つか原はらさん用のパンチング人形なんですけど」


「あー？　あれ……お前が、二人ふたり……？」


　と、空はパンチング人形とこちらを交互に見て不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげている。ぼんやりとした視し線せん、フラフラと動く肩。浩介達は戦せん々せん恐きよう々きようとした表情で顔を見合わせ、


「こりゃヤバイ。マジでヤバイぞ」


「まったくだわ。ていうか、よくよく見ると……ヤバイ薬のせいっていうよりかは、薬を飲んでないのが悪いんじゃないかしら？　ジェンガに夢中だったし、あの子今までずっと顔隠してたから気付かなかったわ」


　どういうことだ、と聞こうとしたとき、


「……へくちっ」


　空がやたら可愛かわいい声でくしゃみをした。もしや、とその顔をよく見てみると──なんとなく、頰ほおが赤いような気がする。


「くー、ちょっとこっち来てこっち。熱ねつ測りましょう」


「風か邪ぜでもひいてるのか。確たしかにそんな顔だ」


「ああん？　風邪なんかひいてねーよ、ボケ。死ね。馬ば鹿か。ばーかばーかば……へばっ！」


「今度は女としてどうかと思うほど汚いくしゃみが出てんぞ！」


「黒崎さん、悪いことは言わないから、大人おとなしく藍あい坂さかさんの言う通りにして？」


「ええ。貴女あなたのためです。力ずくでも従わせますわよ？」


「……ついも、そう思う」


　舌打ちしながらも、空はフラフラと元の場所に戻ってきた。しんどそうに椅い子すに座る彼女の胸元を開いて素す敵てきが体温計を差し入れ、脇で体温を測る……勿もち論ろん、陰かげる子こと伊万里がにこやかな笑え顔がおで殺気を放ってきたので浩介は後ろを向いていた。何にせよ、女子は体温計を使うのもいろいろ面めん倒どうそうだなあ、と思う。おそらく素す敵てきぐらいのサイズならば男子と同レベルでササッと測れるのだろうが。


　結局のところ、予想通りに空くうは熱ねつを出していた。やはり風か邪ぜらしい。


「どうする？　保健室とか病院行く？　つれてったげるわよ」


「うっせえ、行かねぇよ……帰る」


　と、空は自分の鞄かばんを摑つかんで立ち上がり、さっさと部室を出ていってしまった。危なっかしいので素敵達が送ろうとしたが、「あたしはガキじゃねえぞ！」と怒ど鳴なり返される──結局、素敵にできたのは、「ちゃんと薬飲んで、あったかくして寝るのよ！」とその背中に忠告をするだけだった。


「うーん、心配ねぇ」


「あいつだってバカじゃねぇだろ。自分が風邪だってわかりゃ家で大人おとなしく寝てる……と思いたいな」


「そりゃそうなんだけど。確たしかくーって、今は一人ひとり暮ぐらししてるのよね。そのへんが多少は不安だったり……ふむ」


　そこで素敵は何かを思いついたように顔を上げた。


「たいしたことない風邪なら一日あれば治るし、その確かく認にんってことで。そうじゃなかったらいろいろお助けする必要があるし……どっちにしても無む駄だにはなんないわね。うん、決めた！」


「……何をだ？」


　薄うす々うす予想はついたが、一応浩こう介すけは聞いてみる。


　素敵はとても素敵すてきな笑え顔がおで言った。





「ねえみんな、明日あしたの日にち曜よう日びは暇ひまかしら？　みんなで出しゆつ張ちよう診しん療りようといかない？」






第一診「発熱、咳、抱擁等の諸症状を伴う症候群」-hot-cold medicine-
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　翌日、日にち曜よう日びの午後。


　浩こう介すけは集合場所である駅前で一人ひとり佇たたずんでいた。日曜日ということでそれなりに人は多い。


「ふーむ。そろそろ時間のはずだけど……どうして誰だれも来ないのか」


　メールでも届いていないかと携けい帯たいを取り出したとき、浩介は周囲の視し線せんがある一ヵ所に集中するのを感じる。はて、と思って顔を上げると、


「あっ、浩介くーん！　おはよう！　じゃなくて、えっと、こんにちはかな？」


「お、おお。別にどっちでもいいんじゃない？　でも、一日の始まりだから、やっぱり……おはよう、塚つか原はらさん」


　周囲（主に男達）の視線が集まったのもわからなくはない。


　私服の伊い万ま里りは素す晴ばらしく可愛かわいかった。イメージに合ったふわふわのロングスカート。太陽のような彼女の笑え顔がおをさらに引き立てる、落ち着いた色合いの服。眼がん福ぷくだ。しかも少し前から下の名前で呼ばれるようになっていて、今もその声を駅前に響ひびかせていたし……ああ、もしこれがファンクラブに広まれば自分は殺されるのではないだろうか。夜道には気をつけよう。今までよりもさらに。


　伊万里と休日におでかけ。行く先がまあ多少アレではあるが、そこは目を瞑つむることにすると……ううむ、今日きようはなかなかいい日になりそうじゃないか、と浩介は思った。


　勿もち論ろん、それは大いなる錯さつ覚かくだったのだが。


　伊万里と世間話をしていたとき、またも浩介は周囲の視線がある一ヵ所に集中するのを感じる。はて、と思って顔を上げると、


「ああ……なんだろう、このギャップは。一いつ瞬しゆんで世界が変わったぞ。天国から地じ獄ごく、太陽の温かさが俺おれを包む安あん寧ねいの昼から、すぐさまこの場を立ち去りたくなるような極寒のコキュートス的な夜へと……」


「いきなり何ポエミーなこと言ってるのよ、那な霧ぎり浩介。駅前だからって自己陶とう酔すい全開の手書きポエムとかでも売りさばくつもり？　やめてよね、恥ずかしい。羞しゆう恥ち心しんを取り戻すためのしゅじゅちゅでもしてやるべきかしら」


「この変態が異常で恥ずかしいのはいつものことですわ。知り合いでもなんでもないふりをしてこのまま立ち去りません？　いえ、塚原さんが変態ナンパポエム売りに絡まれているという設定にして殴り倒していくのもよいですわね。街を一段階平和にする、ストレス解消になる、正義の士として称しよう賛さんされる、などの様々な点でメリットだらけです」


　周囲（老ろう若にやく男なん女によ問わず）の視し線せんが集まったのもわからなくはない。


　素す敵てきと陰かげる子こはいつも通りだった。二人ふたりとも私服ではあったが、印象はまったく変わっていない。素敵は私服の上に白衣を着ている。陰子は「今からどこの舞ぶ踏とう会かいにお出かけですか」と聞きたくなるような黒のドレスを身に纏まとい、瀟しよう洒しやな傘かさを頭の上でくるくると回している。


「……何をじろじろ見ておいでですの？」


「いや……ゲル子さんよ、それならまだいつもの制服のままここに来てくれたほうがありがたかったな、と思ってたところだ。イメージが変わってないどころか、より悪目立ちしているような気がしてきたぞ……普段ふだんの制服は少なくとも肩とか背中とか出てないからな」


「い、いやらしい！　やはり変態がまず注目するのはわたくしの肌なのですね！」


「注目してくれって言ってるような服をお前が着てるからだろうが！　ちょっと残念な人が病院の先生に引いん率そつされてたまの外出をしているようにも見え……って、ごめん。そう言うには少し先生役に無理があった」


「どういう意味よー！」


「そのままの意味だ！　お前はお前で……はぁ。一枚、たった一枚でいいのに……どうして大事な一枚を脱いでこれないんだ……？」


　嘆たん息そくと共に言うと、素敵はぎょっとした表情で陰子と顔を見合わせた。彼女はわなわなと唇を震ふるわせつつ、


「だ、大事な一枚って……それは、ひょっとして、アレかしら。ぱ、ぱ、ぱ……！」


「ええ。つまりあの変態はこう言っているのですわ。『世の中の女は、外出するときには下着を脱いでいるべき。そうすれば手間が省はぶけるぜ、俺おれがすぐさま毒どく牙がにかけてやるよ。フヒヒ』と！」


「《無意味に階段の下でうろうろしてノーパンの女の子を探す病》ね！　これはとんでもない変態だわ、すぐにしゅじゅちゅしなくちゃ！」


「いや、あの、悪かった、俺が悪かったから、これ以上目立たないでください……！」


　浩こう介すけはそれ以上の反はん論ろんを諦あきらめる。陰子はともかく、本当に、素敵は──惜しかった。白衣さえなければいいのだった。大人おとなびているわけでも子供っぽいわけでもない、そのミニサイズの身体からだに調ちよう和わした服装。もし白衣を脱いで、その下の普通の服装で街を歩いたならば、それはきっと──


　不ふ思し議ぎに高鳴り始めた胸を誤ご魔ま化かすように、浩介はそっと頭を振った。そんなことを考えても意味などない。ここにいるのが素敵で、素敵とはここにいる白衣のチンチクリン女のことだ。


　再度の嘆息で気を取り直し、浩介は辺あたりをきょろきょろと見回した。


「つーか、そろそろ時間なのに終ついのやつがまだだな」


「そうだねぇ。でも今が二時ちょうどくらいだから、少しくらい遅れても──」


　と、伊い万ま里りが可愛かわいらしい腕うで時計どけいを見ながら首を傾かしげたときだった。


「……ついなら、いるよ？」


「おいぃ!?　どっから出て来るんだお前!?」


　がささ、と今まで立ち話をしていた場所の背後にあった茂みが揺れ、そこから終ついが氷のような無表情で現れる。当然、この奇怪な場所からの登場を果たした少女に対しても周囲の目は集まる……勘かん弁べんしてほしい。


「おい。まさか、最初からここにいたのか……？」


「いたよ。こうすけが来るより前から」


「出てこいよ！　意味わかんねえよ！」


「……今出てきたときが、一時五十九分五十九秒。ちこく、ギリギリだった……んっ。十二ポイント、追加……」


　ミニスカートの足をもじもじと震ふるわせ、頰ほおを僅わずかに赤くする終。完全にきゅーぷるぷる状態になっていた。貪どん欲よくというかなんというか。


「やれやれ。もう何も言わないことにしとくよ……こんなとこでスカート持ち上げられるよりはマシだしな。全員揃そろったことだし、そろそろ行こうぜ」


「こらっ、出発の号令出すのは部長の役目でしょー！　おほん。それでは……全員揃ったことだし、そろそろ行きましょう！　しゅっぱーつ！」


　浩こう介すけとほとんど同じ台詞せりふを使い回し、素す敵てきが腕を振り上げて歩き出す。無む論ろん、浩介達もその後を追って歩き始めたのだが──残念ながら、駅前の人々からの「何アレ？」という好奇の視し線せんは、それからもまだしばらくこちらの背中に突き刺さっていた。
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　閑静な住宅街を歩く。


「けっこう遠いのねぇ。自転車で来ればよかったわ」


　素敵がふと漏らした呟つぶやきに、浩介は目を見開いて言葉を返した。


「な、なんだって。お前……まさか、自転車に。自転車に、だぞ!?　の、乗れるのか……？」


「失礼な！　あんた私のことナメてるでしょ！　聞いて驚おどろきなさい、なんと原付の免許だって持ってるんだからね！」


　むふん、と素敵が足を止めないままに胸を張る。


「まあ確たしかにちょっとばかし驚いたが、それで勝ち誇られても困る。俺おれだって持ってるしな……ありゃちょっと筆記覚えて受じゆ験けん料りよう払えば誰だれでも取れるもんだし」


「むー。やっぱりナメられてる気がする」


「お待ちなさい、素敵さんをナメナメですって!?　聞き捨てなりませんわ！」


「お前はどんな耳してんだよゲル子！」


　先程の駅前よりは人ひと気けも少なくなっているのが幸いだった。そうでなければとうの昔に浩こう介すけは必殺奥おう義ぎ《他人のふり》を繰くり出しているところだ。


　素す敵てきは手にしていたメモ帳に視し線せんを落とし、こっちね、と道を曲がる。


「聞き忘れてたけど、藍あい坂さかさん、それはどうしたの？」


「くーは私達に家の場所なんか教えてくれてなかったからねぇ。桐生きりゆう先生に聞いたのよ。風か邪ぜの部員のお見み舞まいに行くってのはまあフツーにいいことでしょ？『まあまあ、優やさしいのね～！』とかほえほえ笑いながら簡かん単たんに調しらべて教えてくれたわよ」


「そっかあ」


「桐生先生のことが気になる、まりー？　まりーはあの人にいろいろやられちゃったしね」


「あ、ううん？　気になると言えば気になるけど、症候群シンドロームのせいだし、それは藍坂さんが頑がん張ばってもう治してくれたんだし……全然平気だよっ」


「そう……ならよかったわ」


　伊い万ま里りの笑えみに、素敵も頰ほおを緩ゆるめた表情を返す。そして照れ隠しのようにまたメモ帳に視線を落とし、


「で、この辺あたりのはずなんだけど……お、ここね」


　素敵が足を止めたのは一軒の賃ちん貸たいマンションの前だった。特に古くも新しくもない二階建ての建物で、白く塗装された外がい壁へきがそれなりの清せい潔けつ感かんを醸かもし出している。どうやら空くうの部へ屋やはその二○二号室らしい。外階段を上って二階へ向かう。


　ぴんぽーん、と素敵がチャイムを押すが中からの反応はなかった。


「寝てるのかしら」


「[image: ]寝てる。[image: ]居留守。[image: ]起き上がれないくらい辛つらい。[image: ]もう完全に治って出かけてる、の四択かな。どうするよ」


　そのとき、何気ない様よう子すでドアノブを捻ひねっていた終ついが首を傾かしげながら言った。


「……よんばんは、ないと思う。かぎが開いてる」


「むっ、ナイス調ちよう査さね終。これは[image: ]の可能性が高まったわ……中を確かく認にんしないと！」


「他人の家のノブをいきなり回すなんていう行為は礼れい儀ぎ的てきにどうなんだ……間違いねえ、終は明らかに悪い人間の影えい響きようを受けてるな。具体的には一流お医者さんスキルとか言いながらピッキングするような誰だれかの影響だ」


「ぶつくさ言わないでさっさと入る！　ことは一刻を争うかもしれないわよ！」


「ちょっと気が引けるけど……しょうがないね。もし本当に救急車とか呼ばなきゃ駄だ目めな状態だったら大変だもん。お邪じや魔ましまーす、と」


「塚つか原はらさんまで……しょうがねーな」


　どうなっても知らないぞ、と嘆たん息そくしながら、諦あきらめて浩介も部屋に入った。入ってすぐは細く短い廊下のような場所で、左手にシンク、右手にユニットバスの扉とびらがある。正面にはリビングに続くと思われる引き戸があった。間取り的には１Ｋということになるのだろう。


「えーと。お邪じや魔まするわよー。くー、いる……？」


　素す敵てきがそろそろとその引き戸を開き、部へ屋やの中に侵入。浩こう介すけ達も続いた。


　平均的な六畳の部屋だ。だが浩介が漠然とイメージしていた《女子高生の部屋》と比べれば、その部屋は、なんというか……散らかっていた。足の踏み場もないというほどではないが、フローリングの床ゆかには服やら何やらが無造作に落ちている。脱ぎ捨てたものか、それとも洗せん濯たく物ものを畳んでいないのか。それらが本来身を落ち着けるべきクローゼットは固くその扉を閉ざしたままで、なんとなく「開けるな。開ければ汝なんじらはさらにおぞましきものを見るだろう……」という気配けはいを無言で発しているように思える。本棚には漫画の単行本や雑誌が縦じゆう横おう無む尽じんに詰め込まれ、ラックには似合わないペンギンやらライオンやらのぬいぐるみが並んでおり、部屋の中央にあるテーブルには彼女がいつも身に着けているヘッドホンが置かれていて──


　そして、部屋の端にあるベッドで、彼女が眠っていた。


　その顔を素敵達と共に覗のぞき込み、浩介はどきりとする。今までに見たことのない、彼女の寝顔。ベッドの上に流れる金髪。軽く開かれた唇。


「ん……んぅ……すー」


[image: ]


「[image: ]が正解だったみたいね……まだちょっと熱ねつがありそうだけど、治ち癒ゆには向かっている感じだと思うわ。心配しなくても大丈夫よ」


　浩こう介すけと同じように空くうの寝顔を覗のぞき込みながら、素す敵てきが囁ささやき声ごえで呟つぶやく。伊い万ま里り達がほっとしたように息を吐いた。空の体たい調ちように問題がないのならそれはよかった。が、


「しっかし……くおお、この部へ屋やは軽くヤバイ。《片付け欲》が出てきたぞ。俺おれは昔、部屋を綺き麗れいに保つことに無上の喜びを感じていた時期があってだな……！」


「そ、そう？　別にこのくらい普通だと思うけど……あんた、女子高生の部屋ってもんに幻想を抱きすぎなんじゃない？」


「……さてはお前の部屋も同レベルだな」


　うっ、と素敵は呻うめいて顔を逸そらす。


「とにかく……どうする、藍あい坂さかさん？　黒くろ崎さきさん寝てるし、今日きようはこのまま帰る？」


「それでもいいんだけど、せっかく来たんだから……そうね、今までずっと寝てたんなら、起きたらお腹なか減ってるでしょ。おじやとか作って、それでも起きてこなかったら置き手紙して帰りましょ。えっと、まりー、そこにあったコンビニに買い出し行くから付き合ってくれる？」


「勿もち論ろんいいよー。宵よい闇やみヶが原はらさん達はどうする？」


「ふぅ。この変態の鼻息が荒いことですし、確たしかにわたくしもいささかこの部屋の状況は見過ごせません。音を立てないようにある程度は部屋の片付けでもしましょう。終ついさんも手伝てつだってくださいな」


「うん」


　素敵達が部屋を出ていき、残された浩介達は静かに部屋の片付けを始める。まずは床ゆかからやることにした。フローリングに散乱して落ちていた雑誌をまとめ、本棚に──立てられなかったので、ひとまず適当に突っ込んでおく。待っておけ、余裕があれば後で完かん璧ぺきに並べ直してやる……！


　さて次はどこに手をつけるか、と部屋を見回す。陰かげる子こは傘かさを手に持ったまま床に正座し、拾い上げた服を丁てい寧ねいに折り畳んでいた。彼女がそんな家庭的なアクションをしていることに浩介は新しん鮮せんな感覚を覚える。服の畳み方など知らないだろう、となんとなくイメージ的に思っていたのだが……やはり本物のお嬢じよう様は基本教育もしっかりしているということだろうか。終も床に手足をついて服を拾い集めており、


「……」


　そこで彼女はこちらの視し線せんに気付いて振り返ってきた。手の動きを止め、なぜかじーっとこちらを見つめてくる──嫌いやな予感。


（ほら来たーっ!?）


　床に手と膝ひざをついていた終が、首だけを捻ひねってこちらを見つめつつ、そっとそのお尻しりを持ち上げる。ミニスカートのお尻を持ち上げる。真後ろにいる浩介に何かを見せようと──あるいは、ギリギリで見せまいとする。


　ちらちらと浩こう介すけの様よう子すを気にしながら、さらに終ついはお尻しりを持ち上げ、同時に上半身を前に倒した。お尻だけを突き出したような姿勢で、空くうの服を拾い集めていく。スカートの端が揺れる。小さなお尻が震ふるえる。


「あ……」


　きゅーぷるぷる、と終がポイントをゲットした途端とたん、彼女の身体からだを支えていた腕がフローリングの上で滑すべり、その拍子にお尻がさらに高く、高く高く跳はね上がるように──


　刹せつ那な、浩介は身をくるりと回して終に背を向けていた。危なかった。


「さ、さあて。俺おれも服を片付けなくちゃな。ああ大変だ、大変だ……！」


　やはり終は油断大敵すぎる。いつか本当にバッチリ見ちまうぞ、それでもいいのか、と胸中でぶつくさ呟つぶやきながら浩介は床の服に適当に手を伸ばして──


「お待ちなさい」


　がっし、と手首に陰かげる子この傘かさの柄えが引っ掛かっていた。


「先さき程ほどから何か違和感があったのですが……ようやく気付きましたわ。この宵よい闇やみヶが原はら陰子、一生の不覚です。まさかそんな悪あく魔ま的てき陰いん謀ぼうが潜ひそんでいたとは……！」


「な、何の話だ？」


「白しらを切る気ですか。もう全すべてわかっているのです。貴方あなたがこの部へ屋やの片付けを強硬に主張した理由。ええ、もっと早くに気付いていてしかるべきでしたわね。脱ぎ散らかされた服。誰だれかがこの部屋に入ることを全く想定していない状況。ならば当然、その服の中には──」


　ぐぐぐ、と傘の柄が引っ張られ、それに伴い浩介の腕も引っ張られる。そこで初めて浩介は見た。床ゆかに積つみ重なった服の中から、適当にその手が摑つかみ上げていたものを。白く小さく、柔らかな手触りをした、男がけっして手を触れてはいけないアレの姿を──


（うおお!?　なぜよりによってこれを一発ツモするんだ、呪のろわれてるのか俺!?）


　手首から傘の柄が離はなれる。勿もち論ろんそれは陰子が浩介を許してくれたからではなかった。


　無言で後頭部へ振るわれる傘スイング。ごろごろと転がってキッチンまで退たい避ひせざるをえない浩介。「まるでゴキブリのようですわね」という呟きと共に、ぴしゃりとリビングに続く引き戸が閉められ──それからしばらくの間、けっしてその隔かく離り壁へきが開かれることはなかった。
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　素す敵てき達が買い出しから帰ってきて、浩介はさらに玄関にまで追いやられていた。ワンルームマンションのキッチンは狭いので仕方がない。伊い万ま里りと素敵が並んで立っているだけで限界だ。


　二人ふたりは勿論、空くうのためにおじやを作っている。鍋なべや包丁を手にして働く二人の姿を、浩介はぼんやりと眺めていた。伊万里が甲か斐い甲が斐いしく料理をしているのはいい。とてもイメージ通りで、とても穏おだやかな光景だ。だが、それ以上に──素敵が意外だった。


　普通に料理をしているのだ。慣なれた手つきで卵を割り、慣れた手つきでコンロに火を点つけ、慣れた手つきで味見をする。先刻の陰かげる子こ以上に、素す敵てきがこんな家庭的な姿を見せていることが──意外で、新しん鮮せんだった。


　なぜか、目を奪われる。伊い万ま里り以上に、目を奪われる。小さな頭がちょこちょこと動く姿。小さな手を誰だれかのために動かす姿。白衣がエプロン代わりになっているのだけはどうかと思うが、それは些さ細さいな問題なのかもしれない。


　不ふ思し議ぎな感覚だった。何の変哲もない光景のはずなのに。あの素敵が普通に料理をしているというだけなのに。どうして自分は、こんなにも、この光景から目を離はなすことができないのだろう──


　そのとき、素敵と目が合う。どきりとした。


「ちょっとー、那な霧ぎり浩こう介すけ。ぼんやりしてないでよね」


「あ、ああ。悪い。何だ？」


「おじや、一応できたから。とりあえずあっちの部へ屋やに運ぶくらいの手伝てつだいはしてもいいんじゃない？」


「わ、わかった。そんくらい任せとけ」


「ごめんね、浩介くん。熱あついから気をつけてねっ」


　素敵が小さくノックをしてからリビングへの引き戸を開ける。陰子と終ついが頑がん張ばったのだろう、部屋はそれなりに片付いた姿を見せていた。陰子はこちらの顔を見て「変態が帰ってきましたわ」とばかりに嫌いやそうに眉まゆを顰ひそめていたが、特に気にしないことにする。あれは誤解なのだ、自分にやましいことは何もない。


　とりあえずテーブルの上におじやを置く。一同は揃そろって空くうの顔を覗のぞき込んだ。


「よく寝てるわねぇ……けっこう音も立てちゃったと思うんだけど」


「やっぱり帰る？　温めて食べてね、みたいな書き置きだけしといて」


「そうね、そうしよっか……ところでさ、さっきはおじや作るのに忙しくて聞きそびれちゃったけど。なんで一番この部屋の掃除をしたがってたこいつが玄関に隔かく離りされてたの？」


　買い出しから帰ってきたときにはまだ陰子達は掃除中で、素敵は部屋の中に小声で「今から作るわねー」と囁ささやきかけただけだったし、玄関に追いやられた浩介は「ま、いろいろあってな」とか曖あい昧まいに誤ご魔ま化かしていた。一息ついてその疑問を思い出したのだろう……できれば思い出さないでいてほしかった。


　よくぞ聞いてくれました！　というような気配けはいで陰子が目を輝かがやかせ、


「それは語るもおぞましい変態の策略をこのわたくしが打ち砕いた結果です。なんとこの変態、部屋を片付けるという口実のもとに……つまり、黒くろ崎さきさんの……を……！」


「ふん、ふんふん……な、なんですってーっ!?　し、しゅじゅちゅが必要だわっ！」


「浩介くん……！」


「ついがポイントを稼かせごうとしたときには……見てくれなかったのに……」


「待てお前ら！　たまには俺おれを信じてみるのもいいんじゃないでしょうかね！」


　などと騒さわいでいたときだった。さすがに少しばかり声を大きくしすぎたらしい。


「う……ん……？」


「あ」


　もぞり、と布ふ団とんが動く。今まで横を向いていた空くうが、金髪の頭を動かして仰あお向むけの体勢になる。そして、ゆっくりとその目が開かれ──ベッドを覗のぞき込んでいる五人の顔を見、寝ね惚ぼけ眼まなこで何回か瞬まばたきをした。


　素す敵てきがそっと浩こう介すけの耳元に口を近付けて囁く。


「運が良かったわね……リアルにあんたがくーに殺されるところはさすがに見たくないわ。その件のことは私達の心の中だけに仕し舞まっておいてあげる。もう二度とするんじゃないわよ」


「だから誤解なんだが……」


　がっくりと肩を落としたとき──ようやく、空は覚かく醒せいした。


「だっ……て、テメェらぁぁあああ！　なんであたしんちにいやがるーっ!?」


「大声出さない起き上がらない！　まだ完全に治ってるわけじゃないんだからね！」


　起き上がろうとした空の肩を摑つかみ、素敵が強引に彼女をベッドに戻す。空は抵抗しようとしたが、やはり半病人の体力だ。陰かげる子こが加勢したこともあり、最終的にはベッドに押し込められてしまった。


「いきなり来ちゃったのと、勝手に部へ屋やに上がっちゃったのは謝あやまるけどさ。ちょっと心配だったのよ、くーは一人ひとり暮ぐらしだし。一応聞くけど、気分はどう？」


「……その呼び方すんな。気分？　最悪だぜ。帰れよ……」


「そういうわけにはいかないわよ。ちゃんと薬飲んだ？　まだなら持ってきたから飲んで」


「関係ねーだろ、ボケ……」


「あるわよ。私は部長で、あんたは大事な部員だもの。おせっかいかもしれないけど、心配くらいさせてよ」


「……」


　じー、と素敵は真しん摯しな眼まな差ざしを空くうに向け続ける。空は彼女の言葉を拒絶するように壁かべのほうを向いて寝ていたが、素敵の視し線せんがどうあっても外れないのを背中で感じ取ったらしい。ややあって、


「ああもう、薬なら飲んだ！　飲んだっつーんだよボケ！　ああもういい、なんでもやれよ！　さっさとやりてぇことやって帰りやがれ！」


　根こん負まけしたか、空は全面降伏した。素敵はほっとしたように息を吐いて、


「うん、長居する気はないの。やることやったらすぐ帰るわね。とりあえず氷こおり枕まくらと濡ぬれタオル設置させて。持ってきたから」


「勝手にしろよ、ボケ……っ。あ、はあ……」


「辛つらい？　なら喋しやべらなくていいわよ？」


「ちげーよ……さすがに寝てるときには、ヘッドホン、暑苦しいんだよ……なんでもいいからテレビ点つけろ。それで音が混じってちっとはマシになる」


「あ、そうか。点けるぞ」


　浩こう介すけはテーブルの上にあったリモコンに手を伸ばし、適当に電源ボタンを押す。たまたま合っていたチャンネルはローカルなニュース番組を映し出した。『錆さび花はなまこと市長が本日、市長が提唱する《福ふく来らい市し安全都市構想》についての答弁を行いました。市長は──』などというニュースキャスターの声が淡々と部へ屋やに流れ始める。


　素す敵てきを手伝てつだおうかとも思ったが、あまり大勢で動いても仕方がない。浩介達は素敵が氷枕や濡ぬれタオルを準備するのをただ見守っていた。


「これでよし、っと……あと何か要望とかある？　身体からだ拭ふいてほしいとか。あ、勿もち論ろん、那な霧ぎり浩介ならちゃんとその間部屋の外に叩たたき出しとくわよ？」


「……ねぇよ。身体も拭きたくなりゃ自分で拭く」


「ならいいけど。あと……ああそうだ、おじや作ったんだったわ。お腹なか減ってるなら食べて」


「……減ってねえ」


「じゃあ置いとくから、食べたくなったら温めて食べてね」


　ふう、と依然としてこちらに背を向けたままの空くうの肩が揺れた。


「ったくよ……アホかテメェは。なんで、んな面めん倒どう焼くんだよ……」


「それはさっき言った通りだけど……ま、単純に一人ひとり暮ぐらしの風か邪ぜとかは大変だからってのもあるわね。私も一人暮らしだからわかるわよ」


「ちっ……」


　舌打ちが聞こえ、空の言葉が止まる。部屋には依然としてニュースキャスターの声。なんとなく沈ちん黙もくの間を埋めようと浩介は口を開く。


「聞いていいものかどうかわかんないんだが。そもそもお前、なんで一人暮らししてんだ？」


「……うちの親は離り婚こんしてるんだよ。あたしは親おや父じのほうに引き取られた。で、親父は今単身赴ふ任にん。それだけの、普通で単純すぎるクソ理由だ……このチビみてーな特別な事情なんてねぇ、ボケ。握にぎり潰つぶすぞ……」


「そうか。特別とか普通とかはどうでもいいっつーか……ま、そう言えばお前らの家のこととかあまり聞いたことなかったな、とか思ってちょっと好奇心で聞いてみただけなんだ。悪かったな。お返しにこっちの家の話でも──と思ったけど、さすがにもうみんな知ってるか。今までさんざん部室であいつの奇行について愚ぐ痴ちってるし」


「あ、浩介くんは従姉いとこさんと二人ふたり暮らしだったねっ。私、お兄にいちゃんしかいないから、お姉ねえちゃんみたいな人がいるなんてちょっと羨うらやましいな。服の貸し借りとか、一いつ緒しよに髪や肌のお手入れしたりとか、なんか憧あこがれるの」


「へー、そうなのか……って、お兄ちゃん!?　塚つか原はらさんの!?」


「うん。いるよー」


「おお、塚原さんは妹キャラだったのか……！　意外な新事実だ！」


　そこで素す敵てきがふと思い出したように、


「そういや終ついの家の人も意外に普通だったわよね。一回だけ会ったことあるんだけど」


「おい藍あい坂さか、それは俺おれ的てきにはかなりの衝しよう撃げき発言だぞ。こいつは事あるごとにフラフラと当たり屋やったりしてるんだろ。親おや御ごさん的には気苦労が絶えないはずだ……！」


「あたりやは、してない。ギリギリ、かわす」


「たまにギリギリ当たったりしてるじゃねーか」


「んー、なんかあの人達、えらくおおらかというかなんというか……『はっはっは。また怪け我がをしてきたのか終。駄だ目めだぞー、気をつけなきゃ！　はっはっは！』みたいな感じだったわ。ま、娘のことを信じてるってことになるのかしら。うちの可愛かわいい娘が事故なんかで死ぬわけがない、笑う門かどには福来きたるので笑ってれば悪いことは起こりませんよ、みたいな」


　うーむ、と浩こう介すけは終の顔を眺める。その通り、というように彼女は素敵の言葉にこくこくと頷うなずいていた──いつもの氷のような無表情で。全部笑い飛ばすような両親からどうしてこんな対照的な娘が生まれてきたのだろう……謎なぞすぎる。


「皆様のことだけを聞いて、わたくしが黙だまっているわけには参りませんわね。わたくしは宵よい闇やみヶが原はらの屋や敷しきに住んでおります。使用人の方を家族に含めるのならば、はて、何人いるのでしたか……」


「このブルジョワお嬢じよう様さまめ。ていうかお前には兄きよう弟だいがいたりしないのか？」


　何の気なしにそう聞くと、陰かげる子この言葉がぴたりと止まった。なぜかすっと視し線せんを逸そらして、


「……妹が、一人ひとり、おりますわよ？　さて、それで使用人の話に戻りますけど──」


　アヤシイ。何か突っ込まれたくない部分があると浩介の直感が告げていた。


「ほほう、ゲル子さんは姉キャラだったのか。で、妹さんの名前はなんて言うんだ？」


「くっ……」


　陰子は僅わずかな苦悩の間を作り、やがて観かん念ねんしたようにその言葉を絞り出した。


「は……陽はるる子こ……ですわ」


「それは素敵すてきな名前デスネ。姉と妹の対比が素す晴ばらしい！　そうか、ゲル子の妹は……ルル子だったのか……妹のほうは可愛い名前になるのに……」


　情感たっぷりに言ってやると、ぷるぷると肩を震ふるわせていた陰子がばーんとテーブルを叩たたいて身を乗り出した。


「だから！　だ・か・ら、嫌いやなのですわ！　親しん戚せきやらお父とう様のご友人やら周りの大人おとなはわたくし達が子供のころから妹のことを花や動物を愛めでるような優やさしく温かい顔でルル子と呼び……その流れでわたくしのことも愛称で呼ぼうとしたときに見せる、あのなんとも言えない同情と憐あわれみの表情！　ああ、わたくしの気持ちが貴方あなたにわかりまして!?　わかるというのならそのふざけた愛称でわたくしのことを呼ぶのを止やめなさい今すぐ！」


「ゴメン、全然わかんねーからこれからも使い続けるなゲル子」


「この男はぁぁぁぁっ!?」


　浩こう介すけの頰ほおは緩ゆるんでいた。もうしばらくは（少なくとも陰かげる子こが本気で傘かさを振り回し始めるまでは）、このネタで陰子を弄いじらせてもらおうと思った。彼女の反応が面おも白しろかったというのもあるが──それ以上に。


「くくっ。ゲル子と、ルル子……あ、アホだ……」


　と、布ふ団とんの中からくぐもった笑い声のようなものが小さく聞こえてきていたからだ。


　あまり興こう奮ふんさせすぎるのは、病人にとってよくないことなのかもしれないが。それでも、風か邪ぜを引いてずっと寝ているのは退屈に違いない。


　そこに馬ば鹿か話で小さな笑いを、小さな気晴らしを提供してやれたなら──


　それはきっと、それほど悪いことではないはずだった。





　　　　[image: ]





　あまり長居するのも何なので、浩介達は頃ころ合あいを見計らって空くうの家を出た。日が沈みかけた薄うす闇やみの中、元来た道を戻っていく。


「黒くろ崎さきさん、明日あしたは学校に来れるといいね」


「あの様よう子すなら多た分ぶん大丈夫でしょ。これから大人おとなしく朝まで寝てれば治ってる可能性が高いと思うわ」


「治っているのに風か邪ぜを言いい訳わけに使ってサボらなければいいですけれどね」


「ついは、逆に、ギリギリ休んだほうがいいような体たい調ちようでも、くると思う……」


「俺おれも同感だな。いつも以上の仏ぶつ頂ちよう面づらで、でも結局お見み舞まいとかされた照れ臭さが隠せなくて挙きよ動どう不ふ審しんになってるあいつの姿が目に浮かぶぜ」


　そんなことを話しているうちに、彼女達と帰路がずれる交差点に辿たどり着いた。「んじゃまた明日」と軽く挨あい拶さつして素す敵てき達と別れ、浩介は一人ひとり家路を辿り始める。


　急に静かになった。それは今までがいかに騒さわがしかったかを証明しているもので──まあ、たまの休日の過ごし方としては悪いものではなかっただろうと思う。


「さて、帰ってからは……あいつのメシ作ってと。宿題もやんなきゃなあ」


　同居している生せい活かつ破は綻たん者しやの従姉いとこの顔と数学のプリントのことを思い出し、一気に現実に引き戻される。やれやれと息を吐いてから、とりあえず時間でも確たしかめようとポケットから携けい帯たいを取り出そうとして、


「おや？」


　ない。別のポケットに手を突っ込んでも、ない。どこかに落としたか、忘れてきたか。記き憶おくを探る。最後に携帯を使ったのは、確たしか、空くうの家だ。素す敵てきが氷こおり枕まくらやら何やらを用意しているとき、何気なく時間を確かめたような気がする。それから──それからが思い出せない。


「……適当にそこらに置いたままだったかもしれん。ぐえ、面めん倒どう臭くせぇけど取りに戻るか……」


　放っておいても空が学校に持ってきてくれるとは思うが、それがいつになるかは彼女の体たい調ちよう次第。それに、やはり携帯は有用なアイテムだ。たとえ明日あした彼女が復活して登校してくるのだとしても、今夜一晩携帯が手元にないというのはそれなりに不便な気がする。


　浩こう介すけは頭をぽりぽりと搔かいて踵きびすを返した。億おつ劫くうな足取りで再度空の家に向かう。


　従姉いとこの夕食を作ってやるのは少しばかり先の話になりそうだが、問題はないだろう。ここ数日、彼女はテンパった悲鳴を上げながらずっと書斎にカンヅメしている──締しめ切きり間ま際ぎわの彼女にとっては、今一刻も早く用意してほしいのは食事ではなく原稿を進めるアイデアなのだろうから。





　黒くろ崎さき空は薄うす目めを開ける。あるいは開けた夢を見た。


　まだ多少熱ねつがあるのか、視界はぼんやりとしている。周囲に音はない。ひどく静かだった。


　ずっと、ずっと、このままだったのかもしれないと思う。それが当たり前なのだ。この部へ屋やで一人ひとり。静かな部屋で一人。そうだ、今までのことは自分の見た夢だったのかもしれない。くだらない妄想だったのかもしれない。


　医術部の奴やつらが頼んでもいないのに見み舞まいに来て、いろいろ引ひっ搔かき回して、部屋まで片付けて、馬ば鹿か話をして──ああ、本当に。ありえない。自分と彼女達はけっして仲など良くない。来るはずがない。だから夢だ。きっと。自分はずっとこのまま一人でここに寝ていて、貴重な日にち曜よう日びを死体のように過ごしたのだ。


　寝汗が気持ち悪い。喉のどの奥に異物感がある。最低の日曜日だ。何か、もっといいことがあってもいいではないか。少しでいい。少しでいい。


　依然としてぼんやりとした視界の中、見上げていた天てん井じようが天井ではなくなる。


　それは顔だった。電気の消えた部屋に、一人の少年の顔がある。様よう子すを窺うかがうように、ベッドで眠るこちらの顔を覗のぞき込んでいる。


　ああ──やはり、夢だ。奴らはもう帰った。なのにこいつだけがここに戻ってくるなんて、矛む盾じゆんしている。辻つじ褄つまが合っていない。


　だったらいいじゃないか、と空くうは思った。これは夢だ。夢ならば、ちょっとくらいは自分の欲望のままに動いても許されるだろう。やりたいことをやりたいようにやっても許されるだろう。だって、普段ふだんは我慢しているのだ。ぎゅっと心を閉じて、何も考えないようにして、必死に目を背そむけて、見て見ぬふりをして、自分が心の底からやりたいと思っていることをいつも我慢しているのだ。せめて、夢の中でくらいはいい目を見たい。いい夢を見た幸せな日曜日だったということにしたい。


　だから空くうは、天てん井じように向けて、ベッドを覗のぞき込む彼の顔に向けて、そっと両手を伸ばし──


　力いっぱい抱だき締しめて、ベッドの中に引っ張り込んだ。


「なああああっ!?」


　彼の声。彼の体温。彼の重み。彼の《呼吸》。


　やけに現実感のある夢だな、と空は思った。
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　何だ。何が起こった。これはいったいどういう状況だ。


　浩こう介すけはただひたすらに困惑する。


　携けい帯たいを忘れたのに気付いて、空の家に戻ってきて、一回チャイムを押しても反応がなくて、寝てるのならチャイム連打で起こすのも悪いなと思って、また鍵かぎがかかっていなかったのでササッと携帯だけ回収させてもらうことにして、電気もテレビも消えていてやっぱり空は寝ているようで、具合はどうかなと思ってちょっと覗き込んで──


　そして、今はなぜか、彼女に抱き締められて同じ布ふ団とんの中にいる。


「ちょ、おい、黒くろ崎さき……寝ね惚ぼけてんのか!?」


「あ、はぁ……ゃんっ……」


　耳に吹きかけられる彼女の吐と息いき。こちらの頭をがっしりと抱えて離はなさない腕。布団の中の暗くら闇やみに次第に目が慣なれてくる──彼女はとろんとした目でこちらの髪に頰ほおを擦こすりつけていた。素す敵てき達がいるときにはずっと布団を被かぶっていたので気付かなかったが、彼女はパジャマなどを着てはいなかった。胸元が開いたＴシャツ。それを大きく盛り上げている膨ふくらみが浩こう介すけの首筋にぐいぐいと押しつけられる。そして、下は……あろうことか、下半身はパンツだけだった。小さな布があるだけの空の下半身が、すらりとした素足が、どういうわけか複雑に浩介の身体からだに絡みついている。滑なめらかな太ふと股ももの感触をこれでもかというほどにアピールしてくる。


「はぁ、んっ。熱あつい……身体が、熱い……」


「そ、そうか。熱いなら今すぐ俺おれを解放してだな、ええと！」


「きひゃうっ……！　ああ、いい、お前、やっぱり、いい、よぉっ……！」


　ぷるり、と空の身体が震ふるえる。上うわずった声。今までに聞いたこともないような、甘い響ひびきの声。さらにぐいぐいと彼女の身体が押しつけられる。彼女の顔が、胸が、太股が。


「お、落ち着け！　寝惚けてるな、間違いなく寝惚けてるなお前！」


「はあ……もっと、もっと聞かせろよ。頼むよ。お願ねがいだよ。な、いいだろ？　なんでも、なんでもするからさ。してやるからさ。お前も、あたしになんだってしていいからさ。な……？　二人ふたりで、いっぱい、気持ち良く……」


「うひっ。馬ば鹿か、お前、止やめろ、そんなとこ……！」


　彼女の身体からだのどこかが浩こう介すけの身体のどこかに押し当てられる。優やさしく、強く、刺し激げきする。心の奥底からの本能的な衝しよう動どうがそれに従えと囁ささやいてくる。だがまずい。これはまずいだろう。なんとか、なんとかせねば。


　必死にもがくと、なんとか両手だけは自由になった。強引に身体を引ひき剝はがそうにも、彼女の足が複雑にこちらの足に絡みついているためにそうはいかない。ならばこの手を使ってできることは何か。


（効くかどうかはわかんねぇが……こう、かっ!?）


　浩介は自由になった手を持ち上げ、ササッと空くうの両耳に蓋ふたをした。《呼吸》が聞こえなくなれば──なんというか、空の興こう奮ふんも多少はレベルが下がるはずだ。


「やぁ……やめろよ……夢のくせに生意気だぞ」


「やめねえっつの！　正気に戻れ、つーか起きろ！　これは夢じゃなくて現実です！」


「んなわきゃねーだろ……お前が、あたしの部へ屋やに一人ひとりで──」


「携けい帯たい忘れて取りに来たんだよ！　さっき藍あい坂さか達といたろ、そんときに忘れてな！」


「さっき……？　え、さっき……？　あれ、夢……」


「──ではないです。えーと、黒くろ崎さきさん、アナタの中ではそこの氷こおり枕まくらとかは一体誰だれが用意したことになってるんですかな？」


「……」


　ちら、と空の視し線せんが顔の横に向けられるのが見える。瞬しゆん間かん、はっとその目が大きく見開かれた。一瞬でその頰ほおが今まで以上に紅こう潮ちようし、


「～～～～！」


「ぐあっ!?　い、いてててて！」


　しかしその腕が離はなれることはなかった。逆だった。今まで以上に、浩介の背骨を折らんとばかりにギリギリと力が込められる。顔を見られたくないと思ってのことかもしれないが、さらに彼女の身体が浩介の顔に押しつけられてとんでもないことに。自分の頭頂部で、空の髪がふるふると震ふるえているのを感じる。


「さ、最悪だ。マジ最悪だ……！」


「ギブギブ！　寝ね惚ぼけてたんだろ、そうなんだろ！　わかってる、わかってるから！　人は誰だれでも過あやまちを犯す！　俺おれをぬいぐるみとか抱だき枕まくらと間違えたりもする！　このことは不幸な事故だと思って、お互い忘れることにしてだな……！　と、とにかく離してくれないですかね、黒崎さん？」


「ちっくしょ……やっちまった。なんだこれ。ああ、でも……なんかもう、めんどくせえ。何を言うのも、何をするのも、めんどくせえ……毒を食らわば皿までってやつか。だから、ああ、もう、いいや……」


「おい……？」


　頭の上から聞こえる、空くうの呟つぶやき。腕は離はなれなかった。完全に意い識しきを取り戻しているはずなのに、目覚めているはずなのに、これが夢ではないと悟っているはずなのに。空の腕は離れなかった。浩こう介すけを抱だき締しめ続ける。


　浩介は必死に首を動かし、その顔を見ようとした。彼女の真意を確たしかめるために。この抱ほう擁ようの意味を知るために。


　そうしてなんとか彼女の胸に包まれていた顔を引ひき剝はがし、首を持ち上げたところで、


　視界が明るくなる。


　布ふ団とんが捲めくれ、部へ屋やの電気がついたのだとわかった。一体なぜ。


　きょとんとした顔の空と共に、浩介はそろそろと首を回して──


　そしてそこに、白衣を着た悪あく魔まの姿を見た。





　眉まゆを吊つり上げた素す敵てきが、腕を千ち切ぎれんばかりに振り回しながら叫ぶ。その顔はこれ以上ないほどに赤くなっていた。


「な、な、な、何をやってるのよあんた達はーっ!?　駄だ目めよ、そんなの絶対駄目なんだから！　しゅじゅちゅ、しゅじゅちゅするわよっ！」


「素敵さん、わたくしがお教えしましょう。何をやっているのかと言えば、布団の中で二人ふたりで抱きあっているのですから、答えは決まってますわ。性交です。もしくは強ごう姦かんです。正せい確かくにはその前段階とでも申しましょうか」


「おいゲル子ー!?　その発言は直接的すぎるだろ！」


　ここにいたのは素敵だけではなかった。それも陰かげる子こだけでなく、


「せ、いっ……あ、あは。あははは。あはははははははははははははははは」


「前段階……だから、きっと、ギリギリなところ。もし、くうがついだったら、凄すごくポイントが溜たまってた。千点くらい……？」


　引ひき攣つった顔で壊こわれたように笑う伊い万ま里りと、無表情の終つい。さっきまでいたメンバーがまた揃そろっている。


「な、なんでお前ら、ここに？」


「それはこっちの台詞せりふよーぅ！　私はあんたと別れてから、携けい帯たい忘れたのに気付いて、取りに戻ろうとしたら陰子さん達も付き合ってくれて！」


「し、信じられねえかもしれねえが、俺おれも同じなんだ！　携帯を忘れてだな！」


「そんな下へ手たな言いい訳わけが通用するとでも思ってんの!?」


「本当にそうなんだからしょうがねえだろっ!?」


「くーの寝込みを襲おそうためにわざわざ戻ってくるなんて……心の底から見み損そこなったわ、那な霧ぎり浩こう介すけ！　と・り・あ・え・ず、そこから出てきなさーい！　いつまでくーにしがみついてんのよ！」


　首根っこを素す敵てきに摑つかまれ、力任せに引ひき摺ずり出されてベッドから落とされる。素敵達の登場に驚おどろいたためか、空くうの腕からは既すでに力が抜けており、それを阻はばむことはなかった。


　浩介はわなわなと全身を震ふるわせている素敵を見上げる。なぜかひどく大きく見えた。


「本当に……信じられないわ。許せないわ。女の敵」


「一言で言おう。誤解だ！」


「そんな台詞せりふはもう聞き飽きたわよ！　今回ばかりはもう許すわけにはいかないわ！　さあ、覚悟はできてるんでしょうね！　こんな、こんなことして、ただで済むとは──！」


　絶体絶命の窮きゆう地ち。素敵の怒りはもう頂点に達している。陰かげる子こはもう完全にこちらを汚物扱いする目で見下している。伊い万ま里りはあははと壊れている。終ついもどことなく不ふ機き嫌げんそうに見える。


　だが、そのとき──救いの手が、思わぬところから。


「あー……うるせー」


　ベッドの上を見る。空はＴシャツにパンツという姿を隠そうともせずそこに胡坐あぐらを搔かき、不ふ愉ゆ快かいそうにその光景を眺めていた。


「あ……ごめんね、くー。まだ風か邪ぜが治ってないのに……くーは寝てていいわよ、こいつの片は私がつけるから──」


「そういうこと言ってんじゃねえよ。お前のキンキン声がうるせぇっての。黙れ」


「え……」


「つーかよ、なんでてめーがそんなに怒ってんだよ。こいつは別にお前のモンなんかじゃねえだろ」


　素敵は驚おどろいたように目を瞬またたかせた。まさか被害者である空のほうからそんなことを言われるとは夢にも思っていなかったのだろう。どこか愕がく然ぜんとした様よう子すで、


「そ、そりゃそうだけど……でも、くーが、その、こいつに……」


「あたしが、だよな。別にお前が何かされたわけじゃねえ。なんかお前が怒る理由があるか？」


「それは……その。ない、かもしれないけど……でも……現行犯のときには一般人にも逮たい捕ほ権けんがあったりで、一般的に言って悪は見過ごせないっていうか、何にしてもやっちゃいけないことやっちゃった奴やつには罰を与えなきゃいけないっていうか！」


　空の目が浩介を捉とらえた。彼女が何を考えているのか。浩介にはわからなかった。


　ただ──なんとなく、おかしな流れになっているような気がした。嫌いやな予感がした。彼女が素敵の糾きゆう弾だんを止めてくれたのは、自分を助けてくれようとしたからか？　その言葉は本当に救いの手か？


　どうやら、その嫌な予感は正しかったようだった。


「そうだな。罰は必要だ。でもそれを決めるのはこの状況に関係ないお前じゃねえ。直接被害を受けたあたしだ」


「そ、そうね……私には、まぁ……直接は、関係ない……わね」


　素す敵てきがそっと目を伏せる。何か、自分に言い聞かせるかのようにその言葉を呟つぶやいていた。


　空くうは浩こう介すけから視し線せんを離はなさない。不ふ機き嫌げんそうではあったが、その瞳ひとみには何かそれ以外にも強い感情が込められているように思えた。


　罰。自分は何を求められるのか。浩介はごくりと唾つばを飲み込む。


　そして、彼女はゆっくりと口を開いて──





　いい加減、我慢の限界だったのだ。


　空もひっそりと唾を飲み込む。畜ちく生しよう。こいつのせいだ。こいつが悪い。前々から何度も抱きついてきて、こっちにあんな《呼吸》を聞かせて。ベッドの中でも、あんな至し近きん距きよ離りで《呼吸》を聞いてしまって。


　だから、仕方ないのだ。もう我慢の限界なのだ。


「い、一応説明させてくれ。違うぞ。俺おれはただ、一いつ瞬しゆん、そう、一瞬だけ、お前の様よう子すはどうかなー、とか、大丈夫かなー、とか思ってお前の顔を覗のぞき込んでだ……そしたらお前が寝ね惚ぼけてて、抱きついてきて──」


　しどろもどろに浩介は答える。苛いら立だつ。やっぱりこいつのせいだ。だからもう、いいのだと思う。いいことにしようと思う。自分が一番やりたいことをやっても。自分が一番欲しいものを求めても。


　そうでなければ──もう。


　我慢のしすぎで、気が狂ってしまいそうだ。


「んな言いい訳わけなんか信じられるかボケ。お咎とがめなしじゃあたしの気が済まねえ」


　さあ、では何と言えばいいのだろう。


　こいつを自分のものにするために、何を言えばいいのだろう。


　一番大事なところで頭が混乱してきた。自分の頰ほおが紅こう潮ちようしてくるのを感じる。ああくそ。何でもいい。何か言え自分！


　そして空は、自や棄けっぱちの心境で、びしりと浩介に指を突きつけて。


　その場にいた誰だれもがぽかんと口を開けるような一言を告げた。


「あ、あたしの寝込みを襲おそったんだ。簡かん単たんにゃ済ませらんねえ──お前、これからはあたしの奴隷な！　言うこと聞かねぇと握にぎり潰つぶすぞ！」





　　　　[image: ]





　翌日の放ほう課か後ご。


　浩介は昨日きのうのことを思い出しながらふうと息を吐く。


（よりにもよって、奴ど隷れいって……小学生かよ）


「おい奴隷。もっと力入れろ、全然効かねーぞ」


「……はいはい」


　言われた通り、手の力を強める。眼がん前ぜんには金髪の後ろ頭──自分が両手で握っているのは、その空くうの肩だった。ぎゅうぎゅうと捏こねる。捻ひねりを加えて揉もみほぐす。部室のいつもの椅い子すに座っている空が軽く頭を揺らし、満足げな声を漏らした。


「おっ、そうそう……やればできんじゃねーか」


　肩揉みを続けながら、浩こう介すけは再度の嘆たん息そく。勿もち論ろん、この状況にいろいろ言いたいことはあるが──しかし同時に、あまり強くは反抗できない気分でもあるのだった。率直に言って、昨日きのうのことは不幸な事故だったのだと思う。空が寝ね惚ぼけていた。自分が不用意に近付いていた。ただしその不用意さの中に、ちょっとだけ、普段ふだんはあれだけツンツンしている空の寝顔がどんなものかじっくり観かん察さつしてやろう（素す敵てき達がいたときはその視し線せんが気になってあまり見られなかったのだ）、そしてそれをネタにして後日弄いじったりしてやろう──という下心があったのは否定できない。だからとりあえず、数日くらいなら空の言うことを聞いてやってもいいだろうと浩介は思っているのだった。自分なりの懺ざん悔げとして。


　ひとしきり肩揉みを続けていると、


「あー、暇ひまだな、クソ……おい奴隷、なんかしてあたしを楽しませろ」


「なんというアバウトな指令！」


「うっせえな、絞るように握にぎり潰つぶしてテメェが飛とび跳はねる様を見て楽しむぞ!?　暇ひま潰しになりゃなんでもいいんだよ！」


「はぁ……そうだな、んじゃオセロでもやるか」


「オセロぉ～？」


「んな嫌いやそうに言うな。お前、藍あい坂さか達と一いつ緒しよにゲームとか全然やんねえじゃねえか。腕前はどんなもんかって思ってな……ルールとか知らないってわけじゃねえだろ？」


「ば、馬ば鹿かにすんなボケ！　あ、あたしはてめーみたいなクサレ男とオセロなんてする趣しゆ味みはねぇが……ふん、逃げたとかルール知らねえとか思われるのも癪しやくだ。今日きようは特別だ、暇潰しにボコボコにしてやる」


　駄だ目め元もとで言ってみただけだったのだが、意外にも空はその提案を受け入れた。どういう心境の変化か……今日はいつもより微妙に機き嫌げんが良いような気がするから、そのせいかもしれない。理由は不明だ。


　奥スペースからオセロを取ってきて、空の前に置く。凄すさまじく新しん鮮せんな感覚だ。


「俺おれが黒、お前が白な」


「覚悟しろよ。盤ばん面めんが白一色になったらそれを写真に撮とって掲示板に張り出してやる。トーゼン、横に負け犬の顔写真つきでだ」


　不敵な笑えみを交わしあい、勝負の開始。浩こう介すけはいつもの多た趣しゆ味み癖へきでオセロが趣味になったことが過去にあるし、素す敵てき達とも何度か対戦してその勘かんを取り戻しつつある。最初はちょっと手加減してやってやるかと思っていたが──ちょっとどころでは、足りなかった。


「……いいのか？　お前がそこに置くと、俺おれはこう……」


「な。待った、ちょっと待った！　卑ひ怯きようだぞお前！　やり直し！」


「将しよう棋ぎじゃねえんだぞ。ま、いいけどさ」


「そうだ、お前は奴ど隷れいなんだからな、あたしの言うこと聞け。ええと、ここに置くと……こうなって……やっぱ駄だ目めじゃねえか。待てよ、もうちょっと待てよ！」


「へいへい」


　むむ、と真剣な目で盤ばん面めんを睨にらむ空くう。だがやがて「見えた！」というようにぺしりと駒こまを置き、


「これだな！　くくく、これでお前はもうおしまいだぜ」


　そこに置くと、今はよくても今後さらにゴッソリと駒をひっくり返される可能性があるんだが……とか思いながらも、浩介は何も言わなかった。それは余計な一言だ。


　なぜなら、空は、笑っていた。


　今まで見たことのない顔。この部室にずっと一いつ緒しよにいたのに、誰だれとも遊ばず、一人ひとりで不ふ機き嫌げんそうに漫画を読んでいるだけだった空が見せた表情。それはとても貴重なもののように思えた。


　ひょっとしたら、こいつも素敵達と同じように遊びたかったのかもしれない。今まではただ素直になれなかっただけなのかもしれない。そんな捻ひねくれ者ものの壁かべに、この自分を奴隷にしてこき使うという建前が少しでも罅ひびを作ったのなら──


（やれやれ……もうしばらくはこのご主人様と奴隷ごっこも続きそうだなあ）


　浩介はどこか微笑ほほえましい気分で苦笑いして、適当に駒こまを置く。


　オセロの白と黒が、一枚だけ、ひっくり返った。





「素敵さん、素敵さんの番ですわよ？」


「あ……うん。ごめん、ちょっと考えさせて」


　これはいったい何だろう、と素敵は思っていた。手中にあるトランプの札のことではない。今まで三連続で大貧民になっていたが、正直なところ、いまいちゲームに集中できなかった。


　原因はわかっている──横手から聞こえてくる、部員二人ふたりの声のせいだ。


　出すカードを選ぶふりをしながら、ちらりと視し線せんを横へ。二人は先さき程ほどまでやっていたオセロを終え（どちらが勝ったのかは知らない）、今は花札を行っているようだった。


　この部室で初めて見る空の姿。どうしてだ、と聞けば、彼女はきっと「せっかく奴隷がいるんだから無む駄だにこき使ってやるんだよ。何の意味もねえことさせたほうが《奴隷を使ってる感》が強くていいだろ！」とかなんとか言うのだろう。けれど──どうしてか。


　素敵には、それだけだとは思えないのだった。


　しかしそれ以上の考えは浮かんでこない。脳の回路がその点に関してだけ繫つながらない。考えることを放棄している。


　空くうの相手をしている那な霧ぎり浩こう介すけの姿も見えた。軽く頰ほおを緩ゆるめて笑っている。


　本当に。これは何なのだろう。


　ひどく落ち着かない気分だった。胸の奥で何かが疼うずいている。喉のどに絡んで取れない痰たんのような不快感。大声で叫んで走り出せばすっきりできるだろうか。ああ、むずむずする。うずうずする──苛いら々いら、する。


　素す敵てきは選んだカードをテーブルの上に出した。それが適切なカード選択だったのかどうか。それすらもわからない。四回目の大貧民は近そうだ。


　向こうのテーブルから、また声が聞こえてくる。


「そういやよぉ……明日あした、休みだよな」


「おう、なんかの祝日だったな。どうせなら三連休にしてほしかったよ」


「で、その……アレだ。なんつーかよ……」


「ん？」


　空がひとしきりもじもじと口ごもっているような気配けはいがあって、しかし逆ギレのように、


「そう──テメェは明日も奴ど隷れいだかんな。あたしは明日買い物に行く……荷物持ちに付き合いやがれ！」


「……マジで？」


「や、休みだから逃げられるとでも思ったのかよボケ。そんで……おっ。ほら来た、雨あめ四し光こう！　負け犬への罰ゲームっていう意味でもテメェに拒きよ否ひ権けんはねえ！」


「くそ、んなとこでなんつー引きを……！　はぁ。しょうがねえな、わかったよ」


　どうしてだろう。さらに苛いら々いらが強まった。二人ふたりが明日一いつ緒しよに買い物に行くという話をしているだけなのに。自分には全く関係のないことなのに。


　だがそこで──ぱしん！　と強くテーブルに置かれるカード。軽くびくりとして、素敵はそのカードを出した人物の顔を見やる。にこにこと、しかしひどく恐ろしい気配を漂わせた顔で、伊い万ま里りが笑っていた。彼女はその笑え顔がおのまま、


「ねえ、藍あい坂さかさん。明日は暇ひまかなぁ？　よかったら、一緒に買い物にでも行かない？　買い物メインっていうよりかは、街をブラブラ歩くだけに……絶対に目が離せないくらいに気になるものを街で見つけちゃって、ずっとそれを追いかけることになっちゃうかもしれないけど」


　勿もち論ろん素敵は明日暇だったので、その提案を受け入れた。
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　翌日。浩介の姿は再び駅前にあった。日にち曜よう日びは素敵達のエキセントリックな登場のおかげでえらい目に遭あったが……はたして、今日きようはどうなることか。


「うーん。あいつの私服姿も見たことねえしなあ。どうしよ、実は外出するときには必ずゴスロリを着てる、とかだったら。ああいう奴やつに限って、実はプライベートではストレス発散のためにそんな少女趣しゆ味みの服を──」


「ねえよ！」


「はぐぅっ!?」


　手加減なしのローキックが太ふと股ももの筋肉に直ちよく撃げきする。膝ひざをカクカクと震ふるわせながら振り返ると、


「……あ」


　そこには空くうが立っていた。


　動きやすそうな、彼女のイメージに合った活動的な服装をしている。ポップな色合いのスタジャンに、足元はスニーカー。短めのスカート……スパッツを穿はいていない太股がやけに新しん鮮せんに映る。頭には野球帽を被かぶっており、その上にいつものヘッドホンを装着していた。その野球帽から零こぼれる金髪は、学校ではただ悪目立ちするだけだが、この街中ではそれなりに周囲に溶け込んでいる。
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　つまるところその姿は、ただの音楽好きの活動的な少女のような姿であって、普通にそこに立っているだけで絵になっていて、普通に可愛かわい──


「……て、テメェ。あたしの姿がそんなに珍しいのか。ジロジロ見るんじゃねえよ」


「い、いや悪い。なんつーか、私服姿初めて見たけど、意外に似合っててびっくりした。藍あい坂さか達とここで待ち合わせしたときにはとんでもない目にあったしな、それと比べればパーフェクトだ。お前といても何も恥ずかしくない。偉い！」


「ば、ばかやろ。何ヘンなこと言ってやがる……に、握にぎり潰つぶすぞ！」


　空くうは視し線せんを外し、なぜか恥ずかしそうにもじもじとする。無意味にスタジャンの袖そでを摘つまんで引っ張ったり、野球帽のツバを引き下ろしたり。何やら新しん鮮せんな反応だ。


「あー、ちくしょ、調ちよう子し狂うぜ……ボケ……」


　これはやっぱり普通に照れているのだろうか。こちらのほうこそ調子が狂う。しかしこのままだと話が進まなそうだったので、


「まあでも、ほんの少しだけお前の服装に注文をつけるとしたら、ちっと中途半端にヤンキーっぽいな。あれだ、ポケットに手を突っ込んでだな、ガムを膨ふくらませるんだ。んで下からガンをつけながら『いいブツあるよ。買わない？』とか言ってれば完全なヤンキーになって文句なし──」


「誰だれがヤンキーだコラ！」


　またピシピシとローキックが繰くり出される。どうやらそれで空の調子もいつも通りに戻ったらしい。呆あきれたように頭を振って、


「ったく。もういい、行くぞ！」


「予定とかあんのか？」


「あー……どうでもいいだろ、んなことは」


「さてはノープランだな。一分も無む駄だにできない、大事な祝日だっていうのに……」


「うっせえ！　お前はただあたしに黙だまってついてくりゃいいんだよ！　ほれ歩け！」


　そうして今日きようも、浩こう介すけの奴ど隷れいとしてのお仕事が始まるのだった。





「うわー。この服可愛かわいいー」


「落ち着いてください塚つか原はらさん、ここはぬいぐるみ屋さんです。というか、その手のぬいぐるみが雑ぞう巾きんみたいに捩ねじれているのですが……ええと、弁べん償しようさせられないように気をつけてくださいましね？」


　素す敵てき達は繁はん華か街がいのファンシーショップにいた。伊い万ま里りに陰かげる子こ、終ついも一いつ緒しよだ。終は店の中を歩き回り、


「トラ……会いたい。可愛いけど、危なくて、そのギリギリ感がさいこう……」


　などと呟つぶやきながらトラのぬいぐるみの頭を撫なでたりしていたが、その他ほかの三人は一ヵ所から動いていなかった。道に面した棚の前。ガラスを通して、道の反対側にある古着屋の中に見えるのは──あの二人ふたりの姿だった。


　浩介が一枚のＴシャツを手に取って空を呼ぶ。空はピンと来ていないような顔で首を傾かしげる。だが浩こう介すけは何事かを言って、空くうの身体からだの前にそのＴシャツを広げて押しつけ、彼の手が自分の肩に触れたことに一いつ瞬しゆんだけぎょっとしたような空が何かを誤ご魔ま化かすように口を尖とがらせて「しょーがねーなー。似合わなかったらてめーのせいだぞ」というような気配けはいでぞんざいにそのシャツを籠かごの中に放り込んで──


（っ……何だろ……これ）


　昨日きのうと同じだった。素す敵てきは息苦しさを感じる。生き苦しさを感じる。呼吸をするのが辛つらい。ここにいることが辛い。何かの病気か。


　素敵は店の中からそっと視し線せんを逸そらす。棚に並んでいたぬいぐるみを適当に手に取ってその腹を揉もんでみる。柔らかい手触り。それでも気分は晴れない。


「あははは。みんなでお買い物は楽しいねっ。この服、買っちゃおうかなー」


「だからここはぬいぐるみ屋さんですと……」


　伊い万ま里りは向かいの店から視線を外さず、空虚な笑え顔がおで幻覚的な何かを見ている混乱っぷり。陰かげる子こが嘆たん息そくしながら肩を竦すくめ、


「しかし……荷物持ちとは言っていましたが、あれは傍はたから見ると、単なるデート以外の何物でもありませんわね。黒くろ崎さきさんもゲテモノ好きというか──」


「宵よい闇やみヶが原はらさん、何の話？　私はただみんなとお買い物しに来てるだけだよ？　あっと、そろそろ別のお店にも行ってみようよ！　ここのパフェ、美お味いしかったね！」


「……もう何も言いませんわ。とりあえずその手のぬいぐるみは置いていきましょうね？」


　浩こう介すけ達が会計を終えて古着屋を出てきた。当然のように、荷物は浩介が持っている。二人ふたりは再び歩き出す──やや遅れて、もう彼ら以外の何も見えていない伊万里の先せん導どうで素敵達もファンシーショップを出た。二人に見つからないようにその後を追う。


　単なるデート。陰子の言葉が思い出される。謎なぞの病気がまた素敵を苦しめる。


　自分は何をしているのだろう、と思いながら、彼らの姿を遠くから眺め続けた。二人はゲームセンターに入る。本屋に入る。家電量販店に入る。鞄かばん屋やに入る。靴屋に入る。夜よ闇やみの迫る時刻になって小腹が空すいたのか、公園のベンチに座り、屋台で買ったたこやきを二人で食べる。


　素敵達は彼らの背後、その公園の外にあるカフェテラスからその様よう子すを眺めていた。こちらが一段高い場所にあるので、そうは気付かれないはずだ。終ついは浩介達を観かん察さつするのに飽きたのか、公園でナイフのジャグリングをしているパフォーマーのほうをじーっと見つめて「今度自分もやってみよう」というような気配でこくこくと頷うなずいている。そのとき、目立たないようにという配はい慮りよで傘かさを閉じていた陰子に伊万里が言った。


「はあ、はあ……ねえ、宵闇ヶ原さん。もしよかったらだけど、その傘ちょっとだけ貸してくれない？」


「た、倒してストレス解消に使うつもりですわね？　悪いですが、お断りさせていただきますわ。傷がつくと困ります」


「だよね。あーあ……」


　と、伊い万ま里りはテーブルの上で自分の携けい帯たいを立て、それを指先でことんと倒し始める。見るからに欲求不満で、不ふ機き嫌げんで、苛いら々いらしていた。


　自分と同じだった。だがそこで素す敵てきは改めて思う。


（本当に……私、なんで、こんなに苛々してるんだろう。あいつと、くーのことで）


　伊万里がこうなっている理由は、なんとなく想像できる。今までの彼に対する態度を、最近になって下の名前で呼び始めたことを、今日きようこうして二人ふたりのデートを盗み見しようと率そつ先せんして言い出したことを考えれば、想像できる。


　ならば──自分は？


　伊万里と同じように欲求不満で、不機嫌で、苛々している自分の理由は何だ？


（違う……わよ）


　違う。違う違う、絶対違う。あいつは、ただの──


「移動しますわね。まだ追いますか？」


「別に、誰だれも追ってないけど……そう、だね。最後に、もうちょっとだけ、ブラブラしようかな。それが終わったら、帰ろうっと……」


　陰かげる子この言葉に、伊万里が力ない声で答える。たこやきを食べ終えた公園の二人が動き始めていたのだ。ジャグラーのパフォーマンスを見つめ続けていた終ついの背中を陰子が強引に押して移動させ、一同は再度浩こう介すけ達の背中を追いかけた。


　日は既すでに落ちている。夜の時間が始まった、休日の街中。雑多な人ごみ。その中を並んで歩く二人。その背中を実際の距きよ離り以上に遠く感じる。素敵はぼんやりと思っていた。


　あいつは、ただの──ただの、何なのだろう。


　言おうと思えばいくらでも言える。一学期に転校してきたクラスメイト。部長の自分が指し導どうすべき医術部員。多た趣しゆ味み癖へきがある要観かん察さつ者しや。症候群シンドロームの解明に役立つかもしれない要研究者。それから、それから──


　けれど、そのどれもが、正解ではないような気がする。


　正解であるはずなのに。何も間違ってはいないはずなのに。


　自分にとって、那な霧ぎり浩介とは、どんな存在なのか。


　どんな存在であるべきなのか。


　どんな存在であってほしいのか──


　そのとき、ぽつり、と暗い空から水滴が降ってきた。頰ほおに感じる、冷たい雫しずく。それは次第に量と勢いを増してくる。その冷たさに意い識しきが引き寄せられ、今までの陰いん鬱うつな思考がゆっくりと洗い流されていった。ありがたく思う。


「ふふふ、このわたくしの活かつ躍やくすべきときがついに来ましたわね。さあ素敵さん、わたくしのもとにおいでになって！　二人で寄り添い抱き合い……ではなく、おほん、相あい合あい傘がさと参りましょう。さあ！」


「あは。いいけど、その傘かさに四人はちょっときつくない？」


「ご心配なく。折り畳み傘も持ってきておりますわ。塚つか原はらさん達にはこれをお貸しいたしましょう。少し小さいかもしれませんが、二人ふたりならばなんとか入れるはずですわ」


　と、陰かげる子こはスカートの下にごそごそと手を入れ、太ふと股もものホルスターに常備してある折り畳み傘を取り出した。見ているこちらがちょっと恥ずかしい。


「あ、ありがとう」


「小さめが、いい。ギリギリ、濡ぬれるかも、濡れないかも……チャレンジ」


　ひとまず雨粒から身を守る手段を手に入れ、傘で顔を隠すようにしながら一同は再度前方を見やる。浩こう介すけと空くうはしかめっ面つらで空を見上げていた。どうしてか、いい気味だ、と思ってしまった。


　とりあえず掌てのひらで申もうし訳わけ程度に雨粒を遮さえぎり、二人は小走りに駆け出す。雨宿りできる場所を探してのことだろう。きょろきょろと周囲を見回す二人の横には何件かの店があったものの、高級そうなレストランやジュエリーショップに入る勇気はさすがになかったらしい。


　素す敵てき達はもう追わなかった。ただ見ていた。だがそこで、最後に見えたのは──


　空が突然浩介の腕を引っ張り、横手にあった細い通りに彼を引っ張り込む姿。


　それが状況を変えた。伊い万ま里りが愕がく然ぜんとしたように呟つぶやくのが聞こえる。


「ね、ねえ……あの通りって……」


　勿もち論ろん、素敵も知っていた。この街の人間として、そして罹り患かん者しやの治ち療りようのため街の暗部を駆けてきた人間として、当然に。


　二人が、たった今入った通り。そこにあるのは──





「ひでぇ雨だ。しばらく止やまねえかもな」


「そ……そうだな」


　ざあああ、と雨の音が鳴なり響ひびいている。浩介の心しん臓ぞうの音を搔かき消している。


　二人は狭い軒先にいた。庇ひさしは申し訳程度に存在している小さなもので、あまり雨宿りの役に立っているとは言いい難がたい。庇を外れた雨が、浩介の手足を少しずつ濡らしていく。隣となりにいる空の手足を濡らしている。


　浩介は横目で彼女の姿をちらりと見やった。その何気ない行為がさらに浩介の心臓の回転数を上げる。水滴が伝い落ちる、肉感的な太股。濡れた金髪がうなじに艶なまめかしく貼はりついている。


「へくちっ……と。冷えてきやがった。病やみ上がりにゃキツイぜ」


　そうだ、空は風か邪ぜが治ったばかりなのだ。これでまたぶり返すようなことがあっては最悪だ。だったら。だったら──


　背後の建物に避ひ難なんする、のが一番手っ取り早いだろう。だがそれは不可能だ。そうできない事情がある。なぜなら、この自分の背後にあるのは、


（くぉぉ……何度見ても、間違いねえ……！）


　看板があった。《ご休きゆう憩けい》と《ご宿泊》、その二つの料金プランが書かれた看板があった。


（なぜだ。なぜこんなとこで雨宿りしてんだ俺おれ達は。やっぱもっと走って別の場所を探したほうがっつーかこいつが引っ張ってきたから仕方なくで選択の余地はなくてこれは俺の意志なんか介在していないのであって──）


　などと、浩こう介すけが頭の中で必死に言いい訳わけのようなものを並べ立てていたとき。


　ふと、肘ひじのあたりに違和感。


「寒ぃ」


　空くうがこちらの服を摘つまみ、掠かすれて消えてしまいそうなほどに小さな声で、そう呟つぶやいていた。俯うつむいているため、表情はよくわからない。


「ああ……さ、寒いな。こりゃまいった」


「……アホ。寒ぃってんだよ……あたしが、寒い、って言ってるんだぞ。お前は……お前は、奴ど隷れいだ。だから、いろいろ提案することがあんだろ」


「ふ、服を貸すとか？」


「……その服を雑ぞう巾きん絞るように使って巻き込んで握にぎり潰つぶすぞこの野郎。てめーの濡ぬれた服なんか着ても、余計に寒くなるだけだ。その、だから、たとえば、たとえばだ──」


　そうして空は、さらに小さく。


　絞り出すような声で、


「──あったかい風呂に入れるような場所が近くにあるから、そこを使えばいい……とか」


「ばっ!?　お前っ、そんな──」


　俯いた空の顔は依然として見えない。


　ただ、寒さのためか、それ以外の何かのためか、微かすかにその肩が震ふるえたのがわかって──


　そして彼女は。


　指先で摘んだこちらの服を、さらにぎゅっと握り締しめるようにしながら、囁ささやいた。





「あたしは……別に、いいぞ。お前と、ここに、入っても」






第二診「或る手術刀における不随意性症候群」-another in white-
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　その瞬しゆん間かん──大声。


「ちょーっと、待ったぁぁぁああ！」


「ぬわぁぁあっ!?」


　どっきーん、と浩こう介すけは心しん臓ぞうを跳はねさせながら振り向く。そこには素す敵てきの姿があった。傘かさは差しておらず、その小さな身体からだを濡ぬれるに任せている。動揺と戸惑いと混乱に塗まみれた表情。


　その背後には、彼女が傘から飛び出すのを制止しようとでもしていたのか、手を伸ばした陰かげる子この姿もあった。陰子は一つ溜ため息いきをついてから、ひどく汚けがらわしいものを見るような目でこちらを見つめてくる。


　何も考えず反射的に飛び出してしまったのだろう、そこでしばらく素敵は止まった。何を言うべきか考えているような間があってから、


「なんていうか……だ、駄だ目めよ、何が何だかわかんないけど、それはさすがに駄目ーっ！　部長として不許可！　こんな、こんなところに、はい、入ろうとするなんてっ……！」


「あはは。そうだね、藍あい坂さかさん。あははは」


　陰子の横には小さな傘を差した伊い万ま里りもいた。処刑人のような笑え顔がおを浮かべている。そこに何かを感じたか、


「これは、近くにいるとあぶない気がする。肩が当たっただけでも意味なく倒されそうな予感……ふぅ。とてもギリギリ……四十ポイント、追加」


　雨に濡れるのも構わず、すすす、と終ついが伊万里の傘の下から脱出していた。そしてきゅーぷるぷる。今の伊万里はそんなにも危険なのか。


「あー？　お前ら……ち、そういうことかよ……」


　いつのまにか、空くうはこちらの腕から手を離はなしていた。殺気のようなものすら感じ取れるほどの不ふ機き嫌げんさで、無意味に帽子のツバを弄いじる。その空の目が鋭するどく素敵を捉とらえた。


「今日きよう一日、コソコソあたしらの後をつけてたってわけか。お偉い部長さん達はよ」


「ち……ち、違うわ。たまたま、よ。たまたま、みんなで遊びに来てて、それで」


「ざっけんな。マジで握にぎり潰つぶすぞ」


　いろいろ浩介にも言いたいことはあったが──とても、口を出せるような雰囲気ではなかった。一いつ触しよく即そく発はつの空気。


　空くうの眼がん光こうは緩ゆるまない。それに気け圧おされたように、素す敵てきは濡ぬれた足元に視し線せんを彷徨さまよわせた。そして、


「……ごめんなさい。なんか……そう、なんとなく……気になって、みたいな」


「なんとなく気になった？　んな程度でテメェらに後つけられる筋合いなんざねぇんだよ、こっちは」


「で、でも、やっぱり、こういうのは、よくないと思うの。こんなとこに──」


　空は苛いら立だたしそうに舌打ちをした。


「へぇー、ラブホで雨宿りするときにゃ部長さんに許可取んなきゃ駄だ目めだったのか。知らなかったぜ。後をつけてきて、んなずぶ濡れになってまで飛び出してきて説教するぐらいに悪いことだとはあたしにゃ思えねーけどな。お前にゃ関係ねぇだろが。あたしとこいつが何をしようが関係ねぇだろが。ラブホで雨宿りしようが、一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ろうが、裸で抱き合おうがよ！」


「そ、そんな……ことは、ないわ！　関係ある！　だって私は部長で、あんた達は部員で！」


「テメェはいっつもそれだな！　んな建前は聞き飽きたぜ！」


　浩こう介すけだけではなく、陰かげる子こも、終ついも、伊い万ま里りですらも、二人ふたりの会話に口を挟むことはできなかった。二人の言葉が止まっても、できなかった。


　素敵の瞳ひとみが揺れている。辛つらそうに、苦しそうに、揺れている。


　空はそんな彼女を睨にらんでいる。一歩も退ひく気はないというかのように、睨み続けている。


　喧やかましい雨音が聞こえるだけの時間。


　それがしばらく続いたとき──





　はっと素敵が顔を上げた。今までとは違う表情で。





「あん？　どうしたよ、やっと建前以外の──」


「黙だまって」


　素敵は軽く腕を上げ、空の言葉を制する。静かな声こわ音ねだったが、そこには有無を言わせぬ圧力が込められていた。空が眉まゆを寄せたとき、


　背後のホテルの中から一人ひとりの男が出てきた。あまり特徴のない、中肉中背の男。普通のサラリーマンのようで、くたびれたスーツを着ている。


　男はこちらに一いつ瞬しゆんだけぼんやりとした視線を向けてきたが、何も言わずにそのままビニール傘を差して歩いていく。ラブホテルの前で高校生達が佇たたずんでいるのだ、何かを言わないまでも、もう少し怪け訝げんに思うような気配けはいが感じられてもいいはずだが──それが全くなかった。


　違和感を覚える。その視線だけでなく、ラブホテルから一人で出てきたということにも。勿もち論ろん浩介には今までこんな場所を利用したことなどなかったが、やはり一般的にはここは二人で入って二人で出てくる場所ではないのだろうか。


　素す敵てきはその男が出てきてから自分達の前を通り過ぎるまで、ずっとその顔を見つめたままでいた。陰かげる子こが傘かさをくるりと回し、軽く雨滴を飛び散らせながら言う。


「素敵さん……もしや？」


「ええ。あの人、重度罹り患かんしてるわ……なんか最近、見るより前に、なんとなく《近くにいる》っていうのがわかるようになってきた気がするのよ。今のもそんな感じだった」


　そして素敵は男の後を追って歩き始めた。


「……ごめん。話が終わってないのはわかるけど、患者を見失うわけにもいかないわ。私は治ち療りように行くから」


「勿もち論ろん、お供いたしますわ。この不快な場所からは一刻も早く立ち去りたいですし」


「ついも、いくよ」


　陰子と終ついが追う。二人ふたりをちらりと見てから、伊い万ま里りの顔がまたこちらを向いて、何かを逡しゆん巡じゆんするような間があって──しかし結局、何も言わないまま、素敵達を追って歩き始めた。残されたのは浩こう介すけと空くう。


　浩介は思い出していた。さっきの素敵の言葉を。


　なんとなく《近くにいる》というのがわかるようになってきた。今までは直接見ないとわからないはずだったのに。素敵の変容が強くなっている。強くなっている？


　ぞっとした。


　それは──それは。


　素敵の症候群自体が、世界から消えていくという症候群自体が強くなっているということではないのか？　その病状が進行しているということではないのか？


　一歩を踏み出した。そうせざるを得なかった。けれど浩介はそこで足を止め、振り向く。


　空はじっとこちらを見つめていた。


「やれやれだ……俺おれ、もう、雨宿りする必要もないくらいずぶ濡ぬれになっちまった」


「……だな」


　ふう、と空は息を吐く。何かを諦あきらめたかのように。何かに安あん堵どしたかのように。そして──何かを、残念がっているかのように。


　それから彼女は視し線せんを逸そらしてぽつりと呟つぶやく。


「さっきの……もう少し慌てろよ。ギャグの甲か斐いがねえだろ」


「悪い、あんまし笑えなかった。凄すさまじく驚おどろいたが」


　ギャグ。そうだ、彼女があんなことを言ったのはギャグだったのだ。当然だ。彼女が本気であんなことを言うわけがないではないか。


「俺、一応行くな」


「……あいつが部長で、お前が部員だからか？」


「どうだろな……わかんねえ」


　浩こう介すけは正直に答えた。理由はとても一言で言い表せるものではない。あるいは理由なんかないのかもしれない。けれど、ただ、行かなくてはならないと思っていたのは確たしかだった。


「お前は風か邪ぜがぶり返しそうなんだろ。帰ったほうがいいぞ……んじゃな」


　急がないと素す敵てき達を見失ってしまう。ぱしゃぱしゃと足音を響ひびかせる。背後からも、ぱしゃぱしゃと足音が続いてきた。


「……帰ったほうがいいって。無理すんな」


「ギャグだっつってんだろ。風邪がぶり返しそうっつーのもその前フリだったんだよ。全然平気だ。つーかよ、お前、バカだろ」


　空くうはこちらを嘲あざけるように唇を曲げる。


「お前が今日きようあたしと一緒にいたのは、お前が奴ど隷れいで荷物持ちだったからだぞ。で──あたしが今日買ったもんはまだお前が持ったままだろうが」


　そう言えばそうだった、と浩介は自分が手にしている買い物袋の存在を久しぶりに思い出す。濡ぬれて壊こわれるようなものが入っていなかったのは幸いだ。


「お前は変態で、女物の服とかを持ち逃げして家でハァハァする可能性もあるな。ちゃんとあたしの家まで運ばせねぇと安心できねえ。だから……荷物持ちがどっか行くってんなら、ついていくしかねえだろ」


「変態ってとこだけは否定させてもらうが。まぁ──ありがとな」


「てめーに持ち逃げされないためだっつの。なんで礼言ってんだバカ」


　背後に続く足音を聞きながら、浩介達はさらに歩を進める。もはや会話は必要ない。けれどそれからしばらくして、今までしていた会話の名残なごりのように、


「……ばーか……」


　などというどこか寂しそうな呟つぶやきが、背後の雨音の中から聞こえてきたような気がした。





　ほどなくして素敵達に追いついた。いろいろ考えたが、とりあえずいつも通りでいってみようと思う。


「……どうするんだ？」


「このまましばらく尾行してみるわ。人ひと気けのない場所に行ったら処置をする。いつもの流れね」


　素敵が横目でこちらを見、囁ささやき声ごえで言葉を返してくる。


「さっき、あのホテルに向かうように、って警けい察さつに電話しといたわ。一人ひとりで出てきたってことは、あそこで何か症候群シンドロームの欲求を果たしてきた可能性が高いから。欲求不満で獲え物ものを探してうろうろしている相手よりは、欲求を果たしてきたばかりの相手のほうがやりやすいわ……油断はしないけれど」


　浩介と同じに、彼女もいつも通りだった──少なくとも、表面上は。


　やはり彼女の症候群のことが気になる。病状の進行のことが気になる。だが今はそれを話題にしている余裕はなかった。追っている男の背中を見失ってはならない。相手に気付かれてはならない。


　男の足取りは頼りないものだった。酒に酔っているかのように街をふらふらと歩いている。一応一方向に歩き続けてはいるので、目的がないわけではないだろうが。


　そのうちに街の中心部を出る。ここからは住宅街だしチャンスもありそうだ、と思ったとき、男がふと脇わき道みちに入った。家への近道だったりするのだろうか。


「ここなら……いけると思う。手早く済ませましょう」


　素す敵てきの号令のもと、一同は一気に歩ほ調ちようを速めた。男が曲がったのと同じ脇道に飛び込む。


　車がぎりぎり擦すれ違えないほどの幅をした道。適当に舗ほ装そうされたアスファルトの足元で雨粒が跳はね回っている。道の右手には高い塀へいがあり、その向こうは窺うかがえない。左手側には雑草の生い茂った空あき地ちのような空間。治ち療りようにはおあつらえ向きの場所だ。


　素敵が深く息を吸い込み、白衣のポケットに手を突っ込む。そこで何が握られたのかを、浩介は知っていた。


　そして──次の瞬しゆん間かん、浩介は見る。


　それはある意味、予想通りの光景。翻ひるがえる白衣。雨粒を切り裂いて振るわれるメス。飛び散る血液。地面に倒れる男。ただしそこには予想通りではない部分もあった。


　とても大きく、しかしこれ以上なく単純な、たった一つの差異。


　簡かん単たんだった。





　それを行ったのが、藍坂素敵ではないということだけだった。
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　横手の空き地、その茂みから一人ひとりの女が飛び出してくる。


　白衣を翻して。メスを煌きらめかせて。


　女は流れるような動作で男に接近し、その首の側面を切り裂く。ひぃ、と男は悲鳴を上げて身を捩よじり、ビニール傘がさを取り落としてその場に転んだ。


「な……」


　長い栗くり色いろの髪。女は傘を差していないので当然濡ぬれている。身長は浩介と同じぐらいか。白衣の下にある身体からだつきは成せい熟じゆくした女性のもので、浩介達よりはやや年上なのではないかと思える。しかし正せい確かくな年ねん齢れいはわからなかった。顔もよく見えなかった。その顔には──医療用だろうか、大きめのゴーグルがすっぽりと嵌はめられていたからだ。朱の混じった水滴がそのレンズの上を薄うすく這はっている。返り血だ。


　白衣の女は男を見下ろしつつ、くるくると指先でメスを弄もてあそんでいた。高速のペン回しのように、指と指の間を移動させている。銀ぎん色いろの残像を雨粒に映している。


「な、なんだ、お前……や、やめろ。やめてく……」


　女は一気に身を屈かがめて、指先で回すのを止やめたメスを倒れた男の腹に突き刺した。そして搔かき回した。ずぷり。ぐちゅり。ずぷずぷぐちゅりぴゅっ。


　手を動かしながら、そこで初めて女は顔をこちらに向けた。
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　ゴーグルのせいで、やはり顔はよくわからない。ただ──浩こう介すけには、どこか、彼女が笑ったような気がした。


　意味がわからない。何だこれは。誰だれだあいつは。


　混乱の中、浩介はふと思った。特に意味もなく、ただの妄想として、ただの印象として、ただの気の迷いとして、思う必要もないことを──思った。


　同じような白衣。同じようなメス。同じような髪の色。同じような行為。けれど髪は長い。身体からだも大きい。だから。


　まるで──


　まるでこいつは、これから何年か経たって成長した素す敵てきの姿みたいじゃないか、と。





　素敵も彼女を見ていた。一歩も動けなかった。


　違う、と思っていた。


　彼女は自分とは違う。彼女がしていることは自分とは違う。


　見る。彼女が振るったメスによってつけられた、男の首筋の切り傷。皮ひ膚ふが裂け、血管が傷つけられ、滲にじみ出るものが雨と同化している。そして彼女が今現在男の腹に埋め込んでいるメスを見る。ぐっちゃぐっちゃと慣なれた手つきで肉と脂肪を愛あい撫ぶしている。首の傷とは比較にならない量の赤さがどくどくと。こちらは雨と同化などしない。雨を呑のみ込んでいる。その色で、その臭においで、その粘性で、その重さで。


　素す敵てきには見慣れた光景。素敵には見慣れた猟りよう奇き。


　けれど、違う、違う、違って違って違いすぎる。


　どちらが正しいのかと問われれば、返す言葉は決まっている。彼女のほうがどうしようもなく正しくて、この自分が間違っているのだ。


　しかしその正しさこそが、不快だった。


　彼女がメスでつけた傷は、自動的には治らない傷だ。普通の、当たり前の、当然の、一般の、通常の、標準の、正常の、平凡の、ありきたりの、月並みの、珍しくもない──


　傷害行為。


　ずくん、と頭の奥で何かが疼うずいた。ああ、これが当たり前なのだ。メスで切れば血が吹き出る。死ぬかもしれない血が吹き出る。それがひとりでに治ることはない。けっしてない。


　気持ち悪い。その当然が気持ち悪い。でも自分もそれを行っていた。でも当然ではないから気持ち悪くない？　その気持ち悪くないことが気持ち悪い？　わからない。何もかもがわからない。だけど気持ち悪いのは収まらなくて、何をどうしても収まらなくて。


　素敵は嘔おう吐とした。





「おい、藍あい坂さか！　大丈夫か!?」


「素敵さんっ!?」


　くの字に身を折って嘔吐する素敵。彼女は顔を上げない。けれど震ふるえる指を持ち上げて、眼前の女を指差していた。


「駄だ目め……私のことは、いい、から。そいつも、重度罹り患かん、して……！」


　迷ったが、素敵には既すでに傘かさを放り出した陰かげる子こが駆け寄り、その背中を撫なで擦さすっていた。浩こう介すけは白衣のゴーグル女を見やる。


「だ……誰だれだ、お前」


「つまんねーこと聞いてんなよボケ。誰だっていいだろが……まともじゃないビョーキの奴やつだっていうのは見りゃわかる」


「その、人を……解放してください！　早く！」


　空くうが吐き捨てるように言い、伊い万ま里りは真しん摯しな表情で女に訴えかける。終ついは無言だったが、やはりその行為を非ひ難なんするような視し線せんで女を見つめていた。


　だが女は何も答えない。代わりに、男の腹に差し込んでいたメスをぬぽりと引き抜いて立ち上がる。逃げる気か、と浩こう介すけ達が身構えたとき、


「ん……やっぱり、ギリギリ……急所は、外れてる……？」


　終ついが呟つぶやいた。その視し線せんは倒れた男に向けられている。しかしその刹せつ那な、


「おっ、おっ、おおおっ、おおおお!?　おひょおおおーう!?」


　奇声を発しながら、男がバネ仕掛けの人形のようにびょんと上半身を起こした。腹をあれだけ搔かき回されたにもかかわらず、その痛みを気にしている様よう子すはない。とろんとした瞳ひとみで周囲を見回し、こちらを見定め、エヒエヒと不気味な笑い声を漏らしながら立ち上がる──それと同時に、白衣のゴーグル女はすっと身を翻ひるがえして走り出していた。


「ちょ、女が逃げんぞ！」


「つっても、なんかこっちも様子がやべぇ！」


「……やる気が！　やる気が満ち溢あふれてるんですよ俺おれ！　はぁぁ、はぁぁぁ！　目覚めた！　今までの俺は間違えていた！　女は四十代からと思ってたけど、若くても──イイ！　きっとイイ！　熟うれたブヨブヨの身体からだオンリー派は止やめます、これからは食わず嫌いしないよお母かあさーん！　じょっしこうっせい、じょっしこうっせいー！」


　腹から血を流しながらも、それを全く気にせずに男が突っ込んでくる。明らかに様子がおかしかった。そのあまりの邪悪さに、伊い万ま里りがぷるりと背筋を震ふるわせる。しかし陰かげる子こからの借り物であろう傘かさを放り出しながら足を踏み出し、


「や……止やめてください！　怪け我がしますよ！」


「すよ!?　すよすよ、すよ!?　キャハー！」


「ええいっ……！」


　跳とびかかってきた男の身体からだに、伊万里の手が軽く触れる。それだけで男は一回転して《倒れた》。肩口から地面に叩たたきつけられる男。足元の水みず溜たまりから飛沫しぶきが飛び散る。腕が不自然な方向に捩ねじれたのが見えた気がした。


「あ……や、やりすぎちゃったかな」


　だが伊万里がそう呟くのと同時、男は再度人形のようにむくりと身を起こす。転倒の勢いで脱だつ臼きゆうでもしたのだろう、ぷらぷらと揺れている自分の左腕を見て──ぞくぞく、と恍こう惚こつの表情で背筋を震わせた。そして再び立ち上がる。


「ほぉおお、ほぉぉぉぉ！　イイ！　この痛み！　お母さんからの愛を思い出す！　いいぞ、いいですよ、今の俺はかつてなく愛に貪どん欲よくになっていますよ……び、ビ・ン・カ・ンー！　やばい、ちょっと出た、何かは言えないけどちょっと出た！　はぁぁぁ、暑い、暑いから脱いじゃおう！　ここからが本番です！」


　男はわけのわからないことを言いながら、動く右腕だけを動かしてビリビリと自分のシャツを破る。その下から現れた男の身体を見て、伊万里は小さな悲鳴を漏らし、空くうは嫌いやそうに舌打ちをした。


「ち……真正のド変態だな、こいつは。ＳＭ野郎かよ」


「ＳＭ!?　これのどこがＳＭに見えるっていうんだい!?　失礼だな君は！」


　男は首に胸に腹に腕に、つまりは全身にぐるぐると有ゆう刺し鉄てつ線せんを巻きつけていた。傷だらけの身体からだ。先刻の転倒で棘とげが刺さったのか、新しく血を流し始めている傷もある。男はうっとりとした表情で自分を包む有刺鉄線を撫なでた。その動作でまた掌てのひらが裂けて血が垂れるのが見えた。


「この冷たさ、この痛み……最高だ。有刺鉄線は人類の生んだ叡えい智ちだ。これ一本あれば戦争は終わるね。世界が愛に包まれるね。温暖化は止まり、核はなくなり、出生率は上がり、消費税は撤てつ廃ぱいされるだろう！　ぬおおお、素す晴ばらしい！　さすが有刺鉄線、有刺鉄線にできないことは何もないぞ！　その証拠を見せてやろう……有刺鉄線麻ま酔すいー！　ほら痛くない！」


　男はぷらぷらしていた左腕を右手で適当に摑つかみ、これまた適当にごきりと肩に捩ねじ入れた。浩こう介すけ達はその変態っぷりに絶句するしかない。男は調ちよう子しを確たしかめるように左手を握ったり開いたりしてから、その左手で右の袖そでを摑み、巻いていた有刺鉄線を解いてずるりと伸ばした。


「さあ！　君達も有刺鉄線の素晴らしさに気付くんだ！　早く服を脱いで丸まって！　これを有刺鉄線業界では《ハムのポーズ》と言う！　ほら、ぐーるぐる、ぐーるぐるぅ！」


「きゃあっ！」


　男が伸ばした有刺鉄線をムチのように振るってきた。伊い万ま里りの悲鳴はその攻こう撃げきを受けたからではない。終ついがその身体を横から抱だき締しめたからだ。


「……千二百ポイント、消費」


　終は伊万里に抱きつき、片手で彼女の胸を揉もむようにしてその身体を仰のけ反ぞらせていた。横よこ薙なぎに振るわれた有刺鉄線が二人ふたりの頭の上を掠かすめる。伊万里は慌ててその場を飛とび離はなれ、もじもじと自分の胸を押さえながら、


「その……あ、ありがとう……？」


「ひとと一いつ緒しよによけるのは、難むずかしい。余計にポイントをつかう……」


「やるな！　ならば有刺鉄線ブーストだ！　このさらなる締めつけが、肉体の秘められた力を一段と解放させるぅぅ！」


　首筋の有刺鉄線を引っ張り、さらに自らの身体を痛めつけた男が再度間合いを詰めてくる。言葉通り、そのスピードは先刻の突進とは比べ物にならないものだった。が、


「あー、うっせー……わかりやすすぎる変態だぜ」


　そのときには既すでに空くうも肉体のブーストを終えていた。ヘッドホンを外したうえでの《呼吸》。カウンター気味の拳こぶしが男の顎あごをカチ上げる。よろめいたところに、続いて間合いを詰めた伊万里が再度男をひっくり返した。頭頂部から地面に落ち──今度こそ、動かなくなる。気絶したのだろう。


　伊万里がその顔を恐る恐る覗のぞき込み、


「ふぅ……なんかこの人、おかしかった……」


「そうだなぁ。今まで見たことがある奴やつよりも、なんつーか……一段とアレだったな。暴ぼう走そうしてたっつーかさ」


「はん、こうなっちまったんならもうどうでもいいぜ。あとはお偉い部長さんのシゴトだろうがよ」


　先刻のことをまだ引ひき摺ずっているのか、棘とげのある口く調ちようで空くうが言う。


　そうだ、素す敵てきはどうなのか。浩こう介すけが振り返ったとき、


「……そうね。ごめん、もう平気。あとは私がやる、から……」


　口元を拭ぬぐいながら、素敵が陰かげる子こと共に歩いてきた。まだ顔色は悪かったが、メスはしっかりと握っていた。


　本当に大丈夫だろうかと思いながらも、浩介は場所を譲ゆずる。結局は空の言う通り、ここから先は素敵にしかできないことなのだ。


　素敵は有刺鉄線男の横に膝ひざをつき、ふうと深呼吸する。陰子はその上に傘かさを翳かざしていた。それから素敵は、メスを持った腕をゆっくりと伸ばして──


　止まった。


　メスの先端が、男の肌まであと数センチの距きよ離りに近付いたところで。


　そして、それきり動かない。


「藍あい、坂さか……？」


　浩介は素敵の横顔に向けて呟つぶやく。


　だが、それでも──素敵の腕が動き出すことは、なかった。





　素敵は困惑する。動揺する。愕がく然ぜんとする。


「あ、あれ……なんで……？」


　メスを持った手を見下ろす。確たしかに自分の手だ。自分の意志で完全に制せい御ぎよできるはずの手だ。なのに、


「なんで、よ……!?」


　力を込める。肩がぴくりと動く。それだけだ。腕は、動かない。


　動け。動くのだ。これは自分の仕事だ。自分がやらなければならないことだ。この手を動かして、メスをこの男の肌に差し入れて、そして……そして？


　つい先刻の光景が頭に蘇よみがえる。治らない傷。メスで切り裂かれた肉体。血。考える必要はない。思い出す必要はない。あれは自分とは違う。自分がすることとは違う。絶対に違う。絶対に、絶対に、絶対にぜったいにぜったいに、この男を傷つけて、この男の肉を裂いて、致命的な部位を破は壊かいしたとしても。死んだままなんてことは、ぜったいに、ない──


　ぎゅっと目を瞑つむる。あの光景は、あの白衣の女の為なした光景は頭から消えない。


　必死に自分に言い聞かせた。これはただの思い込み。自分はあの女とは違う。自分は傷害者だが傷害者ではなく、殺人者だが殺人者ではない。


　そのとき──自分の腕を、誰だれかが優やさしく摑つかんだ。


　陰かげる子こだった。彼女は全すべてを見通しているような、それを全て受け入れているかのような微笑ほほえみを浮かべていた。


「……素す敵てきさんは、あの女とは違いますわ。わたくしがお手伝てつだいいたしましょう。まずは薄うすく」


　こちらが何を言うでもなく、陰子の手が自分の腕を物理的に動かす。数センチ下がる。メスの先端が男の肌に薄い筋を作った。不快感。吐き気を必死に堪こらえる。陰子は一いつ旦たん腕を持ち上げる。じっと見つめていると、その傷は次第に薄れて消えていった。


「ほら、大丈夫です」


　そうだ、大丈夫だ。そう実感しても、まだ自分の意志では腕は動かなかった。同時、陰子に罪悪感を感じる。駄だ目めだ。この感触は、自分一人ひとりが受け入れるべきものなのに。


「陰子、さん……もう、いいよ。私、一人で。これは……これは、ひとごろしの……」


　だが陰子は悟っている。まだ藍あい坂さか素敵の腕が藍坂素敵の腕ではないことを。


「わたくしはずっと、心から、素敵さんのお手伝いをしてきました。素敵さんがひとごろしなら、わたくしもとうの昔に同じひとごろしですわ。それに、根本的なことを言えば、これはひとごろしの行為などではありません。いつも通り、この方を救うための手術です。そうでしょう？　……ほら、いつも通り、素敵さんの手が動いています」


　メスが沈んでいく。緩かん慢まんに患者を治殺ししてていく。この手は自分が動かしているのか。それとも陰子が動かしているのか。その区別はできなかった。


（あ……）


　ぞくり、と全身に鳥肌が立つ。


　唐とう突とつな恐怖感に襲おそわれたのだった。


　ああ、もし。


　もしも自分が、一人では手術のできない状態になってしまっているのだとしたら。


　これからも、こんなことをしないと──誰かの好意に甘えて、誰かを自分と同じひとごろしにしないと治療ができないのだとしたら。


　想像する。


　陰子だけでなく、伊い万ま里りがそうしている光景を。終ついがそうしている光景を。空くうがそうしている光景を。


　そして──彼が、そうしている光景を。


　嫌いやだと思った。どうしようもなく。





　そのとき、頰ほおを伝う雨粒の量が増えた気がしたのは、きっとそれとはまったく関係のないことだった。
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　──興きよう味み深ぶかい！





　彼女は安全な場所に身を隠し、その光景をひっそりと眺めていた。自分と同じく白衣を着た少女が、倒れた男の身体からだにメスを入れる光景。


　あのまま逃げることなど最初から選択肢にはなかった。彼女らが特別な状態にあるということは一目見ただけでわかっていたからだ。しかしなぜそうなっているのかが疑問だった。


　けれど、ほどなくして。


　背筋が震ふるえる。その疑問が氷解した。


　理解したのだった。白衣の少女が行ったことを。その意味を。


　彼女は思う。胸の内から迸ほとばしる歓かん喜きを感じながら思う。


　あの少女は、特殊な状態にある彼女達とは別の意味で、特別すぎる。


　唯一にして絶対。


　単一にして超凡。


　専せん一いつにして卓絶。


　だから当然なのだった。自分がこう願ねがうことは。こう望むことは。


　そして望みが決まったのなら、もうこの場所ですべきことはない。身体の奥底から湧わき上がってくる興こう奮ふんを抑おさえつつ、彼女はそっとその場を立ち去る。


　手て慰なぐさみにくるくるとメスを回しながら、彼女は胸中で繰くり返していた。


　自らの思い。


　ただひたすらに純粋な、その欲望を。





　そう──あの子が欲しい、と。






第三診「逃亡先の家庭内症候群」-alone her [image: ] alone with her-
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　翌日から、素す敵てきの様よう子すは少しばかりおかしくなった。


　授業中や休み時間の教室で、ずっと机に突っ伏しているのはいつも通りだ。だが浩こう介すけが「ジュース買いに行こうぜ」と誘っても「……いい」と呟つぶやくだけで顔を上げない。体育の授業でうっかり浩介が転んでも「血、出た!?　まあ大変、採血しなくちゃ！」とスポイトを持って駆け寄ってこない。ぼんやりと体育座りをしていたり、怠たい惰だな動作で適当に授業に参加しているだけだった。


　そして数日が経たち、それは《少しばかり》ではなくなった。


　土ど曜よう日び、午前中で授業を終えた放ほう課か後ごの部室。伊い万ま里りがお茶の用意をしていることに気付き、浩介は歩み寄って声をかける。


「塚つか原はらさん、手伝てつだおうか？」


「ありがと。でも、もうすぐ終わっちゃうから」


　いつものふんわりとした笑え顔がおだった。だが──そのとき微かすかに、彼女の顔が曇くもる。紅茶を注いでいるカップに視し線せんを落とし、囁ささやくような声で、


「今日きようも、来ないね……藍あい坂さかさん」


「……おう。二日連続だな」


　昨日きのうから、素敵は部室にその姿を現していないのだった。代わりに放課後どこへ行っているのかは知らない。昼間に「どこ行ってたんだ？」と聞いてみても、やはり素敵は机に突っ伏したまま「どこでもいいでしょーう……」と返してくるだけだった。


　彼女のいない部室はひどく静かだ。素敵がいないだけで、どうしてこんなにも空気の密度が違うように感じるのだろう。音がないわけではない。伊万里がかちゃかちゃと紅茶を用意する音。終ついがどこか退屈そうにプレイしているゲームの小さな音。空くうがぱらりと漫画雑誌を捲めくる音。それでも──静かだと感じる。不ふ思し議ぎだった。


　素敵だけでなく、陰かげる子この姿も部室にはない。昨日は来ており、素敵の姿が見えないことに不安げな顔をしていたから、素敵と一いつ緒しよにいるということはないだろう。逆に捜しに行っているのかもしれない。


　素敵がどうして部室に来ないのか。浩介の中にも答えはなかった。彼女はこの場所を何よりも大切に思っていたはずだ。この場所にいることが自然で、この場所で遊ぶことを楽しみにしていて、この場所を愛していたはずだ。彼女の罹り患かんする病気が──《世界と乖かい離りしていく》というものであるが故ゆえに。


　なのになぜ来ない。理由は何だ。


　心当たりは──なくも、なかった。ひょっとしたら、という程度のものだが。


　あの雨の日のこと。謎なぞの白衣女の行為によって、なぜか欲望を果たしたばかりだったはずの重度罹患者が再び暴あばれ始め、それを素す敵てきが治ち療りようしようとして、


　その手が止まった日。


　浩こう介すけは、重度罹患者を治療するための傷害行為手術に対して素敵が何も感じていないわけではないことを知っていた。毎回毎回、嘔おう吐として、嗚お咽えつを堪こらえて、拳こぶしを握にぎり締しめてそれを行っていることを知っていた。かつてそれを目まの当あたりにしたことで。


　今まで耐えてきたそれが、あの女の行動によって、いつも以上に素敵の心の奥底を揺さぶったのではないかと思う。無む意い識しき下のどこか、深層心理のどこか、彼女本人の気の持ちようではどうにもならないほど根本的に深い場所にあるどこかに、何かの影えい響きようがあって──本人の意志とは関係なく、手が動かなくなったのだろう。


　けれど、それが部室に来ない理由になるか。そもそもあれはあの日だけのことだったのか。あるいは、素敵は今もまだ、誰だれかを治療することが──


「はい、できたよ、浩介くん」


「お……おう。ありがと。持ってくな」


　思考が伊い万ま里りの声で中断される。熱あついカップを二つ受け取って、浩介は今までいた場所に戻る。伊万里は奥スペースにいる終ついに紅茶を持っていき、終に誘われた２Ｐプレイを断って、そのまま手て持もち無ぶ沙さ汰たに彼女のプレイを眺めていた。


「ほれ」


「ん」


　読んでいた漫画雑誌をぱたんと閉じ、ぞんざいな返事で空くうがカップを受け取った。浩介もその近くに座り、無言で紅茶を飲む。この奴ど隷れい生活ももう一週間が経たとうとしている……浩介を使うことに飽きてきたのか、それとも他ほかの理由があるのか、最近はやれ肩かた揉もみをしろだのやれ一発芸をしろだのという無茶むちやな要求をされることも少なくなっていた。


　ひとしきり熱い紅茶を啜すすってから、口をついて出る言葉はやはり、


「……静かだなあ」


「はん、いいことじゃねえか。いつもが喧やかましすぎんだよ」


「一応聞いてみるけど……お前、藍あい坂さかが来てない理由とかって知ってる？」


「あたしが知るわきゃねえだろボケ。キョーミもねえ……ま、あいつだってここで無む駄だに時間を使う以外にもやりてぇことがあって不ふ思し議ぎじゃねえだろ。毎日毎日ここにいることのほうが不自然なんだよ」


　そうなのだろうか。


　素す敵てきが求めているのは、その《無む駄だに時間を使う》ことなのではないだろうか。無駄にみんなと話して。無駄にみんなと遊んで。無駄にみんなと笑いあって。ああ、自分だってわかる。きっと本当は空くうにもわかっている。素敵はきっと、その無駄な行為こそを求めている。なんでもない、けれど今ここにしかないその時間こそを──


　そこで空がわざとらしい咳せき払ばらいをして、いささか強引に話題を変える。


「あー……ところでだ。お前、誕たん生じよう日びっていつよ？」


　視し線せんを明後日あさつてのほうに逸そらしつつ、声もどこかもごもごとしたもので、少しばかり不自然な態度だった。浩こう介すけは首を傾かしげ、


「なんだいきなり。突然だな」


「う、うるせぇ。ちっと気になっただけだよ、他ほかには意味なんてねぇよ」


「一月八日だけど」


「ほぉん……」


　空は軽く頷うなずき、興きよう味みがあるのかないのかわからない声で適当に相あい槌づちを打った。それからなぜか、こちらをじーっと見つめてくる。何かを待っているような気配けはいだ。「？」と思っているうちに、その眉まゆが徐々に寄っていき、目が細くなり、苛いら々いらとテーブルに頰ほお杖づえをついて──なんだ、なぜいきなり不ふ機き嫌げんになっているのだこいつは。


　何かを待っているような気配。つまり自分は何かを言うべきなのか。よくわからない。わからないが──


「え、えーと……お前の誕生日は？」


　ひょっとしてこういうことだろうか、という台詞せりふを思いつくままに言ってみる。幸いなことにその言葉はそれなりの効果を発揮した。むすっとしていた空の眉み間けんから皺しわが消える。彼女は呆あきれたような溜ため息いきを一つついて、


「──よし。じゃあ明日あした、こないだと同じ時間と場所で待ち合わせな」


「話が全然繫つながってねえぞ!?」


　空はぷいと横を向き、傍そばにあった自分の鞄かばんを摑つかんで椅い子すから立ち上がる。どうしてか、その頰が僅わずかに赤くなっているように思えた。


「繫がってんよ。いいか、お前はあたしの奴ど隷れいで、あたしのために奉仕するチャンスは逃さないはずで、その……機き会かいがあれば、贈おくり物もの、つーか、なんかそういう感じのもので主人に媚こびを売るのが当然だ、絶対そうだ。だから──明日、それ、しろよ。奴隷らしく。一年に一回の機会なんだからな」


　またよくわからない台詞だ。奉仕するチャンス。贈り物。一年に一回。それと、さっきの話の流れを考えれば──


「あ、明日なのかお前!?　それで強制的に俺おれにプレゼントを買わせようと!?　なんつー暴ぼう君くん！」


　既すでに空くうは部室のドアに向かって歩き出していた。今日きようはもう帰るつもりなのだろう。


　ちょっと待て、と当然のように浩こう介すけは引き留めようとした。いくらなんでも突然すぎる。小こ遣づかい日び前なので財布の中身もいろいろ厳きびしい。そしてその即物的な理由の他ほかに──気分的にも、明日あしたはそれほど騒さわぎたい気分ではなかった。


　今週はずっとだった。何かすっきりしない。様よう子すのおかしい素す敵てき。静かな部室。藍あい坂さか素敵のいない部活。考えることも多くて、気付けば溜ため息いきをついている。


　全般的に、バイオリズムが低てい調ちようなのだ。別に空の誕たん生じよう日びを祝いたくないわけではないが、乗り切れない気分のまま行っても微妙だろうし、高価なプレゼントを求められても困るし、やはりいろいろ考え直してくれるとありがたい──


　だが浩介が空の背中に何かを言うよりも早く、


「……心配すんな。別に宝石だのバッグだのよこせとか言うつもりはねえ。それに」


　部室のドアを開いたところで空は足を止めていた。


　こちらを振り向かないまま、彼女は静かに言葉を続ける。


「それに──明日で、最後だ。明日付き合えば、とりあえずお前の奴ど隷れいの役目は終わりにしてやるよ」


「……え？」


　予想もしなかった言葉に耳を疑った。浩介の口から間抜けな疑問符だけが漏れる。


　けれどそのときにはもう、空の姿は閉じたドアの向こうに消えていた。
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　結局、来てしまった。


　数日前の祝日と同じ、駅前の待ち合わせ場所。おそらく、やることもあの日と変わりないだろう。荷物持ちとして彼女の後ろを歩く。その荷物のいくつかが（あるいは全部が！）自分の財布の中身と引き換えになっている可能性のあることだけが、あの日との違いだ。


（いや……それだけじゃないか）


　さすがに今日は素敵達が自分達を尾行しているということはないだろう。あの日はきっと、この自分と空が二人ふたりで街を歩くなんて面おも白しろそう、何が起こるか暇ひま潰つぶしに観かん察さつしてみましょう、という程度の意味合いで来ていたのだろうが、さすがにその好奇心も一度で満足されたはずだ。


　それ以前に──今の素敵が、そんなことを考えられる状況なのかどうか。


　最近話をしていないな、と浩介は改めて思う。まともに話ができないということこそが、彼女の様子のおかしさを表している。最近は、クラスメイト達の目がある教室の中でもそれなりに話してくれるようになっていたのに。今まで素敵を変人扱いして壁かべを作っていたクラスメイト達も、案外普通なところもあるんだ、とどことなくその壁の向こうから興きよう味み深ぶかそうな顔を覗のぞかせ始めたような気がしていたのに。


「逆戻り……しちまってるかなぁ……」


　繫つながればいいと思っていた。世界と乖かい離りしていこうとするなら、そのぶん繫がっていけばいいと思っていた。それは浅はかな考えだったのだろうか。そんなに簡かん単たんな話ではなかったのだろうか。


　嘆たん息そくして、浩こう介すけはぼんやりと駅前の人通りを眺める。昨夜ゆうべはあまりよく眠れなかったので、少し早めに来てしまっていた。約束の時間までにはまだもう少しある。


　どうしてか、頭に浮かんでくるのは素す敵てきのことばかりだった。あいつは今何をしているのか。どこにいて、何を考えて、何を思っているのか……


「って、おい」


　浩介は目を瞬またたかせる。予想外のものを見たのだった。


　素敵がいた。人通りの中にちらりと見えただけだったが、間違いはない。白衣を着て街をうろつく人間がそう何人もいるとは思えない。例外はあの雨の日に見た謎なぞの女だが、たった今見えたチンチクリンな背の低さは確かく実じつにそれとは違う。


　浩介は思わず一歩を踏み出していた。だが二歩目を踏み出すべきかどうか迷う。


　白衣の消えた人通りを見つめたまま、浩介は自分の記き憶おくを巻き戻した。素敵の顔が見えた先刻の一いつ瞬しゆんで一時停止。


　真剣な顔をしていた。同時に、どこか疲れたような顔をしていた。その顔で、何かを気にするように周囲を見回しながら歩いていた。僅わずかにくたびれた白衣。跳はねた髪──総じて言えば、あまりまともな状態ではないように見えた。


　気になる。どうしても気になる。


　だが今は。今の自分の状況は──


　苦悩と逡しゆん巡じゆん。迷って、迷って、さらに迷って。


　けれど結局、最後には、自分の身体からだが動くに任せた。


　ポケットから携けい帯たいを取り出し、何と言って彼女に謝あやまるべきか考えながら──


　人波に消えた白衣を追って、浩介は全速力で走り出した。





　そして、彼とは対照的に。


　ふんふんと気分良く歩いていた空くうは足を止めていた。百メートルほど向こうに見える、駅前の待ち合わせ場所。こちらに気付かないまま、彼は走り出していく。何かを捜すように頭をきょろきょろとさせながら。


　何があったのか、と空は彼の行く先に視し線せんを向ける。すると、雑多な人ごみの向こうに、ほんの一瞬だけ──何か白いものが、ちらりと見えたような気がした。


　それだけで。


　何があったのか、なんとなく、わかってしまった。


　気分が刹せつ那なに反転する。一度止まった足はもう動こうとはしない。


　彼女はただぼんやりと、彼が走っていくのを眺めていた。


（なん、だよ……）


　重苦しい吐と息いきが漏れる。徒労感と虚無感が肩に圧のし掛かる。


　俯うつむいて、スカートの端をぎゅっと握にぎり締しめた。馬ば鹿かがいる。自分が見ていることにも気付かないで走り出す馬鹿があそこにいて──そして、第一声を「ど、どうだ。今日きようはどこもヤンキーっぽくなんてねぇだろが」に決めていた馬鹿がここにいる。本当に、どうしようもない。


　わかってはいたのだった。こういうこともあるだろうとは思っていたのだった。


　彼がそういう人間だということは、とうの昔に知っていたから。


　ふと、ポケットの中で携けい帯たいが震ふるえた。のろのろとした動作で空くうはそれを取り出し、フリップを開いて液晶を眺める──通話の着信だった。表示されているのは予想通りの名前。


　今はその声など聞きたくなかった。内容がわかりきっている話など聞きたくなかった。ぼんやりと携帯を眺めているうちに、やがてその振動が途と絶だえる。《着信あり》という無む機き質しつな表示だけが残った。それをさらにしばらくぼんやりと眺めていると、ややあって再度の振動。今度は短かった──メールだ。親指が勝手に動いて、その文面を液晶に表示させる。


『休養ができた。悪い、今度絶対埋め合わせする！』


　慌てて打ったのが丸わかりだった。


「……誤字ってんぞ、ボケ……」


　携帯を握り締め、そっと目を細める。


　ままならない。自分はそんな大したことを望んだつもりはなかった。ただ──いつもとは違う《今日》が、欲しかっただけで。それが駄だ目めになっても、そこにあるのはいつも通りの《今日》だ。マイナスではない。ただゼロなだけ。


　それでも──納得できるかどうかは、別の問題で。


「……っ」


　唐とう突とつに苛いら立だちが湧わき上がってきて、空は手に持っていた携帯を足元に叩たたきつけた。周囲の視し線せんが集まったが、知ったことではない。


　地面に転がった携帯を見下ろしながら、空は自じ嘲ちよう気味に笑って思う。


　さて、今年ことしも一人ひとりだけの誕たん生じよう日びが始まるぞ。


　とても素敵すてきな一日になりそうじゃないか。
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　ほどなくして白衣の背中を発見することができたが、声をかけることを躊躇ためらった。素敵の歩みは止まらなかったので、自然、しばらく尾行するような形になってしまう。


　そのうちに素す敵てきは駅からほど近い場所にある住宅街に入った。そして行く手に見えてきたのは一軒のマンション。素敵が軽く視し線せんを上に向けたのが見え、それにつられるようにして浩こう介すけも頭を持ち上げ──眉まゆを顰ひそめた。


　五階建ての真新しいマンション。その最上階の一室の窓が割れていた。草野球のボールが飛び込むような高さではないし、何があったのだろう……と思っていると、


「ちょっと、そこのストーカー」


「おわっ!?」


　マンションに気を取られていた隙すきに、振り返った素敵の瞳ひとみがばっちりとこちらを捉とらえていた。


「ち、違うぞ。別に尾行とかしてたわけじゃなく、たまたまお前を見かけて、えーと」


「で、無言で家までついてきたわけでしょ。立派なストーカーじゃない」


「だから、これには事情があってだ……って、家？」


　素敵は嘆たん息そくしたようだった。もう一度マンションを見上げ、


「そ。あたしの家」


　予想外の答えに驚おどろいた。だが考えてみれば当然だ。こいつにも家がある。帰るべき場所がある。素敵はすぐに視線を戻して、


「……で、何の用よ。何であたしを追いかけてきたの」


「え？　えーっと、それは……」


　改めて問われると困る。自分の目的は何だったのか。素敵を追いかけて何をしようとしていたのか。明めい確かくな答えはなかった。しかし明確ではない答えなら無数にあった。それをあえて一言でまとめようとするなら──こう言うしかなかった。追いかけたかったからだ、と。


　言葉に詰まる浩介を見て、素敵は軽く肩を竦すくめた。


「一応聞いとくけど、用事がないならじゃあバイバイ……って言って、帰る？」


「ないな」


　その質問には即答できた。気になっていることがあった。少なくともそれを確たしかめるまでは帰れない。


　素敵の目を真正面から見続ける。やがて彼女は根負けしたかのように息を吐いた。


「……じゃあしょうがないわね。来なさいよ」


　素敵は軽く周囲を確認するように視線を巡らせてから、マンションのエントランスに入った。中はそれなりに綺き麗れいで、つまりはそれなりに家賃の高い物件のような気がする。それから、エレベーターを使って五階へ。


　そこで浩介は自分の予想が正しかったことを知った。素敵が足を止めた部へ屋やのドアは歪いびつに凹へこんでいる。無数の傷を負った、痛々しいドアの姿。その横にある、廊下に面したキッチンの小窓もガラスが割れ、格こう子しが無む残ざんにひしゃげていた。きっと反対側の窓ガラスも割れているのだろう──さっき外から見えた通りに。素す敵てきが下から見上げていたのは、やはりこの部へ屋やだったのだ。


『Aisaka』と書かれたプレートのあるドアのノブを、素敵がゆっくりと回す。どういうわけか、鍵かぎはかけていなかったようだった。彼女はそのドアを一気には開けない。なぜか緊きん張ちようしたような、慎重すぎる手つきで少しだけ隙すき間まを作る。ひしゃげたドアが擦こすれて軋きしむ音。彼女はその隙間から真剣な目で中の様よう子すを確かく認にんし、そこで小さな息を吐いた。


「あんたはそこにいなさい。誰だれか来たら教えて」


「……へ？」


「なに意外そうな声出してんのよ。ストーカーを家に上げるような愚行、この私がするわけないじゃない。女子高生が一人ひとり暮ぐらししてる部屋は禁断の聖地なのよ！　見られたくないものが盛りだくさんで、くーのとこでやったみたいにあたしのパンツを捜索してハァハァされても困るもの！　いいわね！」


　ばたん、と浩こう介すけを残してドアが閉じられる。自分の扱いについてはいろいろ言いたいことがあるが、それ以外の素敵の台詞せりふはある意味当然だった。


　さっき、キッチンの窓から中の様子を少しだけ見てしまったからだ。


　禁断の聖地。見られたくないものが盛りだくさん──そうだろう。家具やら何やらがひっくり返っていて、壊れていて、壁に穴が空いていて、足の踏み場もないほど室内が滅茶苦茶になっている様子は確たしかに見られたくないものに違いない。


　部屋の中からは、どたばたごそごそと素敵が何かを捜しているような音が聞こえてきていた。それからしばらくして、ぎいいい、とまた歪ゆがんだドアを軋ませながら素敵が廊下に出てくる。その背中には大きなリュックサックを背負っていた。


　彼女はおほんと咳せき払ばらいして、


「……と、いうわけで、ストーカーさん。満足したでしょ。最大限譲じよう歩ほして私の家の場所を教えてあげたんだから、今日きようはもうホクホク顔で帰るだけ──」


「な、わきゃねえだろが。舐なめてんのかお前」


「ちっ。しつこいストーカー、私のさらなる個人情報をミヤゲにしないと帰れないっていうわけね……仕方がないわ。実は私、今流は行やりの片付けられない女ってやつなのよ！　しかもそれだけじゃなく完かん膚ぷなきまでにズボラでドジでウッカリで、だからいつも部屋はグチャグチャ、窓もワレワレ！」


「……」


「ひょわっふー!?　や、やめなさいよぅ！　この私の美少女顔をひょっとこにして興こう奮ふんするなんてどういう病気ふがふが！」


　浩介はアイアンクローで素敵の頰ほおを摑つかみ、たわけたことを言う彼女に渾こん身しんの制裁を加える。素敵がばたばたともがく様をひとしきり鑑かん賞しようしてから手を離はなし、


「言えよ……何があった。今いま更さら尻しり込ごみとかしてんじゃねえ、全部聞くまでは帰らねえぞ」


　退ひく気はなかった。視し線せんを逸そらして俯うつむく彼女の頭を見下ろし続ける。


　それからしばらくして──


　根負けしたかのように、彼女はぽつりと言った。





「……襲撃されたの」





　浩こう介すけは息を呑のむ。


　信じたくはないが、信じるしかなかった。そんなことでもなければこの部へ屋やの惨さん状じようは説明できない。絶句していたのは一いつ瞬しゆん、浩介は矢や継つぎ早ばやに質問を繰くり出した。


「な、なんでだ!?　誰だれに!?　相手は!?」


「……わかんない。相手はみんな、私が初めて見る重度罹り患かん者しやだったわ。私がその人達を見かけて、治ち療りようしようとして追いかけて、私に治療されるのが嫌いやだから反はん撃げきしてきて──っていう流れじゃなくて。私がまだ確かく認にんもしていなかった相手が、向こうから襲おそってきたの」


「待て。みんな？　罹患者がグループで襲ってきたって意味か、それとも一回じゃねえって意味か？」


「──両方。一度に複数の相手に襲われることはあんまりなかったけど……次々に来るから、まあ、同じことかしらね」


　浩介の背筋が震ふるえた。両方？　両方だって？　それはつまり、


「お前……いつから、襲しゆう撃げきとか受けてたんだよ」


「……今週の水すい曜よう日びぐらいから」


　その言葉こそが信じられなかった。自然と語ご調ちようが強まる。


「お前は馬ば鹿かか!?　なんでもっと早く言わないんだよ！」


　眩暈めまいのような感覚で、浩介は思い出す。様よう子すのおかしかった素す敵てき。いつも以上に机に突っ伏していた素敵。放ほう課か後ご、部室に来なくなった素敵。その意味は。


「だって、だってさ。そいつらの狙いは、多分、私一人なんだもの。みんなに話したら、逆にみんなに危険が……なんか、普通じゃないし。重度罹患者は元々普通じゃないけど、それ以上の意味で。最初は街を歩いているときとかに襲われるだけだったのに、昨日きのうは……この家にいるときに襲われて。で、なんとか逃げて、今まで隠れてて、そろそろほとぼりが冷めたころだろうから一いつ旦たん戻ってみて、とりあえずお泊まりセットくらいは持っていこうかなって──」


「だぁぁぁぁぁ！」


　言いい訳わけのようにぼそぼそと喋しやべる素敵の言葉を、意味のない雄お叫たけびのような声で制する。いろいろ言いたいことがありすぎて、何を言えばいいのかわからなくて、とりあえず叫ぶしかなかったのだ。こいつは。本当に、こいつは！


「わっけわかんねぇ……違うだろ、それは、なんつーか、違うだろ。お前ってそんなにアホだったか？　いや、アホはアホだったけど、そこまでのアホじゃなかったような気がする。そうだろ。何にしてもやっぱり今のお前はアホ女だ！　間違いねえ！」


「ちょっと、そんなにアホアホ連呼しないでよ……しかも大声でさ。部へ屋やがこんなふうになってるのにアレだけど、一応私にも世間付き合いってものが……」


　と、素す敵てきが軽く口を尖とがらせながら呟つぶやいたときだった。隣となりの部屋のドアが開き、一人ひとりの若い主婦が顔を覗のぞかせる。さすがに騒さわぎすぎたか。


「あぅっ……い、言わんこっちゃないじゃない。あ、あの、ええと、昨日きのうはうるさくしてすみません。これはちょっと、友達の悪ふざけでですね、警けい察さつとか呼ぶ必要は全然なく──」


　素敵は昨日の襲しゆう撃げきで逃げ出してから今初めて帰ってきた。当然、この部屋の惨さん状じようを説明するのもこれが初めてということになる。しどろもどろの言葉を発する素敵に対し、意外にも、その隣の若奥さんはにっこりと笑った。


「いいのよいいのよ。それよりも、少し聞きたいことがあるんだけどいいかしら？　料理の味つけで迷っちゃってて」


「は……？」


　若奥さんが廊下に出てくる。瞬しゆん間かん、素敵の瞳ひとみが細められた。


　奥さんの手には包丁が握られていた。その目はひどくぼんやりとしており、呼吸も荒く、何かにうずうずとしているかのように身体からだを揺動させている。


「貴女のお肉を調理するとして、あの人は──私の旦那は、何味が好みかしら？　さっぱりレモン？　和風の醬しよう油ゆ？　ピリ辛から胡こ椒しよう？　ああ、わからないわ、わからないわ、決めかねるわ！　ああちなみに、丸々ローストとかじゃないのよ。ちょっとだけ、腕とか足だけのちょっとだけだから、その分量も考えなくちゃ駄だ目めよね？　困ったわ、本当に困ったわ、レモン醬油ピリ辛胡椒キムチポン酢ず味み噌そ……ああっ!?　デミグラス！　デミグラス味の貴女あなた！　いいかも！」


「──逃げるわよ、那な霧ぎり浩こう介すけ！　なんとなく嫌いやな気配けはいがすると思ったら、やっぱり！」


「ちょ、おい、まさか！」


「重度罹り患かんしてるに決まってるでしょう！　二、三日前に挨拶したときは普通だったのに……わけがわかんないわ、なんで、なんで!?」


　身を翻ひるがえした素敵の背を追い、若奥さんとは逆方向に廊下を走る。デミグラス味を閃ひらめいたことに酔っているのか、若奥さんはすぐには動いていなかった。その隙すきをついてエレベーターのボタンを連打──だがボタンを押すまでもなく、今まさに下からエレベーターが上がってきていた。ラッキーだと思ったのも束つかの間ま、エレベーターの扉とびらが開くと、そこには麦わら帽子を被かぶったお嬢じよう様さまのような少女が佇たたずんでいる。


「ああ、いい香り……」


　お嬢様と言っても、陰かげる子このように華美なドレス姿ではない。バスケットを肘ひじに引っ掛けており、まるでピクニックに行くような姿。さらには白く可愛かわいらしい花を両手でちょこりと持ち、幸せそうにその匂においを嗅かいでいる。彼女はくすくすと笑いながらこちらを見て、


「……私、野草が好きなんです。本当はいけないんですけど、すぐに摘つんでしまうんですよね。勿もち論ろん、野草ならなんでもいいというわけではないですよ？　綺き麗れいで、それでいて恐ろしいものが好きです！　テレビで誤食のニュースなどが流れると凄すごく幸せな気分になります！　これ、知ってますか？　スズランです。全草に毒を持ち、摂取すると、頭痛や眩暈めまい、吐き気などの中毒症状を引き起こしますっ！」


　その少女は両手で掲げ持ったその花をいきなり素す敵てきの口に捩ねじ入れようとしてきた。素敵は咄とつ嗟さに身を捻ひねってその攻こう撃げきを避け、


「か……階段で下りましょ！」


「異い議ぎなしだ！」


　エレベーターの近くにあった扉とびらを開け、非常用の外階段をかんかん音を立てながら下りる。二人ふたりの罹り患かん者達が追ってくる足音を頭上に聞きながら、浩こう介すけはある違和感を覚えていた。だが今はそれを追及している場合ではない。


　浩介は素敵と共に街を走る。マンションにいた二人は振り切ったようだったが、状況は変わらなかった。理解できないことに、行く先々で新たな重度罹患者が現れ、素敵と浩介を追ってきたのだ。


「警けい察さつの人だぞ、藍あい坂さか！　とりあえず──」


「ダブルの意味で駄だ目め！」


「君達！　不純異性交遊かね!?　いかん、いかんぞ、それを取とり締しまるのは正義、正義、正義だぁぁぁっ！　正義の警察官として、本官、職しよく務むを全まつとうする所存である！　待つんだ、この正義の警棒を受けて、受けて、受け受け受け──ひああああ、タイーホー！」


　若い警察官を突き飛ばして逃げる。住居不法侵入とか今までいろいろやらかしてきた自分達の罪状に公務執行妨害的な何かが加わったような気がするが、考えるのは止やめよう。


　無関係な人達を巻き込むわけにはいかない。自然、浩介達は人ひと気けのない場所を捜して疾しつ駆くすることになる。それでも次々と罹患者達は現れる。


　マネキン人形を抱いて歩く他校の男子生徒と遭遇した。


「僕の恋人を紹介しましょう。ジェニファーです！　え、なんだい、ジェニファー……こいつらを自慢の空から手てでやっつけてやるって？　勿論さ、僕も協力するよ！　くらえ、全方位大回転攻撃っ！　ああっ、腕がもげた！　ちくしょう、よくもジェニファーを……いくよジェニファー、君のロケットパンチ的奥おう義ぎを見せてやるんだ！」


　浩介達と同じ千ち歳とせ井い高校の制服を着た女子生徒とも遭遇した。長い黒髪で、なぜか黒布の頭ず巾きんを被かぶっていた。


「拙せつ者しや、千歳井高校忍術研究会の者でござる……世の闇やみに潜ひそみし我ら、今こそ陽ひの下もとにて鍛たん錬れんの成果を発揮するとき！　いざ尋じん常じように！」


　そして一番恐ろしかったのは、人ひと気けのない道を走っているときに背後から聞こえてきたエンジンの爆ばく音おんだった。


「ウッヒョー！　パねぇ、マジパねぇ！　俺おれ、ずっとこうしたかったんだよ！　このスピード、最高っ！　このクルマ、最高っ！　ああ、チンケな歩行者どもをこれでブッ飛ばしたら……ハハーッ、気・持・ち・良さそうッ！」


　チャラい若者が運転する暴ぼう走そう自動車を紙かみ一ひと重えでかわす。自動車はガリガリとブロック塀べいに車体を擦こすらせながら、速度の落ちたところで電柱に激げき突とつして止まった。


　逃げる、逃げる、逃げ続ける。症候群シンドロームに罹り患かんするのは基本的に十代から二十代の若者だ。ほっとできるのは中年以降の人間が行く手に現れたときだけ。逆に若者が曲がり角から現れただけでぎょっと身構えざるをえなかった。


「はぁ、はぁっ……ちょっと、数、多すぎでしょう……！」


「意味わかんねえ。なんで、こんな……ふぃぃぃ。まあ、ここなら、しばらくは安全……と思いたいな。ああ水飲みてえ」


　最終的に浩こう介すけ達が安息の地として足を止めたのは、小さな川に架かる橋の下だった。ホームレスの人達御ご用よう達たしのスペースである。


　その場にぺたんと腰を下ろし、浩介と素す敵てきは荒い息を整ととのえる。


　今までにも何度かこんな小休止と猛ダッシュを繰くり返していた。その間に時間は流れ、時刻は既すでに夕方近くになっている。汚れた川の水面を、赤みがかった太陽の光がきらきらと輝かがやかせていた。絶え間なく聞こえ続ける控えめな水音。


　今なら少しくらいは話をする余裕もあるだろうと思った。


「なあ」


「なんかこういうの、覚えがあるわね。一度に大勢の罹患者達に襲おそわれるって。でも、《周旋体イントロデユーサー》……桐生きりゆう先生は確たしかに治したはずだし、あの人には関係ないはず。だったらどういうことかしら──」


「お前、まだ手が動かないのか」


　話を逸そらすように素敵は別のことを呟つぶやいていたが、浩介は遠えん慮りよしなかった。


　それが違和感の正体だ。いや、正体なんて大おお袈げ裟さに言う必要もないくらい、あからさまだった。どんな重度罹患者が現れても、素敵は彼らを手術することはなく──ただ、逃げ続けている。そうすることしかできないのだ。きっと。


「……」


　素敵は自分の膝ひざを抱えて座り、川の水面を見つめているだけだった。そうして雄弁に答えを語っていた。


　しかしその答えが浩介に届いても、状況は変わらない。自分は何を言えばいいのか、何をすればいいのか。結局のところ、浩こう介すけも素す敵てきと同じく、無言で小さな川の流れを見つめているしかなかった。


　事態が──唐とう突とつに、しかも望まない形で──動いたのは、それから数分が経たったころだった。


「ああ、どうしよう、また通販使っちゃった……でもお得なアイテムばっかりだから、しょうがないよね！　さて今日きようご紹介するのは、この高枝切りばさみ！　便利なアタッチメントつきで、なんとお値段税込み一万円ー！　買ったんだから使わないと！　通販が素す晴ばらしいってところを見せてあげる！」


「畜ちく生しよう、また来たぞ藍あい坂さか！」


「ホントに……なんで、こんなにすぐ見つかるの!?　どっかにスパイでもいるんじゃないでしょうね！」


「俺おれかお前かの二択だな！　とにかく逃げるぞ！」


　スパイの話は冗じよう談だんだとしても、確たしかにおかしかった。街をどう走っても、どこに身を隠しても──重度罹り患かん者しや達はほどなくして自分達を見つけ出し襲しゆう撃げきしてくる。素敵に発信器でもつけられているのではとまず疑ったが、どうやらそういうわけでもないらしい。街を逃げている間に素敵に聞いてみたのだが、それは彼女自身も既すでに考えていたことのようで、そんなのもう何度も調しらべてるわよという言葉が返ってきただけだった。結局のところ、相手の数がただひたすらに多いために人海戦術で見つけられているということなのだろうか。


　高枝切りばさみで襲おそいかかってきた女子中学生を体当たりで転倒させ（罪悪感がなくなってきたのが恐ろしい）、また浩介は素敵と共に走り出す。だがそろそろ体力の限界だ。何か手を考えなければ。


「おい藍坂、安全な場所の心当たりとかは？」


「あれば、とっくに、行ってるわよ……！」


　ならば仕方ない、と思った。


「こっちだ」


「へ？」


　棒のようになった足を必死に動かし、素敵の前に出る。先せん導どうして走り始めた。怪け訝げんそうな顔をしながらも、素敵は重そうなリュックを揺らしてついてくる。ああくそ、言ってくれればそんくらい持ってやるのによ。


　以降は幸い、新たな重度罹患者に襲われることはなかった。額ひたいの汗を拭ぬぐい、周囲に警けい戒かいの視し線せんを向けてから──浩介は見み慣なれた住宅街の一角で足を止める。背後の一軒家を親指で示し、


「俺は義理固いストーカーなんだ。ザ・自宅案内返し」


「ちょっと……これ、あんたん家ち!?」


　その表札に《那な霧ぎり》とあるのを確かく認にんしたのか、素敵は素すっ頓とん狂きような声をあげて目を見開く。


「おう。正せい確かくには俺が部へ屋やを借りてる従姉いとこの家だ。ちなみに従姉の家っつっても借家だ」


「そんなこと聞いてないわよ！　馬ば鹿かじゃないの、そんなことしたらあんたに迷惑──」


　そんなことを言うだろうとは思っていたが、聞く耳は持たない。ここまで走ってくる間に覚悟は決めていた。


「あいつらの狙ねらいがお前だってんなら、逆に言えばお前とは関係の薄うすい場所なら見つかりにくいかもしれねえだろ。何にしても外を適当に走ってるよりかは、どこかに身を隠したほうがいいはずだ」


「そりゃそうかもしんないけど、でも……って、こらー！　人さらいー！」


「人聞きの悪いことを言うな。さっきのお前と同じ、家の前で騒さわがれても迷惑なんだよ。さっさと入れ」


　問答をするのは時間の無む駄だだった。外にいればまた罹り患かん者しや達に見つかる可能性もあるのだし。


　浩こう介すけは強引に素す敵てきの手首を摑つかみ、ずるずると彼女を家の中に引っ張り込む。


　正直なところ、自分でも少しだけ人さらいのようだと思った。





　ひとしきりばたばたしていた素敵も、玄関のドアががちゃりと閉まったことで抵抗の気力を失ったようだった。恐る恐るといった感じで土間から家の中を見回し、


「お……お邪じや魔ましまーす……？」


「しっ」


「っ!?　もが、あんた、やっぱりこの美少女を家に連れ込んでヘンなむぐもご、～～～！」


　掌てのひらで口を塞ふさいだことで、また素敵が暴あばれ始める。さらに変質者的なアクションをしてしまったような気もするが、こちらにも事情があるのだ。


「挨あい拶さつとかいいから。いいか、とりあえず静かにするんだ……あの突き当たりにドアがあるだろ。俺おれが言っておくべきことは三つ。一、あの書斎には悪魔が棲すんでいる。二、悪魔は締しめ切きり前である。三、締め切り前の悪魔を刺し激げきすると何するかわからない──この三つを心に留めて行動してくれ。わかったな？」


　実際には「四、家に女子を連れ込んだことがわかったら、締め切りが過ぎた後に『ねえねえこーくん、ヤった？　ヤっちゃったのかしら!?　そんときのことを詳しくおねーさんに聞かせなさい、ほらさあ！』などと面めん倒どうなことになる」というのもあるが──それは言わなくてもいいことだろう。さすがに家の恥部を全公開するのには抵抗がある。


「……もご？」


　素敵が首を回し、怪け訝げんな目でこちらを見てくる。そのとき件くだんの部へ屋やのほうから、


「う～あ～……おっぱい！　おっぱい！　宿れ言こと霊だま！　このあたしに素す晴ばらしいおっぱいイベントを書く力を与えたまえ～！　ぬっ、むむっ……駄だ目め、集中、もっと集中するのよあたし！　全神経をおっぱいへ、思考も言語も全すべておっぱいと化すのよ！　ぷるるん、ぷるん、むにゅむにゅもやっ？　……ぷよんよん！　つんつん、くにくに、ぷちゅるんっ……って、駄目じゃん、何書いたかわかんないじゃんー！　今あたし、何書いた!?　どんなイベント書いてた!?　教えて、誰だれかこのおっぱい言語を解読してー！」


　浩こう介すけは軽く頭を振りつつ、もう一度素す敵てきの目を見据えて、


「……わかったな？」


「（こくこく）！」


　千切れんばかりに素敵の頭が縦たてに振られ、そこでようやく浩介はその口から手を離はなした。


「一応言っとくが、あれは締しめ切きり前の通常営業だ……締め切りが明ければ少しはマシになる。症候群シンドロームとかに罹り患かんしてるわけじゃねーから安心しろ」


「あ、あれで普通なの……？」


　素敵は戦せん々せん恐きよう々きようとした表情で従姉いとこの書斎を見やり、愕がく然ぜんとそう呟つぶやいていた。


　とりあえず浩介は素敵を自分の部へ屋やがある二階に案内した。ここならば多少の話し声があっても従姉には聞こえないはずだ。走り続けて喉のどが渇いていたので、それから一階の台所に戻って麦茶を取ってきた。


「えーと、まあお茶でも飲めよ」


「あ、ありがと」


　ミニテーブルの前に座り、興きよう味み深ぶかそうに部屋の中を見回していた素敵が、なぜか畏かしこまった様よう子すでぴんと背筋を伸ばした。浩介はその向かいに座る。


　冷たい麦茶を喉に流し込みながら、浩介はちらりと視し線せんを上げる。素敵がいる。自分と同じようにこくこくと麦茶を飲んでいる。不ふ思し議ぎな感覚だった。毎日学校で見ている白衣の少女が自分の部屋にいるというだけなのに、どうして。こんなにも、非日常的な、現実感のない光景のように見えてしまうのだろう。


　けれどそれは、けっして嫌いやな感覚ではなかった。むしろ逆に、とても──


「ふぅ……一息ついたわ、ありがと。ていうかさ、あんたの部屋って意外に普通なのね。なんだか小こ奇ぎ麗れいにしてるし、微妙にむかつくわ」


「むかつかれる意味がわかんねえ。てか、どんな部屋だと思ってたんだよ」


「いやー、あんたの性格……というか性質からしたら、もっとカオスなことになってるんじゃないかと」


「んー、まぁ多た趣しゆ味み癖へきって言っても、一度に何ジャンルも手を出すわけじゃないしな。飽きたらその都度片付けて、ってやってるから。あ、でもその片付けたものが入ってる押し入れとかはカオスだと思うぞ」


「や、やめてよね、見せようとしないでよね。趣味アイテムとかに交じって、なんかとんでもなくいやらしいアイテムとか出てきそうだもの……！」


　なんでもない話だった。いつも部室でしているような、毒にも薬にもならない会話。それが少しばかりプライベート方面に寄っているというだけだ。


　他ほかに話すべきことはいろいろあるのだと思う。けれど──今は、この生なま温ぬるい空気を味わっていたかった。


　そんなとき、ふと素す敵てきが肩をもじもじと震ふるわせて、


「あのさ、一個聞きたいことがあるんだけど」


「トイレなら階段を下りて右だ」


「違うわよ！　えと……さっきさ、あんたの従姉いとこの人、おっぱいがどうのって言ってたじゃない。前に作家みたいな仕事、ってあんたが言ってたのは聞いたけど……その。ひょっとして、え、えっちな小説……とか？」


「一応十八禁じゃないみたいだぞ。中高生向けの冒険小説とか自分じゃ言ってるけど、どうだかな──読みたいんなら隣となりがあいつの部へ屋やだ。見本の一冊くらいあると思うぞ」


「ふぅん。よくわかんないけど、え、えっちな本じゃないんならまぁいいわ。というか……作家のお仕事って、やっぱり大変なのかしら」


「どうだろなー。あいつ以外は知らないし。少なくとも締しめ切きり前はいっつもあんな感じで人としてヤバイ感じになってるよ。興きよう味みがあんのか？」


　ふ、と素敵は小さく頰ほおを緩ゆるめた。麦茶のコップに手を伸ばしつつ、


「そうね……あんたの従姉さんだけじゃないけど。なんかね、私、お仕事してる人っていうのが結構好きなの。いろんなお仕事があって、いろんな立場があって……きちんと自分の役目を果たして頑がん張ばってる人って、凄すごいと思う」


　デリケートな話題だと思った。けれど浩こう介すけは口を開く。どこか、素敵がその言葉を求めているような気がしたから。


「お前、さ……まだまだ先の話だけど、卒業したら、どうすんだ？」


「そうねえ。やってみたい仕事とかいろいろあるんだけど……まだ考え中、かな」


　やはり微笑ほほえんで、素敵は答える。


　浩介も無む理り矢や理りに笑った。どうしても考えてしまう。


　素敵の未来。将来。彼女に残されている時間。


　素敵はそこに、何を思い描いているのか。


「そうだ、丁度いいからあんたに聞いてみようかな。お遊びだから深く考えずに答えていいわよ。私って、どんな仕事が似合うと思う？」


「ん？　そうだな……保育士とかどうだ。子供に仲間と間違われる先生とか斬ざん新しんだぞ。たんぽぽ組・あいさかすてき、だ」


「いくらなんでもそんなにチビじゃないわよ！」


「んで、子供達が転んだりしたらササッと駆け寄って赤チンとか塗ってやったりするんだ。お前、そういうの得意だろ」


「おお……なるほど。その点だけはいいわね。他には？」


　思いつくままに浩こう介すけは言った。ウェイトレス。新聞記者。花屋。バスガイド。カメラマン。車しや掌しよう。宇宙飛行士。正直なところ、どれも眼前にいる素す敵てきには似合わないものだったが──たとえ今ここにいるのが伊い万ま里りでも、空くうでも、終ついでも、陰かげる子こでも、浩介は同じようにありえない職しよく業ぎようを言っていたと思う。


　結局は、なんでもあり、なのだ。それはきっと、誰だれもがそういうもので──つまり、ありふれた言い方をすれば、未来は無限だということなのだろう。


　他の誰に対してもするような話ができたのだから、素敵もそうでないはずがなかった。


　同じであるに決まっていた。未来は無限にある。


　ただ、その道の長さは──


　浩介は一いつ瞬しゆんで思考を閉じた。


「あとは……あまりにアレなんであえて外してたけど、やっぱ医者とか保健の先生とか薬剤師とか製薬会社の研究員とか、か」


「あー。まあぶっちゃけ、私も一番はそれなんだけどね。難むずかしいのよねぇ」


「なんでだ？　お前、既すでに知ち識しきとかいっぱいあるじゃねえか」


　素敵はあっさりと言った。


「お金がないし。医い療りよう関係だけじゃないけど、やっぱり大学行かなきゃいけないとこは、どうもね……」


「行かないのかよ」


　ん、と素敵は頷うなずいた。様よう子すを窺うかがうようにちらりと浩介の顔を見て、


「えとねー……あんたには言ったことないと思うんだけど、私、お母かあさんが遺のこしてくれたちょっとのお金と、あと……陰子さんっていうか、宵よい闇やみヶが原はらの人達が援助してくれてるお金で暮らしてるの」


「ゲル子を治してくれたお礼、みたいなことか？」


「まあそんな感じ……かな。実はあのマンションも宵闇ヶ原の人が用意してくれたの。でもさ、私、そういうことのために治したんじゃないから、申もうし訳わけなくて。これ以上、大学とかまで世話になるのは悪いし」


「……ゲル子はんなこと気にしないと思うぞ」


「だから余計に、心苦しいのよ。陰子さん、なんだか私のために自分の全部を使ってくれてるみたいな気がするし……今までのお金も、なんとか返せればいいなって思ってる。だから、高校出たら働くわ。今だって暇ひまがあればバイトとかしてるし。前に言ったっけ、先行投資で原付の免許だって取ってるの。ふふん、これで宅配のバイトとかもラクラクよ！」


　言葉の後半は意識したような明るい声だった。対照的に、浩介は静かに息を吐く。


　ああ──素敵は、懸けん命めいに生きている。


　今、初めて、それを理解した。


　部活では精一杯楽しんで。夜には罹り患かん者しやを治ち療りようして。たまの休みにはバイトをして。疲労は授業中の睡眠で取る。彼女にとって無む駄だな時間は一つもない。無駄な時間を作らないよう、未来のことも考えている。


　それは、全すべて──彼女が、悟っているからだった。


　自分の未来が、他ほかの誰だれよりも早く、途と絶だえてしまうであろうことを。


（……っ）


　どうしてだ。どうしてこんなことになった。


　世界のあらゆる面めん倒どう事ごとを、彼女がその小さな身体からだで一身に引き受けているように思えた。ただでさえ、普通の日常ですら厄やつ介かいなのに。全部が嫌いやになって投げ出しても誰も文句は言わないのに。そして今は、重度罹患者達に理由もわからず狙ねらわれているというオマケつきだ。





　──ふざけるな。





　これからすべきことが決まり、浩こう介すけは立ち上がる。


「どしたの？」


「悪あく魔まのエサを作る時間だ。仕事場に放り込むのが日につ課かなんだよ、あいつに家事能力とかゼロだし。特に締しめ切きり前はな」


「ふぅん。あんたにごはんが作れるなんて意外……ま、どうせ昔に料理が趣しゆ味みになったことがあるっていうんでしょ」


「その通りだ。俺おれ達のぶんはここに持ってくるから待ってろ」


　素す敵てきはぱちぱちと瞬まばたきをして、


「へ？　いや、あの……もう夜になっちゃったし、私はそろそろ──」


「ヘンタイどもがうろついてる街に、しかも夜に出てってどうするよ」


　言いながら浩介は嘆たん息そくした。部へ屋やのドアを開けたところで振り返る。


「ところでお前、そのリュックには学校の制服とかも入ってるよな？」


「い、いきなり話が変わったわね……入ってるけど、それがどうしたのよ。ま、まさか貸せっていうんじゃないでしょうね!?　何する気!?」


　いろいろとツッコミどころのある発言だが、とりあえず今はおいておこう。何にせよ制服を持ってきているのならば問題はない。


「面倒臭いから、お前の拒きよ否ひ権けんなしで俺が今後の予定を決めるぞ。夜にいきなり呼び集めるのも無理だろうから、今のお前の状況をゲル子とかに説明するのは明日あしたに回す。さっき言ったように夜に出歩くのは危ないから、当然明日はお前はこの家から学校に行く。メシを食わないと眠れないからメシを食う。以上、これからすることを逆順に説明してみた」


「にゃっ……！」


　素す敵てきは変な声を出した。えと、その、と口をぱくぱくさせたり無意味に周囲を見回したりしている。


「今のでわかんなかったんなら、もっと簡かん単たんに言うけど……つまりだな」


　浩こう介すけはびしりと素敵に指を突きつけ、


「お前、今日きようはこのままうちに泊まれ」


「はぅわっ!?」


　と、またも素敵の奇声。何も問題はないはずだった。さっき聞いた通り、マンションから素敵が持ち出したリュックには明日あした用の制服を含めたお泊まりセットが詰まっている。部へ屋やが襲しゆう撃げきされて無む茶ちや苦く茶ちやになったので、おそらく今日はどこかのホテルに泊まるか、あるいは野宿でもするつもりだったのだろう。素敵の所持金が余っているようには思えないし、後者の可能性のほうが高いのは確かく実じつだ──さすがにそんなプランを実行させるわけにはいかない。


「隣となりが従姉いとこの部屋だから寝るときはそこを使ってくれ。あそこならベッドとかもあるし、あいつ、締しめ切きり前は仕事場から絶対出てこないから。繰くり返かえしになるがお前に拒きよ否ひ権けんはないぞ」


　駄だ目め押おしで言っておく。


　たっぷり数分間、素敵はそれからもしばらく挙きよ動どう不ふ審しんな様よう子すを見せていた。何かを言いかけて止やめる。身体からだをもじもじさせる。それらを延々と繰り返して──


　結局、折れた。当然だ、理はこちらにある。


「しょ、しょうがにゃい、わね。だったら、その、お世話になってあげなくもない、みたいな感じ、だけど……」


　素敵はテーブルの前に女の子座りで座ったまま、スカートの端を両手できゅっと摑つかんで、小さな肩をさらに小さく縮ちぢめて、真まっ赤かな顔を上げて、上うわ目め遣づかいでこちらを見て。


　そして、辛かろうじてこちらの耳に届くような声で、囁ささやくように言った。





「おかしなことしたら……しゅ、しゅじゅちゅするわよ……？」
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　部屋での食事を終える。浩介一人ひとりのときは台所で食べるのだが、素敵がいる今日は少しばかり事情が違うのだ。従姉がたまたまトイレに行こうとしたときとかに鉢合わせしてしまえば面めん倒どうなことになる。


　素敵を二階に残して階下に下り、二人ふたり分の食器を流しに突っ込んでから、食事を作っていたときにセットしていたものが動作を完了していることを確認。


（うーむ……）


　そこで浩介は改めて気付いた。何やら気恥ずかしいような、とんでもない状況になっているような……いやいや気のせいだ、普通普通。当たり前のことすぎる。何も気負うことはないし、緊きん張ちようすることもない。軽くサラッと言えばいいのだ──とか考えながら浩こう介すけは二階に戻り、努めてさりげなく、


「風ふ呂ろが沸いたぞ。入ってこいよ」


「ふ、ふろっおぉぉぉ!?」


　なぜかカチコチに畏かしこまった正座で雑誌を読んでいた素す敵てきが、突とつ如じよ奇声を上げてごろんごろんと転がる。どかんと浩介のベッドに背中をぶつけて止まり、口をぱくぱく開閉させながらこちらを見やってきた。


「今日きようは走りまくったし、入らないって選択肢はねえだろ。一応客だから、一番風呂は譲ゆずろう」


「そ──そう、ね？　じゃあ、その、一応入らせてもらうけど……けど！」


　挙きよ動どう不ふ審しんだった素敵がびしりと指を突きつけてきて、


「ぶ、部長命令ー！　あんたは私が帰ってくるまでこの部へ屋やから一歩も出ないこと！」


「どうせそんなこと言われるんだろうと思ってたよ。心配せんでも覗のぞきにとか行かねえから安心しろ」


「むっ。聞き分けがいいのがなんだかアヤシイわね……」


　などとぶつぶつ言いつつも、リュックを胸の前で抱えた素敵はチラチラとこちらを視し線せんで牽けん制せいしながら部屋を出ていった。


「やれやれ……」


　静かになった部屋の中、浩介は素敵が投げ捨てていった雑誌を拾い上げて適当にそのページを捲めくる。だが内容が頭に入っていない──不ふ思し議ぎなことに、さっき素敵が部屋にいるのを見た瞬しゆん間かんから、動どう悸きが妙に激はげしくなっていたのだった。今までは平静を装よそおっていたが、胸が苦しい。心しん臓ぞうが握にぎり潰つぶされるように苦しい。身体からだの芯しんが熱あつい。


　ただ、自分の部屋にあの藍あい坂さか素敵がいるというだけなのに。同じ家で夜を過ごそうとしているだけなのに。どうしてこんなにも緊張が止まらないのだろう。


（これは……もしかして……）


　自分の状態を客きやつ観かん的てきに分析してみる。その考えが頭に浮かぶのを止めることはできなかった。何度頭の中で否定しても、胸の内に沈めようとしても、それは諦あきらめ悪く何度も意い識しきの表層に浮かび上がってきた。


　ああ──自分は、もしかして。


　クラスメイトとしてではなく。


　医術部の部長としてでもなく。


　奇妙な白衣女としてでもなく。


　それ以外の意味で、藍坂素敵という少女を、意識してしまっているのか──？


「ぬ、おっ……」


　深く考えるとまずいことになりそうだった。浩こう介すけは慌てて手中の雑誌に意い識しきを集中させた。無心でページを捲めくる。文字を追う機き械かいになった気分で捲る。《このオーラストーンのおかげで競けい馬ばもパチンコも連戦連勝！　ついには夢だったクルーザーのオーナーに！》などという胡う散さん臭くさい広告を隅から隅まで熟じゆく読どくしたのは生まれて初めてのことだった。


　そして三十分ほどが経過したころ。


「ね……ねぇ……」


「おぅっ!?　お、おお……上がったか」


　また心拍数が上がってきたが、それを悟られないように平静を装よそおって振り向く。薄うすく開いた部へ屋やのドアから素す敵てきが顔を覗のぞかせていた。だが少しばかり様よう子すがおかしい。湯上がりが理由だけだとは思えないほどに上気した肌。ドアに貼はりつくようにして、本当に顔だけをちょこんと横向きに倒して見せているその姿。


「ねえ……人は誰だれしも、過あやまちを犯すと思うの……」


「はあ？」


「考えていたこととか、まったく関係なしにさ。どうしようもない流れでっていうか。それは、とても、恥ずかしいことなのかもしれないけど……しょうがないじゃない」


　素敵の話している内容はよくわからなかった。ただ、その彼女が真剣に──羞しゆう恥ちに耐えながら、何かを真剣に訴えようとしていることだけがわかった。


　ごくり、と浩介は唾つばを飲み込む。素敵は震ふるえる瞳ひとみでこちらを見据え、


「お願ねがいがあるの。だから、ねぇ……」


　そして、囁ささやくように。


　ほとんど消え去るような声で。


　続けた。


「……して……？」


　心しん臓ぞうが止まるかと思った。素敵は潤うるんだ目でこちらを見つめたままでいる。


　いやいや。いやいやいや。違う、これは何かの間違いだ。自分のおかしな状態も何かの間違いならこれも何かの間違いだ。そう、きっとこれはトラップ的なアレなのだ。奴やつはこちらの反応を窺うかがっているだけで、同じ屋根の下で寝ることがやっぱり不安でこの自分が欲望に流される男かどうか確たしかめようとしているだけだきっとそうに違いないそうだよな？


　は、は、は、と乾いた声で浩介は無む理り矢や理りに笑った。


「お前は何を言ってるんだ。俺おれがそんなのに引っ掛かる人間だとでも思ったか。まったくしょうがないな、お前は……ほれ、もうわかったからとりあえず入れ。いつまでも廊下でそうしてると風か邪ぜひく──」


「ひあ!?」


　浩介はドアの前まで行き、その隙すき間まから手を伸ばして素敵の腕を摑つかんだ。そのままずるりと引っ張って、引っ張って──


　くらり、と眩暈めまい。


「ちょ、待、なに、何する気？　しゅじゅちゅ、そんなにしゅじゅちゅされたいのかしらっ!?」


「お、お前こそ何する気だ！　なんだその恰かつ好こう！」


　軽く赤みがかった太ふと股ももが見えていた。上気した首筋の肌。素す敵てきは白衣を着ている。あるいは白衣しか着ていない。それはまるで、あの男の夢、裸ワイシャツならぬ裸白衣のようで──


　素敵はばっと浩こう介すけから飛とび離はなれ、白衣の裾すそを両手でぎゅっと引き下ろしながら、


「だ、だから！　パジャマのズボンをリュックに入れるの忘れたから……なんか貸して、って言ったじゃない！　聞こえなかったの!?」
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「聞こえなかった！　最悪に最初の一文字だけ聞こえなかった！」


　改めて見れば素敵は裸白衣というわけではなく、上半身にはパジャマのようなものを着ているようだった。白衣の前をぴっちり閉めているからわからなかったのだ。しかし下半身はやっぱりワンピース気味になった白衣の裾が辛かろうじて太股を隠しているだけで、何やらひどく危うげで、


（うっ……）


　眼がん前ぜんのものが驚きよう異い的てきな破は壊かい力りよくを持っていることは間違いなかった。再び、息苦しくなるほどの心しん臓ぞうの圧迫感。目が離せない。いろいろな意味で、藍あい坂さか素敵から目が離せない──


「見るんじゃなーい！」


「わ、悪い……つーか、よりによってなんでそれなんだ。今までの服着てくるとか制服のスカートを使うとかいろいろあるだろ！」


「今までのは汗でぐしょぐしょで気持ち悪いし、制服は荷物の下のほうに押し込んでて面めん倒どう臭くさかったし……よ、予定では廊下から言ったらあんたがすぐ貸してくれるはずだったの！　まさかいきなり部へ屋やに引っ張り込まれて視し姦かんされるとは思わなかったわ！」


「んな大事なとこでものぐさするなよ……はぁ」


　何にしても理由はわかった。とりあえず要求は黙だまって飲んでおこう、と浩こう介すけは素す敵てきのほうを見ないようにしながらタンスを開けた。


「二択だな。ジャージとパジャマがあるけど、どっちだ？」


「私、ジャージだと寝れないタチなのよね。なんか微妙に窮きゆう屈くつだったりモコモコしてたりするのが苦手」


「じゃあジャージは俺おれが寝ね間ま着きにしよう。パジャマはここに入ってるから、俺が風ふ呂ろに行ってる間に着替えとけ」


「あ……うん。ありがと……」


　そそくさと浩介はジャージを持って部屋から退散し、一階の風呂場へ向かう。今日きよう一日、汗を搔かきまくったのは自分も同じだ。実は結構待まち侘わびていた。


　服を脱いで浴室に入る。湯けむりと熱ねつ気きの残ざん滓しが立ち込める空間。さっきまでは素敵がここにいて、この椅い子すに座っていて、このシャワーを使っていて、このお湯に浸かっていて──そこでさっき白衣の下に見えた太ふと股ももを思い出してしまい、浩介はぶんぶんと頭を振る。煩ぼん悩のう退散。


　身体からだを洗い終えて浴よく槽そうに浸かる。熱あつい湯の重みを心地ここち好よく感じながら、浩介はぼんやりと考えていた。


　今日はいろいろあった。最初は空くうと出掛ける予定だったのに。近いうちにもう一度謝あやまっておかなければならない。一発二発は覚悟しておこう。そして素敵の様よう子すが最近おかしかった理由を知った。やはり馬ば鹿かだと思う。きっと明日あしたになれば陰かげる子こ達も同じことを言うだろう。


　そして──最後に頭に残ったのは、今の素敵の状態のこと。


　患者を前にしても、メスが動かせなくなっている。一人ひとりでは手術ができなくなっている。それが何を意味するのか。


「……」


　浩介は掌てのひらで掬すくった湯を、乱らん暴ぼうに顔にぶつける。


　襲おそいかかってくる重度罹り患かん者しや達を治ち療りようできないという意味。そして、それ以外の意味。


　間違っているのかもしれない。けれど、一人くらいは、それを言う人間がいてもいいのではないかと思った。


　浩介はそれからしばらくの間──顔を濡ぬらしていた湯が再び浴槽に滑すべり落ち、さらにその水分が全すべて顔から消え去っても、ずっと目を閉じ続けていた。


　決意するには、それだけの時間が必要だった。





　ノックをしてから部へ屋やのドアを開ける。珍しく白衣を着ていない、素す敵てきの姿。ただし白衣を抜きにしても、彼女の姿はそれなりにレアなものではあった。


「あ……おかえり。言われた通り、パジャマ借りたわよ。どしたの、きょとんとしちゃって」


「いや、一式着てるとは思わなくてな。てっきりズボンだけかと」


「上下別々のパジャマなんてコーディネイトが最悪じゃない。ついでよ、ついで」


「いつも制服に白衣の奴やつがコーディネイトとか言うな」


　それには何も言い返せなかったのか、ぷぅ、と素敵が頰ほおを膨ふくらませる。浩こう介すけのパジャマなので、当然のようにサイズが合っていない。ぶかぶかで、指先まで覆おおい隠されている袖そで。ズボンの裾すそだけが何重にも折り返されている。それはひどく不似合いで、しかしだからこそ、今ここにしか存在しない貴重な光景のように思えた。


　また、胸の奥が苦しい。だが今はそれを考えないようにした。


「まあ一応服を借りたんだから、とりあえずお礼くらい言わなくちゃって待ってただけよ。今日きようは疲れたし、そろそろ寝たいわ……従姉いとこさんの部屋は隣となりだっけ？」


「おう。なんでも好きに使っていいぞ。つーか今気付いたが、あいつも寝ね間ま着きの一着くらい持ってたような気が」


「さすがに全然面めん識しきがない人の服を借りるのも悪いわよ。もう着ちゃったし、これでいいわ」


　素敵は立ち上がり、部屋を出て行こうとする。逃とう避ひのようにどうでもいい話をしている場合ではなかった。浩介は一つ息を吸い、


「なあ、藍あい坂さか」


「なに？」


　振り返った素敵に、その一言を。


　偽いつわりのない、自分の本ほん音ねを。


「お前は、自分が手術できなくなって、いろいろ気にしてるのかもしれんけど……俺は別に、それでもいいと思ってる」


　素敵の瞳ひとみがはっと揺れた。愕がく然ぜんとしたように、


「なに……言ってるの……？」


「そのままの意味だぞ。別に難むずかしいことは言ってない」


「な、何よ。私が、手術できなくなって……それでいい、なんてこと、あるわけないじゃない！　私がやんなかったら重度罹り患かん者しやは治んないの！　この街が罹患者だらけになっちゃってもいいっていうの!?」


　素敵の怒ど気きを受けて、自然、浩介の語ご調ちようも荒くなる。


「そこまでは言ってねえよ！　ただ──全部が全部、お前の仕事じゃねえだろうって」


「警けい察さつとかに任せろって!?　捕まっても、また釈放されて同じことを繰くり返すかもしれないのに!?」


　素す敵てきの言っていることは正せい論ろんだった。だが一度口にしてしまったのなら、浩こう介すけも退ひくことはできなかった。


「お前は──お前、なんつーか、もっと自分のこと考えてもいいと思うんだよ。んで俺おれは、ただのカンみたいなもんだけど……お前の手術はヤバイと思ってる。手術だけじゃなくて、俺とか終ついの怪け我がを治したときみたいに、症候群シンドロームの変容ってやつを使うこと自体がだ。もし、もし仮に、お前がその力を使うたびに、お前の時間が少なくなっていってるんだとしたら──」


「関係ないわ」


　最後まで言わせてはもらえなかった。聞く価値もないことだとでも言うように、素敵は浩介の言葉を全すべて切り捨てていた。


　素敵は怒りに満ちた目で浩介を睨にらむ。


「馬ば鹿かにしないで。あんたは私に、我が身可愛かわいさに街を見捨てろって言ってんのよ」


「無理してまでお前がやんなくてもいいってことだよ！」


「無理なんてしてない！　私以外にはできないの！」


　意い固こ地じな女だ、と思った。言葉は止まらない。


「今はお前も一人ひとりじゃできないじゃねえか。ほんとはしたくないんだろ。あんぐらいのことで、他ほかの誰だれかがお前と同じにメスを刺したぐらいでできなくなって、普段ふだんからもげえげえ吐いて」


「違うっ！」


　拳こぶしを握にぎり締しめ、素敵が一歩を踏み出す。


　浩介は覚悟していた。自分の思っていることを言おうと決意したときから、覚悟していた。だから甘んじて受け止めようと思う。空くうから明日あしたあたりにもらう予定のパンチとどっちが痛いだろうか、と場違いなことを考えた。


　だが、そのとき。


　素敵の動きが止まるのが見える。驚きよう愕がくの瞳ひとみでこちらを、いや、こちらの背後にある窓を──


　窓が割れる音。


　浩介は反射的に振り向きかけたが、それは不可能だった。中途半端に首を捩ひねったところで止まる。


　首筋に、小さく冷たい針の感触が生まれていたからだ。


「ババーンと登場！　……っておや、間違えちゃったみたいね。いけないわいけないわ、失敗失敗。テヘッと舌を出してみたり」


　首はそれ以上動かせなかったが、横目でなんとか自分の背後の状況を確かく認にんすることができた。窓を割ってこの部へ屋やに飛び込み、そしてこの自分の首筋に注射器の針を突きつけているのは──見知らぬ女だった。それは声で判断したもので、顔はわからない……その女は日にち曜ようの朝にやっている女児向けアニメキャラのマスクを被かぶっていたからだ。その後頭部からは長い茶髪が零こぼれている。身に着けているのはライダースーツのようなもので、胸元のチャックが大きく開けられ、豊満な膨ふくらみが零れんばかりになっていた。


　言葉通りに舌を出したのか、縁えん日にちで売られているようなビニール製の仮面ががさりと動く。そして女は胸を後ろから浩こう介すけに押しつけるようにしながら、


「うーんと、パパッと閃ひらめいたわ閃いたわ。間違えたものは仕方ないからこうしましょう」


　浩介の首筋に当たっていた、注射器の先端の感触が増えた。右の首筋だけでなく、左の首筋にも。女が注射器をもう一本取り出したのだ。


「な、なんだ、お前……!?」


「重度罹り患かん者しやよ！　なんでここが……！」


　素す敵てきの声に眼がん前ぜんが暗くなる。本当に、どうしてだ。どうして素敵がこの家にいることがわかった。ここにいれば大丈夫だと思っていたのに──油断した！


「まぁまぁまぁまぁ。それはササッとスルーすることにして……問題もんだーい。この二本の注射器の片方にはただの致死性の毒薬、片方にはただの即効性の睡眠薬が入っています。あなたの答えによって、どっちがこの彼にプスッと突き刺さるか決まるわよー」


「私の、答え……？」


　身構えつつ、メスの入っているであろうリュックをちらちら横目で窺うかがっていた素敵が眉まゆを顰ひそめる。


　浩介は歯は嚙がみしながらある違和感を覚えていた。うまく言葉にならないが──この女は、違うような気がする。今まで襲おそってきた罹患者達と。


「簡かん単たんに言えば、大人おとなしくヒョヒョーイと私についてくるかどうか」


「……私があんたについていけば、そいつは殺さないのね？」


「おい。ざっけんな……！」


　素敵と背後の女、両方に向けて浩介は呻うめく。だが素敵の表情は変わらなかった。何かを決意した目で、揺るがない目で──じっと、浩介の背後を睨にらんでいた。


「話がピョーイと早くて助かるわぁ。じゃあこれ、ホイッと」


　注射器の片方の感触が首筋から離はなれる。次の瞬しゆん間かん、女が片腕を軽く振るのが見え──


「……え？」


　投擲された注射器が、素敵の首筋に簡単に突き刺さっていた。


　きょとんとした素敵の目が、次第に細くなっていく。ふらふらと身体からだを揺らしていく。


　浩介の背中で、女の胸がびくんと震ふるえた。さらにぐいぐいとその先端が押しつけられる。荒く熱あつい吐と息いきが耳元に聞こえる。


「あはぁんっ……プッスリ最高ッ！　一応説明しとくけど、それは特製の注射器、魔ま改かい造ぞうして、投げて刺さった衝しよう撃げきでシリンダーが押し出されるようになってるのよ!?　ふゥン、いつもながら、注射っていいわぁ……あ、ちなみにぃ、あなたに刺さったそれは睡眠薬だから心配しないでいいわよ。グスーッって寝てる間にちゃんと運んであげるわ、お姫様」


「……あ……っ、は……そいつ、そいつは、ちゃんと……」


「ええ、助けてあげるわ。とか言いながら意表をついてこっちもプスーッ！」


「や……め、っ！」


　悲鳴のような素す敵てきの声。浩こう介すけも呼吸を止めた。噓うそだ。まさか。一本が睡眠薬で一本が毒薬で、素敵に睡眠薬でそれはいいがつまり残った一本つまり自分の首筋に刺さってるこれはこれはこれはこれは死んだ俺おれ死んだははは噓だろ。


「はい噓でしたー。実は両方睡眠薬よ。いやぁ、やっぱり注射するチャンスは逃したくなくて……ああん、こんな若いボウヤの首筋に、こんなの、ブッ刺しちゃって……！　た、たまんないわぁ。濡ぬれちゃう」


「さい、ってえ……の、女……！」


　素敵は凄すさまじい意志力で意い識しきの喪失を堪こらえているようだった。まだ声が聞こえる。


「いいじゃない、ちょっとした余よ興きようよ余興。このくらいの役得はあってもいいでしょ」


　浩介の視界が凄すさまじい勢いで暗くなってくる。頭が重い。麻ま酔すいのような感覚が全身に広がってくる。自分は立っているのか座っているのか目を閉じているのか開いているのか生きているのか。


「ホッと安心するといいわ、この子はここに置いとくから。用事があるのはあなただけ」


「私を……どうする、つもり……？」


「ウフフ。心配しないで、殺したりしないわ。むしろヒャッホイと喜んでいいわ。これからあなたは、あの人のペットになれるのよ……？」


　おい、なんだそれ。変態。止やめろ。女子高生をペットとかどこのエロマンガだ。そいつは止めとけガキだし胸も小さいし喧やかましいし我わが儘ままだし意い固こ地じだし笑うと可愛かわいいし一いつ生しよう懸けん命めいだしからかうと反応が楽しいし意外に肌が奇き麗れいだし同じシャンプー使ってたのにさっきすげぇいい匂においがしてびっくりしてペットとかふざけんじゃねえぞこの野郎！


　浩介は拳こぶしを握って立ち上がった──はずだった。


　ああ、なのにどうして、真っ暗なんだ。身体からだが消えたように何の感覚もないんだ。


　畜ちく生しよう。


「那な霧ぎり、こう、すけ……」


　そして最後に。





　ごめんね、と彼女の声が聞こえたような気がした。






第四診「医術部員達の症候群」-〈A〉It's evolution.-
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　薄うす暗ぐらい部へ屋やにいる。手は縛しばられ、頭の上でどこかに括くくりつけられている。足には硬く冷たいコンクリートの感触。


　わかったのはそれだけだった。


　首筋から身体からだを侵して冒おかして犯してくる液体が頭をからっぽにしていく。靄もやが思考を包んでいく。脳はどこにあるのだっけ。


「ふう、手間かけさせてくれるわねぇ。油断は禁物、とりあえずお注射お注射……と。おやおや、貴女あなたが暴あばれたからズボンがビリビリになっちゃってるじゃない。とりあえず脱いじゃいましょう。寒いかもしれないけど、ズボンの替えなんてないからこのままでグーッと我慢してね我慢してね？」


　下半身に感じる、コンクリートの冷たい感触の面めん積せきが増えた。自分は座っている……？　のだろう、多た分ぶん。お尻しりが冷たい。唇の端は温かい。きっと涎よだれだ。だらだら。だらだら。なんとなく、ぼんやりと、啜すする、っていう行為があったような気がする。誰だれかやり方を教えてください。


「ウフフ、だらしない顔……私、ノーマルなはずなんだけど、ジュクッってそそるわぁ。素質があるのかしら？」


「……」


「当然、お返事はなし、と。お注射はちゃんと効いてるみたいね──聞こえてないとは思うけど、一応。しばらく大人おとなしく待ってるのよ？　すぐにあの人が来るわ。大丈夫、きっと気にいってもらえるわよ……それじゃあ、またね」


　こつこつ。ばたん。しーん。


　静かになった部屋。その静けさがうるさい。気分が悪い。全身が周囲の暗くら闇やみに溶け込んでしまいそうな感覚。実際に溶け込んでいるのかもしれない。自分のあらゆる力が、意い識しきが、存在が、記き憶おくが、願がん望ぼうが、溶けて散らばっていく。


　首を支えることもできなくなり、かくんと頭を落とす。鼻先に何かが触れた。自分が着ている服の襟えり。多分。おそらく。きっと。


　匂においがあった。


（ああ……）


　自分のものではない、誰かの匂い。ひどく心地ここち好よく、身体の芯しんが熱あつくなってくる匂い。その熱あつさが周囲の静けさと拮きつ抗こうする。身体からだをどくどくと流れる不快な薬物の侵食と対立する。


　それを唯一の拠より所どころとして、拡散する自分を必死に搔かき集める。


　失われた何かと、失われつつある何かを取り戻そうとする──





　そうしてようやく。


　彼女は自分が藍あい坂さか素す敵てきであることを思い出した。
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　傘かさが喉のど元もとに突きつけられていた。あと数ミリそれが進めば、その金属製の尖とがった先端は喉仏を貫くだろう。だが浩こう介すけは動かなかった。


「……」


　怒りに満ちた陰かげる子この目を、ただ見返す。次の瞬しゆん間かんには喉仏ではなく眼がん球きゆうが貫かれているのかもしれない。頭ず蓋がいが割られているのかもしれないし、傘の柄えで窒息死させられているのかもしれない。それでも浩介は動く必要を感じなかった。あるいは動きたくなかった。


　やがて──すっ、と傘の先端が離はなれた。ただし陰子の殺人的な視し線せんは変わらず、破裂するような勢いで舌打ちをして、


「わたくし達にすぐ連絡すれば……こんなことにはならなかったものを」


「……悪い。甘く見てた」


「まったくです。殺しても殺し足りないくらいですが、ここで殺してもゴミが増えるだけですし、後片付けが面めん倒どうですわ……囮おとりや肉の盾たて、あるいはいきなり舌を嚙かんで死んで敵を驚おどろかせるとか、ゴミにふさわしくそれなりに有益な処理方法もなくはありません。貴方あなたにはせいぜい役に立ってから死んでもらいましょう」


　陰子は苛いら立だった様よう子すで部室の椅い子すに腰を下ろす。ばたん、と音がしたので見れば、そこでは伊い万ま里りがビニール製のパンチング人形を両手で押し倒していた。ゆっくりと再度頭を持ち上げてくるパンチング人形を見つめながら、


「藍坂さん……様子がおかしかったの、そういうことだったんだね。私達を、巻き込まないために」


　また手を伸ばして、ぱたん。


「ない、よねぇ。ちょっと、それは、ないよ……」


「馬ば鹿かだよな」


　浩介の呟つぶやきに、伊万里の後ろ髪が軽く揺れる。そしてまた、ぱたん。


「……馬鹿だね」


「素敵さんを馬鹿呼ばわりとは。と言いたいところですが、今日きようばかりは無礼を承知でわたくしも同意いたしましょぅ。馬ば鹿かです」


「……ばか、だよ」


　終ついがぽつりと呟つぶやく声も聞こえた。カーテンを開いたま、奥スペースの布ふ団とんに座って黙もく々もくとシューティングゲームをプレイしている──遊んでいるのではなかった。それはきっと、戦場に出る前に戦士が刃を研ぐようなもの。鉄砲に弾を込めるようなもの。いつもの無表情な目は、ただひたすらに自じ機きの《危険》を見据え、それを求めていた。


　ゲームの音は消されている。なぜなら今は授業中だからだった。放ほう課か後ごまで待っていられる余裕はなく、学校に来てすぐに浩こう介すけは一同をこの部室に呼び集めた。


　音を発さないのはゲームの繫つながったテレビだけではなかった。いつものように足を組んでテーブルの上に乗せ、ヘッドホンを装着し、馬鹿だとも何とも言わずに一人ひとりだけ目を閉じている──空くうもだった。


　彼女は今け朝さからずっと、浩介に対して一言も口を利いてはいなかった。約束を破ったことに対して殴られるのではないかと思っていたが、その予想とは真逆の、ほとんど無視のような形。彼女がここにいるのも、浩介が彼女の教室に乗り込み、耳元で「藍あい坂さかが攫さらわれた。来てくれ」と囁ささやいて、強引にその手を引っ張ってきたからで──けっして自発的なものではなかった。そのときは眉まゆを寄せた不ふ機き嫌げんな顔で手を振り払われたのだが、再び席に戻ることはなく無言でここまでついてきてくれた。ここにいてくれるだけマシと思うしかない。昨日きのうのことについては後で土下座でもなんでもして謝あやまるつもりだった。


「さて──作戦会かい議ぎと参りましょうか。問題は、誰だれが、何のために、素す敵てきさんを攫ったのか、ということです」


　陰かげる子この言葉は平静だったが、それはそう装よそおっているだけだった。瞳ひとみは不安げに揺れながら部室の床ゆかを見つめている。腕組みのような姿勢で、右手の指は忙せわしなく左腕を叩たたいている。左手は頭上に掲げた傘かさの柄えを血管が浮くほど強く握にぎり締しめている。


　素敵を最も敬愛する彼女にとって、今の状況は耐えがたいものであるはずだった。本来の力を発揮できない状態の素敵が、目的も何もわからない敵に、愚かで無知で間抜けで何度殺されても文句は言えないようなクソ男のせいで攫われた。我を失って暴あばれても、泣き叫んでも、茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで虚こ空くうを見つめていても不ふ思し議ぎではない。それでも彼女は平静を装っていた。


　何のために？　わかっている──全すべては、藍坂素敵を、再びこの場に取り戻すため。


　混乱も後悔も苦悩も無力も絶望もここには必要ない。


「……藍坂から聞いたんだ。あいつが襲おそわれ始めたのは、先週の祝日の次の日からだって」


「先週の祝日……あの日、だね」


　ちらりと伊い万ま里りが空のほうに視し線せんを向ける。しかし依然として彼女は目を閉じており、何の反応も見せない。


「それから、昨日俺おれの家に来た罹り患かん者しやが目的みたいなことを言ってた。素敵をあの人のペットにする、みたいな」


　ぎしり、とさらに強く傘かさの柄えが握られ、軋きしんだ音を立てる。


「ふざけたことを……！」


「お、落ち着いて、宵よい闇やみヶが原はらさん。つまり、あの日に何か原因があって、襲おそってきた人達の目的は《あの人》のところに藍あい坂さかさんを連れていくこと──この二つの情報から考えたら」


「そのボス的な何者かがあの日から動き始めた、という可能性が高いですわね。考えるまでもなく──最も怪しいのはあのときに出会った人間でしょう」


「……すてきみたいな、白衣の、ひと」


「誰だれだったんだろうね、あの人……」


「素す敵てきさんにも心当たりはないようでした。勿もち論ろんわたくし達にもなし、と……ふん」


「《周旋体イントロデユーサー》みたいに、他ほかの重度罹り患かん者しやを操あやつることができる変容でも持ってるのかもしれない。そう考えれば辻つじ褄つまは合うな……正直、そうごろごろいるようなタイプだとは思えないけど」


「実際にそんな状況になっているのです、辻褄などはどうでもいいですわ。とにかく……ああ、どうすればいいのでしょうかね。素敵さんのようにわたくし達も街を歩いてあの女を捜しますか」


「他に手がないとなればそうするしかないけど、偶然見つけられる確かく率りつはかなり低いと思うぞ。なんつーか、あいつが藍坂の真ま似ね事ごとみたいにメスを使ってたあれが《罹患者を操る》ってことに関係してるような気がする。つまりあいつが現れるのは罹患者のとこで、でも俺おれ達には藍坂みたいには街の罹患者を探せない」


　陰かげる子こが不ふ機き嫌げんな表情できっと浩こう介すけを睨にらんだ。


「ならば他にどんな手があるというのですか。役立たずの変態らしいマイナスの発言ばかりではなく、たまにはプラスに働く発言でもしてみたらどうです。プロファイリングでも、いきなり超能力に目覚めるのでも、臨りん死し体たい験けんをして先祖に答えを聞くのでも、方法は何でも構いません。せめてあの女の正体に近付くヒントくらいは出せませんの？」


「それができればとっくの昔にやってるよ……」


　息を吐く。それきり部へ屋やには重苦しい沈ちん黙もくが満ちた。


　その沈黙の中、浩介は考える。これからどうすべきかを考え続ける。


　藍坂素敵は絶対に取り返さなければならない。この部屋に、この空間に、そして──


　この自分の、目の前に。


　どうしてだ、と自分自身が聞いてきた。


（……どうしてもだよ）


　その感覚的な返答以外にも理由があることを、浩介は薄うす々うすわかりかけていた。だが、それを言語化して心の底から認めるには、もう少しの時間が必要だった。


　今は理由などどうでもいい。ただ結果があればいい。だから考えるのだ。


　彼女の居場所はどこか。攫さらったのは何者か。取り戻すにはどうすればいいか。


　だがピンポイントで答えが出るとは思えなかった。情報が少なすぎる。ならば……ヒントは。陰かげる子この言う通り、せめてヒントはないのか。あの日の出来事を必死に思い出す。白衣と医い療りよう用ようゴーグルの女。その服装。その態度。メスを振るって男を傷つけた光景。他ほかには、ないか、何かないか──


「……たりない」


　かちり、とゲーム機きの本体のボタンが押される音。首を回して奥スペースを見れば、終ついが布ふ団とんの上でお尻しりを持ち上げるようにしてゲーム機の電源を落としていた。


「ついは、考えるの……にがて。だから、できることを、するよ」


「……できることって何だ？」


　なんとなく浩こう介すけが聞いてみると、終はさらにテレビのリモコンに手を伸ばしながらこちらを振り返った。テレビの電源も落とすつもりだったのだろうが、リモコンから視し線せんを切ってしまったためか、弾みで彼女の指が電源ボタンではない別のボタンに触れてしまう。ゲーム用の外部入力モードだったテレビの画面がぱっと切り替わった。


「すてきを助けに行くときには、きっと、ポイントが必要になると思う。ゲームだと間に合わない。もっと早く、いっぱい、稼かせがなきゃ……だからちょっと、かすりに行ってくる」


「じ、自動車とかか。いや、ポイントを稼ぐのはいいけど、それでもしお前が怪け我がしたりしたら元も子も──って、ちょっと待った！　止まれ終！」


　言われた通りに終は止まる。お尻を持ち上げて、布団の上に置かれていたリモコンを摑つかみ、首だけでこちらを振り返っている姿勢。彼女はそのままかくんと首を傾かしげ、


「ああ……今のついのスカート、ギリギリだから……？　うん、こうすけが手伝てつだってくれるなら、自動車にカスるのと同じレベルでのギリギリを、もっといっぱい、できるかも。待って、とりあえず、ぱんつを脱ぐから……」


「ち、違うっつーの！」


　浩介は座っていた椅い子すから立ち上がり、終のいる奥スペースに駆け込む。その浩介の態度を怪け訝げんに思ったか、伊い万ま里りと陰子も奥スペースにやってきた。


　終の手からテレビのリモコンを借り受け、そのボリュームボタンを押す。これくらいならば授業中の教室には聞こえないだろう、というレベルの音に調ちよう整せい。


　終の指がたまたま触れて切り替わったテレビの画面には、今はひどく堅苦しい番組が映し出されていた。浩介にとっては──あるいは、この世の高校生という生き物全体にとっても──普段ふだんは絶対にチャンネルを合わせないであろう、心の底から何の楽しみも見み出いだせない番組。


　ローカル局の市議会中継だった。


　禿はげた頭の男性議ぎ員いんが険しい表情で発言している。


『いいですか市長！　あなたの《福ふく来らい市し安全都市構想》は、聞こえはいいですが、プライバシーの観かん点てんから大きな問題があるというのは明白です！　我々は直ただちに現在行われているその試し験けん運用の停止を求め、速すみやかなる発言の撤てつ回かいを──』


　議ぎ長ちようが気の抜けたような声で答弁を求める。


『市長、錆さび花はなまことくん……』


　カメラが動く。画面に映るものが切り替わる。


　そして映し出されたのは、議長に呼ばれた名前のテロップと、


『答弁させていただきます。まず一つ、近年この福ふく来らい市しにおける犯罪発生率は増加の一途を辿たどっており、それに対抗するは首長たるものの責務であるということ。更には──』


　スーツ姿の若い女が、癖くせなのだろう、ひどく手て慣なれた動きで、凄すさまじい速度で。


　ペンを片手でくるくると回しながら答弁を行っている姿だった。





　浩こう介すけは画面から視し線せんを離はなさない。


　似ている、と思った。背せ恰かつ好こう。髪の色。髪の長さ。雰囲気。そして──高速でメスを回していた、あのときの姿。


　勿もち論ろん、ただの偶然という可能性も充分にあった。むしろ冷静に考えればそちらの可能性のほうが高い。当たり前だ。ただ《なんとなく》雰囲気が似ていて、《なんとなく》ペン回しとメス回しがダブって見えるだけで──


「……似たような髪、似たような身長や体格の人間ならば、この街の中だけに限定してもいくらでもおりますわ。ペン回しも──趣しゆ味みとして練習している人間などがいないわけではないでしょう。偶然の一致ではないと言い切るには根拠が薄うすすぎますわ」


　そう言いながら、陰かげる子こも画面から視線を離すことはなかった。睨にらむようにテレビを見つめていた。伊い万ま里りが恐る恐るといった様よう子すで、


「それに、その……市長さん、だよ？」


　当然ながら、テレビに映る市長について浩介は何も知らなかった。浩介は今年ことしの春に引っ越してきたばかりなのだ。普通、引っ越し先の市長まで気にすることはない。


　浩介はまるで大学生のように見えるその市長の姿を見つめながら、


「俺おれ、なんも知んねーから教えてほしいんだけど……随ずい分ぶん若いな」


「今年で二十六歳のはずですわ。去年、最年少の市長誕たん生じよう、とかやっていたような気がしますもの。市長選の被ひ選せん挙きよ権けんは二十五歳からです」


「……よく当選したな」


　陰子は肩を竦すくめるような動きを見せ、


「大人おとなの世界にはいろいろあるのですわ。見ての通り彼女は外見も見栄え良く、カリスマ性もあり、天才的に頭の良い才女で、完かん璧ぺきな学歴を持ち、さらにはこの街で古くから力を持つ大病院の跡取り娘です。名前はそのまま錆花総合病院というのですが。また、父親はかなりの高こう齢れいで、少し前にその病院の会長という役やく職しよくも受け継いでいます。医師免許もあるので実際に働いているときもあるようです。表向きは、錆さび花はな病院は市とは何の関係もない私的企業なので許されているのでしょう。他ほかには──本名は真理と書いて錆花真ま理こと。柔らかいイメージにするためか、単純に読みやすく覚えやすくするためか、最近は《まこと》という平ひら仮が名な表記を使っているようですわ。わたくしが知っているのはこんなところです」


　つまらなさそうな表情で言葉を並べ立てた陰かげる子こを、浩こう介すけは眉まゆを寄せながら見やる。


「こんなところ、っていうわりには随ずい分ぶん詳しいな」


「私もほとんど知らないことばっかりだったんだけど……」


「ついも、おなじ」


「この街で古くから力を持つ病院、と言ったでしょう？　同じく古くから力を持つ宵よい闇やみヶが原はらの人間として、少しばかり話を聞いたことがあるだけですわ……家同士は、可能な限り接触も対立も協力も避ける、というようなスタンスのようで、わたくしも直接本人に会ったことはありません」


「ふぅん……まあとにかく、助かったぞ。病院の跡取り娘で医者でもあるってんなら、白衣やメスを持ってて不ふ思し議ぎはないな。で、もう一つ聞きたいことがあるんだ。さっきハゲた議ぎ員いんの人が言ってたやつ、何だ？　この市長がやってることみたいな」


「《福ふく来らい市し安全都市構想》ですか。大おお仰ぎような名前がついていますが、この街以外にもやっているところはやっていることですわ。街に監かん視しカメラを設置し、犯罪の抑よく止しに役立てようと。最近試し験けん運用が始まっているようです。おそらく、あまり効果は出ていないでしょうね──人に見られようが見られまいが、ただ欲望の充足のみを考える。そんな症候群シンドロームの罹り患かん者しや達が、この街には次々と生まれてくるのですから」


「街に、監視カメラ、か」


　頭に引っ掛かっていた靄もやが、すっと晴れていくような感覚があった。解けなかった問題。ずっと疑問に思っていた違和感。


「俺おれさ、昨日きのう一日、藍あい坂さかと一いつ緒しよにガンガン街中を走って逃げてたんだ。でも、罹患者達はどこに行っても襲おそってきた。少しは時間が空あくこともあったけどな。どうだろ──もし街中の監視カメラをチェックしてる人間が逐一指示を出してたんだとしたら、逃げ回る俺達を見つけることも不可能じゃないよな？」


　な、と陰子が息を呑のんだ。だがすぐに頭を横に振り、


「……不可能ですわ。聞いた話によると、《安全都市構想》によって配置された監視カメラは、繁はん華か街がいや駅前など、人が多く犯罪が起こりやすそうなところだけです。どこもかしこも監視カメラだらけ、ということになってはプライバシーなどあったものではありませんわ……市長を追及していた議員は人が多いところだけでも納得できないようですが」


「それに、すてきが攫さらわれたのは、こうすけの家……住宅街には、さすがに、カメラはないと思う……」


「いや、それも、もしかしたら──そうだ。カメラはなくてもシステムはあるんだ」


「どういうこと、浩こう介すけくん？」


　首を傾かしげた伊い万ま里りに目を向け、たった今思いついたことを説明する。


「商店街の監かん視しカメラってさ、『はい、ここに監視カメラがありますよ！』って感じで丸わかりのやつだろ。もし……そうじゃなくて。そういう表向きの監視カメラ以外に、盗とう撮さつ用のピンホールカメラみたいな、小型で、ぱっと見じゃわからないようなやつがこっそり街中に配置されてたら？　電柱の上とか、道路標ひよう識しきに埋め込まれてたりとかしたら──俺おれ達にはきっとわからない。表向きのシステムを流用して、その裏カメラの映像を一ヵ所に集めることもできなくはないと思う」


「ただの想像、ですわ」


「わかってるよ。でもそんぐらいのことを考えないと、俺達があれだけ逃げても追い回された説明がつかない」


　再度の無言。


　けれど今回の沈ちん黙もくは、さっきまでのものとは質が違っていた。


　背中を押そうとしている何かがある。自分達を前に押し出そうとしている何かがある。


「わたくしは……九割方、愚かな変態の変態的妄想の産物だとまだ思っていますわ。けれど、残り一割が──辛かろうじて、足りているのかもしれません。もしそうであるなら、という仮定を頭の片隅に作り出す程度の理由には」


「今は、何も手掛かりがないんだし……とりあえず、動いてみるのもいいかなって思うよ」


「でも具体的に、まず、どうするの……？」


　終ついが単純な疑問を呟つぶやく。そこで浩介はまた思考を巡らせることになる。


　仮に、この錆さび花はな真ま理ことという市長があのときに見た白衣の重度罹り患かん者しやだったとして。素す敵てきを攫さらうのを指示した女だったとして。それをどう確たしかめる？　いや、確かめなくても素敵の居場所さえわかって助け出せればとりあえずそれでいいのだが。そのためならばいささか乱らん暴ぼうな行動をする必要もあるのかもしれない。その覚悟はある。しかしその覚悟で動こうにも、もし市長が素敵とはまったく関係のない人間だった場合、取り返しのつかないことに──


「くそ。やっぱ、最初になんとか確かめられればいいんだけどな……市長があのときの女だってこと。重度罹患者だって確かく認にんできるだけでもいい。もし藍あい坂さかがいれば見ただけでわかって、それでほとんど確定的なんだが」


　その彼女を助け出すために自分達は動こうとしているのだ。矛む盾じゆんしていることを言っても仕方がない。愚ぐ痴ちのように独り言を吐き出した口を閉じ、さらに浩介は思考に没頭する。


　思いもよらぬ声が聞こえてきたのは、その数すう瞬しゆん後ごのことだった。


「……できる、って言ったらどうする？」


　浩こう介すけは息を呑のんで首を回す。


　見えたのは──やはり。いつもの椅い子すに座り、組んだ足をテーブルに載せた空くうの姿。自分のお腹なかの上に両手を置き、背もたれに後頭部を預けてその顔を天てん井じように向けている。ようやく開かれたその目は、何の感情もない、どこかぼんやりとしたもの。


「黒くろ崎さき。お前、今、なんて……」


「できるって言ったらどうする、って言ったんだよ」


「だから、何が──できる、って？」


「その錆さび花はな真ま理ことって女が重度罹り患かん者しやかどうか確たしかめりゃいいんだろ」


　ひどくどうでもよさそうな、覇は気きの欠片かけらも感じられないその声を聞いた瞬しゆん間かん、浩介は奥スペースから飛び出していた。


　空が足を載せているテーブルにばんと手を置き、身を乗り出して、


「お、おい、ホントにできんのか!?　どうやって!?」


　空はやはりかったるそうな声で答えた。天井に向けて呟つぶやくように。


「……《呼吸》。重度罹患してる奴やつらにゃ特徴があんだよ。上う手まく説明できねーけど、呼吸の《リズム》じゃなくて、《質》が違う」


「マジ、かよ……早く言えよ、そういう大事なことは」


「……どうでもいいだろ。今までは言う必要がなかったし、言う気もなかった。で、どうするんだよ」


「勿もち論ろん頼む！　やってくれ！」


　そこで、この部室に来て初めて、空の瞳ひとみがこちらを向く。姿勢は変えないまま、ただ天井から下りてきた瞳。彼女はじっとこちらを見て、深呼吸のように息を吸って。


　そして、


　唇を歪めて笑いながら──





「やだね」





　頭がくらりとした。空は笑っている。今日きよう初めて感情を顕あらわにして、嘲あざけりの笑えみを浮かべている。くすくすという笑い声に合わせ、椅子の上でその身体からだが揺れる。


「ちょ、お前、ふざけんな！　冗じよう談だん言ってる場合じゃ──」


「そうですわ！　一刻を争う事態ですのよ、今は！」


「黒崎さん、私からもお願ねがいなんだけど……」


「……くー、いじわる……」


　陰かげる子こ達もテーブルに集まってくる。だが空の態度は変わらなかった。いや、より一層感情を剝むき出だしにして、


「あたしはあいつがどうなろうと知ったことじゃねえ。部員だからってあたしのやることにアレコレ文句つけて、でもピンチになったら部長だから助けてーってか？　いいご身分じゃねえか」


「あ、貴女あなたという人は……！」


　怒りで言葉も出ない、というように陰かげる子こが歯は嚙がみする。今にも傘かさで空くうに殴りかからんばかりの雰囲気だった。そこで眉まゆを寄せた伊い万ま里りが、


「あ、あのね……これは、藍あい坂さかさんが頼んでるんじゃなくて、その、私達が頼んでることっていうか。そういうふうに考えて、じゃダメかな……？」


「駄だ目めだ」


「くー……どうしても……？」


「当然だろ。あとお前も間延びした呼び方すんじゃねー」


　睨にらまれた終ついが小さく顔を俯うつむかせる。相変わらず氷のような無表情だったか、どこかしゅんとしているように思えた。


「お、おいお前、ちょっとおかしいぞ！　なんでそんなにやりたくないんだ!?」


「なんで？　──単純だ。機き嫌げんが悪いからだよ」


　思わず詰め寄った浩こう介すけに向けられたのは、言葉通りの視し線せん。気け圧おされる。だが諦あきらめるわけにはいかなかった。浩介は真しん摯しに空の目を見返し、


「……昨日きのうのことは謝あやまる。マジに悪かった。なんでも埋め合わせはするし、俺おれにできることがあるんなら何だって言うことを聞く。だから──」


「何でも言うことを聞く、ねぇ。今までだって同じだったはずだけどな……はっ。昨日の奴ど隷れい脱出チャンスを逃したから、諦めて、これからずっと一生あたしの奴隷になってもいいってのか？」


　浩介は一つ息を吸って、空の目を見つめたまま、


「ああ──なる。俺はこれからずっと、お前の奴隷になる」


　嘲あざけりの中に真剣さを秘めていた空の瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん、苛いら立だたしそうに揺れた。だがそれはすぐに今まで以上の嘲ちよう笑しように覆おおい隠され、


「はっ、できもしねーこと言うんじゃねえ。じゃあ証明してみろよ。そうだなぁ……あたしの足でも舐なめてもらおうか？　なんてな、ははっ」


　陰子がもう我慢ならないと言った様よう子すで、傘を握にぎり締しめて一歩を踏み出す。さすがの伊万里も不機嫌そうに眉まゆを寄せる。終は無表情。


　だが浩介は、彼女達がいかなる行動をするよりも早く、


「わかった」


「な……っっっ!?」


　テーブルの上に組んで伸ばされていた空の足に向けて浩介は上半身を倒した。スパッツとルーズソックスの間、空くうの真っ白な膝ひざ小こ僧ぞうに顔を近付け──


　舌を伸ばして、その先端をそっと触れさせる。


　空が慌てたように身じろぎし、がたたたっ、と彼女の座る椅い子すが喧やかましい音を立てた。


　さらに舐なめる。彼女の膝の上を舌が這はい回る。つるつるの肌だった。女の子の肌。微かすかな汗の味。なぜか嫌いやな味だとは思えず、浩こう介すけはさらに頭を下ろした。それから、今度は舌の先端ではなく、唇全体で啄ついばむように。


「ふぁっ……あ、っ……!?」


　ぴくん、と口の中で彼女の肌が震ふるえるのを感じる。口で触れているその部分だけが僅わずかに熱ねつを持ってきたような気がした。ん？　これはひょっとして足を舐めているのではなく単に足にキスしているだけなのではないだろうか。ちょっと求められていたことと違うような気がしないでもない──が、やってしまったものは今更仕方がない。


　彼女の赦ゆるしはまだ出ない。ああそうか、やはり膝では駄だ目めなのだろう。もっと奴ど隷れいらしく、きちんと足を舐めなくては。


　だから浩介は膝への攻こう撃げきを止やめないまま、片手で空の上うわ履ばきを外した。それから彼女の足とルーズソックスの間に親指を入れ、その裾すそをするすると下ろして一気に脱がせ──


「っ、あっ、だ、だああああああ！　わ、わかった！　わかったってんだよ、握にぎり潰つぶすぞ！」


「ここここ、浩介くんっ!?　なにやってるの、駄目だよ駄目ー！」


「変態ですわ、今まさにわたくしは変態の真しん髄ずいを見ましたわ！　まさかこんなに自然に、流れるように変態的愛あい撫ぶを行うとは──驚おどろきすぎて驚くのを忘れていたほどです！」


「なるほど。こうすけには、舐める系のギリギリが、有効……」


　陰かげる子こと伊い万ま里りの手によって、浩介の身体からだが空から引ひき剝はがされる。それが一いつ瞬しゆん遅ければ、浩介の顔は振り上げられた空の足の直ちよく撃げきをくらっていたことだろう。空は椅子からずり落ちそうになりながら、ばたばたと足をテーブルの下に引き戻していた。


　ややあって──横目でこちらを窺うかがうように、空がむすっとした視し線せんを向けてきた。その頰ほおには赤みが差している。そしてもごもごと、


「お、お前、馬ば鹿かだろ。信じらんね、マジ信じらんねー……」


「お前がやれって言ったんだろ」


「じ、冗じよう談だんに決まってんだろーがっ！」


　浩介は冗談ではなかった。全すべてが本気だった。今はそうせざるを得ない状況なのだ。


　藍あい坂さか素す敵てきを救い出せるなら、何をしてもよかった。何を失ってもよかった。


　ただ、自分が本気であるだけでは、足りない。


　だから浩介は、最も大事なそれを確たしかめるべく、問う。


「どこからが──冗談だった？　教えてくれ」


　真実の答えを求めて、真正面から彼女の目を見つめる。彼女も黙だまってこちらを見返してきた。


　ややあって、ふう、と吐と息いき。


　そして彼女は顔を顰しかめるように目を閉じ、がりがりと自分の頭を搔かいた。それから椅い子すの上で腕を組む。足も組む。頭は俯うつむき加減で、垂れた金髪のせいで視し線せんがどこに向いているのかはわからなかった。


「……ホントにやんのかよ。下へ手たすりゃあたし達は全員犯罪者だぜ」


「場合によっちゃ、バリバリに社会的立場のある人間を襲しゆう撃げきすることになっちまうかもな。ま、今更そんなことは気にしてられない……本気なんだ。頼む、黒くろ崎さき」


　彼女はもう一度、深く長く嘆たん息そくした。そしてぽつりと、独り言のように、


「本気、ねぇ……あたしの足舐なめてもいいってくらいに、か。はーあ、やってらんねーぜ、畜ちく生しよう……」


　それからしばらく、何かを考えるような間があって。


　次に聞こえてきたのは、舌打ち。


「ち──しょーがねえな。やってやんよ。その……てめーに人質取られてっからな、ああ、マジしょーがねえ」


「マジか!?　助かる、マジありがと！　って、人質？　人質取ってるのは俺おれじゃなくて……」


「取ってんだろうがよ。だからしょーがねえんだよ」


　ぎらり、と空くうはこちらを見上げて言った。


　視線は厳きびしかったが、頰ほおは赤く、声も不ふ明めい瞭りようで──


　つまるところ、かなり。


　恥ずかしがっているようだった。


「それ、さっさと返しやがれ。持って帰って嗅かいだり穿はいたり嵌はめたりする気かこの野郎」


「……あ」


　浩こう介すけはまだ、空の足から脱がせたルーズソックスをその手に握にぎり締しめたままだった。
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　彼はプロフェッショナルの運転手であった。


　勤続年数はおよそ三十二年。その間に一度たりとも事故を起こしていないことを誇りに思っている。勿もち論ろん交通違反の件数もゼロだ。所属は民間の運転手派遣会社だが、数年前から、とある市の公用車を主に運転する職しよく務むを任されている。たまにしか動かない公用車の運転のためだけに職員がいるのは、つまりは無む駄だな税金を使うのはいかがなものか──という世の風ふう潮ちように従って、出費の安く済む民間の運転手を使うことにしたらしい。会社としてはその流れは万々歳だろう。


　だが彼には関係なかった。自分はただ与えられた役割をこなすだけだと思っていた。運転手は運転をするのが仕事であり、託された車両を無事故無違反で操あやつることが責務であり、同乗者に目的地までの安全と安心を与えることが使命だ。


　そして彼は今日きようも市の公用車を運転していた。後部座席に座っているのは、ある意味最もこの車に乗ることがふさわしい要人。サインを貰もらってきてくれと若い同僚から頼まれたこともあったが、当然断った。それはプロの運転手の仕事ではない。


　一時停止。徐行。右折禁止。制限速度。交通ルールは全すべてドライバーの安全のためにあり、結局のところそれを完かん璧ぺきに守っている限りはそうそう事故など起こらない。そのうえで、彼は片時も油断することなく車を走らせる。彼の経歴に傷がつく確かく率りつは天文学的であるはずだった。


　ただし、それはけっしてゼロにはなりえないのだったが。


「──っっっっっっ!?」


　その瞬しゆん間かん、Ｆ１ドライバーもかくやというほどの反応速度で、彼は渾こん身しんの力を込めてブレーキを踏む。止まれ。止まれ。止まれ！


　彼の完璧な技術とプロ意い識しきをもってしても、避けられない危険というのは厳げん然ぜんと存在する。


　その最たるものが──自分ではなく相手に問題があるとき。


　止まらない自動車の慣かん性せいを呪のろわしく思いながら、自らの人生における最初で最後の失態の予感を覚えながら、彼はただひたすらに祈りを込めた視し線せんでそれを見続けていた。





　そう──まるでこの車を待っていたかのようなタイミングで道端からフラフラと飛び出してきた、一人の小柄な女子高生の姿を。





　　　　[image: ]





　耳障りな、甲かん高だかい急ブレーキの音。


　さすがプロというべきか、予想外の超反応で運転手はブレーキを踏んだようだったが、こちらもプロである。彼女は相手が絶対に止まりきれないタイミングで飛び出していた。速度自体はある程度落ちていたものの、運転手の努力虚むなしく、飛び出した終ついの身体からだに車はそのまま突っ込む。見ていた浩こう介すけにも不安がないわけではなかったが、その行為に慣れている彼女はやはりプロだった。その制服の裾すそをちらりと車のボンネットに掠かすらせ、


「……きゃー……」


　不自然なほど大おお袈げ裟さに回転しながらこてんと倒れた。


（うわっ、棒！）


　ぞっとするくらいの大根演技だった。だが相手の運転手にはそれに気付けるような余裕もなかったようで、ようやく止まった車から青い顔で飛び降りてくる。


「だ、大丈夫かい君!?　すまない、今、救急車を……！」


　今だ、と近くの物陰に隠れていた浩こう介すけ達は目配せをする。一つ息を吸ってから、


「大丈夫か終ついー！」


「まぁ！　終さん、なんということでしょう！　ああ神様、お慈じ悲ひをお与えくださいまし！」


「た、大変大変！　ええと、その……た、大変だよー！」


　隠れていた場所からさりげなく飛び出し、ばたばたと血相を変えて終に駆け寄っていく（ふり）。終のことをどうこう言えないくらいの大根っぷりのような気もしないではないが、素人しろうとにこれ以上を求められても困る。運転手は軽いパニックになっているようなので、演技が気付かれることはないはずだ。


「き、君達の友達かい!?　その、なんというか……」


　陰かげる子こが運転手をきっと睨にらみ、その言葉を遮さえぎるように、


「人殺し！　人殺しですわ、貴方あなた！　ひーとーごーろーしー！」


「す、すまない！　謝あやまって済むことじゃないと思うけど、いや、違う、まだ死んでないかも、ほら血も出てないし──だから救急車を、よ、呼びますよ、いいですよね!?　市長！」


　運転手が首を捻ひねり、今まで乗っていた車に声をかける。するとその後部座席のウィンドーがゆっくりと開き、


「論ろん無きこと。構いません……人命が優ゆう先せんです。大丈夫ならばいいですが」


　そこから顔を出したのは一人ひとりの女だった。整ととのった顔立ちに、栗くり色いろの長い髪。仕立てのよい上品なスーツ。テレビで見た通りの人物。


　この街の市長、錆さび花はな真ま理ことだった。


　陰子の話によれば、彼女は医者でもある。運転手が言い出さないのは混乱しているからだろうが、普通なら車を降りて終の具合を診みることくらいはしてもいいはずだ。それをしないのは、単純に、この見知らぬ高校生達の演技を見抜いて不審に思っているからか──あるいは、どこかで自分達の顔を一度見ていて警戒しているからか。それはこれから確かく認にんしてみなければわからない。


　いずれにせよ、彼女が車を降りてこない場合のことも勿もち論ろん想定していた。再び、今だ、と浩介達はこっそりと視し線せんを交わす。


　倒れた終の傍かたわらに膝ひざをついた伊い万ま里りが、


「えと……終さん、終さん！　お、おねがい……目を開けて！」


　そのストレートな言葉がキーワードだった。ぱちりと終の目が開き、それからむっくりと身を起こす。プロの当たり屋たる彼女はいつもの氷のような無表情で、


「……へいき」


「おお……よ、よかったあ……」


　運転手が脱力したように肩を落とす。その目に涙が浮かんでいるような気もしなくもない。やはり少しばかり罪悪感がある──が、計画はここからが本番だった。


　死んだと思っていた友達が実は無事だった。そんな最高の幸運が訪れた直後ならば少しばかりはっちゃけても不自然ではないだろう。運転手が半ば放心状態になっている今こそがチャンスだ。


「いやー、よかった、マジによかった！　はっはっは！」


「お、驚おどろかせないでよ、終ついさん！　心しん臓ぞうが止まるかと思っちゃった！」


「……ごめん」


「ああ、やはり神はいらっしゃいましたのね！　いえ、今は神だけでなくこの世界に存在する全すべての人間に等しく感かん謝しやを捧ささげたい気分ですわ！　ありがとうございます、運転手さん！　それから──」


「わっ、よく見れば、市長さんですよねっ？　すみませんでした、いえ、ありがとうございます！　実は俺おれ、市長さんのファンなんです！　ありがとうございます、マジありがとうございます、記念に握手とかしてもらっても大丈夫ですかぜひお願ねがいしますすみません！」


　演技に関してはもはやヤケクソだった。浩こう介すけは思いつくままに言葉を並べながら、友達が助かってテンションが上がりすぎた男子高校生として車に近付く。仮に市長が車から降りてきたパターンでも、脈などを取ろうとした瞬しゆん間かんに終を目覚めさせ、そのまま「あなたのおかげで助かりました！」とか同じようにハイテンションに握手を求めて接近する予定だった。


　市長──真ま理ことは一いつ瞬しゆんだけ瞳ひとみを細めたように思えた。だがすぐに彼女は、衆しゆう目もくに晒さらされる人間特有の、真意の読めない愛あい想そ笑わらいを浮かべる。


「差し支えありません。どうぞ」


　浩介はウィンドーから伸ばされた手を握る。普通の手だった。反射的に渾こん身しんの力を込めて握にぎり潰つぶしたい衝しよう動どうに駆られる。だが我慢だ──今は、まだ。確たしかめるまでは。


　浩介を皮切りにして伊い万ま里り達も続いた。それを止めるべき運転手の横を擦すり抜け、


「わ、私もファンなんです！　ぜひ握手をおねがいしまーす！」


「……ついも」


「わたくしも、ですわ。うふふ？」


　窓の周囲の人口密度は高かった。真理は微笑ほほえんだまま、彼女達とも一人ひとり一人ひとり握手をしていく。相手の顔は見ているようで見ておらず、窓の外にある人の壁かべから突き出てくる手を自動的に握り返しているといった具合で──だからきっと、そのときになるまで、彼女は気付かなかったに違いない。


　最後に握った手が、今まで一言も言葉を発していなかった金髪の少女のものだとは。


　そして彼女は片手で自分のヘッドホンを外した。握った真理の手を軽く引っ張り、さらには自分の身を前傾させ、ほとんど彼女に抱きつくような姿勢になる。


　彼女の呼吸を耳元で聞く。


「あ、あの、君達……今更だけど、市長も忙しいので、そういうのはあまり──」


「わあ、そう言えば、彼女は市長の一番のファンでしたわね!?　夢が叶かなってとても嬉うれしいことだと思いますわ、もう少々彼女に喜びを味わわせてあげてくださいまし！」


　ようやくペースを取り戻した様よう子すの運転手がおどおどと言ってくるが、陰かげる子こは彼の顔を見ることもなく、力強い噓うそで彼を黙だまらせる。彼女が見ていたのは別のものだった。彼女は閉じた傘かさを握り、油断のない目で、空くうの至し近きんにいる真ま理ことの動向を監かん視ししていた──もし何か不ふ穏おんな動きがあれば、その傘ですぐさま空の安全を確かく保ほするために。


　空と真理の様子を見守りつつ、浩こう介すけはごくりと唾つばを飲のみ込んでから言った。


「そう言えば、市長……俺の友達が世話になっているみたいですが、元気ですか」


「何のことでしょう。心当たりがありませんが」


　言いながら、真理はさりげない仕し草ぐさで空の身体からだを押して彼女から距きよ離りを取った。空は抵抗せず、ふぅ、と息を吐いてからヘッドホンを被かぶり直す。


「そ、そろそろいいかい。とにかく、無事ならよかった。その、怪け我がもないみたいだし、もしよければ、このことは──」


「ええ。そちらにも体面というものがおありでしょう。今回のことは飛び出したこの子にも非がありますし、特に何を求めるつもりもありませんわ。市長の車に殺されかけた、とかあることないこと言いふらす気もないのでご安心を」


「そ、そうかい。ならよかった……じゃあ」


　何度もこちらに頭を下げながら、運転手が車に乗り込む。するすると後部座席のウィンドーが閉じていき、真理の顔が見えなくなった。


　そして安全運転で車は走り去っていく。それが見えなくなってから、浩介達は無言で空の顔に視し線せんを集めた。


　彼女はしかめっ面つらでがりがりと頭を搔かき、


「みんなで一斉に見るんじゃねえよ、気持ち悪ぃ……黒だよ、真っ黒。ついでに言えば、友達が世話になっててどうこう、ってやつの答えも多た分ぶん噓うそだ。呼吸がちっと乱れてたぜ」


　ということは。


　やはり──


「あの女、ですか……素す敵てきさんを攫さらったのは！」


「……一歩前進、だね」


　車の消えていった方角を見やり、陰子は傘を握にぎり締しめる。伊い万ま里りは真剣な瞳ひとみで頷うなずく。


　その通り、一歩は前進した。これは本当に最初の一歩、どの方向に向けて歩き出せばいいのかを確かく定ていさせるためだけの一歩だ。しかし、これで迷いなく進み出せるという点において、この一歩は大きな意味を持つ。


「ありがとな、黒くろ崎さき」


「ち……てめーらのためにやったんじゃねえんだよ。てめーの変態的行動を止めさせる取引をしたってだけだ。この足フェチ野郎……そんなに足が好きなら足で握にぎり潰つぶすぞ」


　浩こう介すけは苦笑しつつ、頭上の夕空を見上げた。


　午前中に部室での会かい議ぎを終えてから、陰かげる子こが家の情報網もうを使って市長の今日きようの行動予定を探り出した。授業には一時限も出ることなく、終ついのギリギリな当たり屋行為によって市長と接触する計画を立てた。午後になって学校を後にし、この場所で待ち伏せをして、そして計画通りに市長が重度罹り患かんしていることを空の力によって確たしかめられた──ここまでは順じゆん調ちようだ。最初の一歩は順調だ。


　ならば──これからはどう進む？　どう進めばいい？


「問題は、どこに藍あい坂さかが閉じ込められてるか、だな……」


「最終的な目的地はそこですわね。方法はいろいろあるでしょう──あの女を闇やみ討うちし、逆に捕らえ、身の毛もよだつような拷ごう問もんをして口を割らせるとか。こちらにはその役割にふさわしい変態がおります……あの女の靴下を嗅かごうが舐なめようが食べようが好きになさい。そのときばかりは止めはしません」


「わ、私はさすがに止めるかな！」


「塚つか原はらさんの常じよう識しき的てきな優やさしさが身に浸みるぜ……ていうか、闇討ちして聞き出すのは最終手段だな。少し難むずかしいと思う」


「……どうして……？」


　かくりと首を傾かしげる終に、


「あいつだって、あの雨の日のときに俺おれ達の姿を見てるはずだ。で、その俺達が今日きようここに現れて、何かよくわからないことをしてきた……バレた、と考えるのが自然だろ。今日みたいに無防備に運転手さんだけ、ってことはもうないかもな。なんだかんだ理由をつけてヤクザみたいな護ご衛えいをわんさか雇ったりしても不ふ思し議ぎはないと思う」


「ふむ。その程度の相手、叩たたきのめす自信はありますが……数が多ければ厄やつ介かいですわね」


「それから、もっと別の手を打ってくることも考えられるな。護衛じゃなくて、藍坂を襲おそったみたいに今度は俺達に重度罹患者達を差し向けてくる、とか」


「そっかぁ……そうだよね」


　自分達は一歩を踏み出した。自分達は一歩ぶん相手に近付いた。だがそれは、距きよ離り的てきに考えれば、相手が一歩ぶん自分達に近付いてきたのと同じだ。彼女の重度罹患の確かく認にん作業は必要なことだったとはいえ、自分達が歩き出したことを相手に悟られてしまったのならば──ここからは、より危険が大きくなるだろう。


　しかし諦あきらめるわけにはいかないのだった。どんな危険があっても。どんな重度罹患者達が自分達を襲ってこようとも。


「つか、あいつが重度罹患してることはわかったけど、内容まではさすがにわかんないよな？」


「たりめーだボケ」


「だよなぁ……あいつがどういう理屈で重度罹り患かん者しやに藍あい坂さかを襲おそわせてたのか、とかがわかれば対処法も考えられるかと思ったんだけど……ん？」


「それは受け身の考え方ですわね。わたくし達がすべきは防ぼう御ぎよより攻こう撃げき。つまりはやはり、素す敵てきさんの居場所を一刻も早く見つけるためにどうするか、を考えるべきだと思いますわ」


　陰かげる子この言葉を聞きながら、浩こう介すけはふと頭に引っ掛かった違和感に意い識しきを向ける。


　今までに襲ってきた重度罹患者のことを考えていた。素敵も言っていた通り、統一性のない人間達。接点のなさそうな人間達。彼らではない。頭に引っ掛かっていたのは、その中でも特別におかしいと思えた、どこかその他ほかの彼らとは違う違和感を持っていた──


　素敵を攫さらった、あの女のこと。


　昨夜ゆうべのことを浩介は必死に思い出す。そうだ、今だけではない。あのときも自分は違和感を覚えていた。どこに自分は違和感を覚えたのか。


　はっと気付く。そうだ。


　仮面だ。


　彼女だけが、他ほかの重度罹患者達とは違い、顔を隠していた。症候群シンドロームによる耽たん溺できがそれに関係しているとは考えにくい──あのときの態度からして、おそらく彼女は《注射耽溺症》的なものだ。ならばなぜ、わざわざ仮面を被かぶっていた？　他の襲しゆう撃げき者しや達とは違って、彼女だけ、顔を隠していた……？


「顔を見られたくない事情があった、ってことか……！」


　その考えを陰子達にも説明する。一同は真剣な目で頷うなずいて、


「顔を見られては困る。つまり、正体を知られては困ることがあった。それはつまり──」


「市長と近いところにいる誰だれか、ってことかな？」


「……近いところにいるにんげん、なら……情報を、知ってるかもしれない……」


「市長本人じゃないんだから、そいつを守るための警けい備びとかもないだろうな。捕まえて聞き出すとか、それか……ひょっとしたら、尾行とかすれば藍坂の監かん禁きん場所とかに行ったりするかもしれない」


「それはどれだけその女が市長に近しいのか、に依よると思いますがね。何にせよ──二歩目の方向性が見えてきたような気がしますわ」


　それからさらに話し合う。市長と近いというのはどういうことか。関係があるということ。では市長と関係のある場所は。


　伊い万ま里りが可愛かわいく首を傾かしげつつ、


「大きく分けると、三つかな……？　市長として勤める市役所。会長として勤める錆さび花はな病院。あとは自宅……みたいな」


「とりあえず見張ってみるか。三ヵ所ってのがしんどいけど……手分けするか」


「正せい確かくに言えば二ヵ所ですわ」


「どういうことだよ、ゲル子？」


　陰かげる子こは傘かさをくるくると回しながら、軽く肩を竦すくめるようにして言った。


「錆さび花はな病院は市庁舎のすぐ裏にあります。この街で力を持っていることの表れでしょうかね……ま、宵よい闇やみヶが原はらはそのようにあからさまではしたないことはいたしませんが」


「すぐ裏、か。同時に見張るってわけにはいかないかもだけど、少しは手間が省はぶけそうだな。つっても、こっちの人数を考えるといろいろ大変なのは変わんないか……」


「そうですわね。素す敵てきさんのためです、あまり使いたくはありませんが、市長の自宅のほうはわたくしの個人的な頼みで動いてくれる家の者に頼みましょう。数人なので、任せられるのはその一ヵ所が限界です」


「前に情報集めるのを頼んでた、お前専用の執事とかか。あとは……ルル子か？　実は会ってみたいぞ」


「妹をこんな騒さわぎに巻き込めますか！　というか、貴方あなた、さてはあの子を狙ねらっているのですね!?　この命に代えても絶対に会わせませんわ！　ああ、もし、もし貴方という変態があの子を見れば……その日からもうあの子のお腹なかは膨ふくらみ始めるでしょう！　なんということを！」


「ぐわっ、お前って案外シスコン気味だったんだな……まぁいい。自宅のほうはお前の家の人に任せるとして、市役所とか病院は俺おれ達がやっぱり見張らなくちゃってことか。結局、人数は多いほうがいい……」


「私はやるよ、もちろん」


「……ついも……」


　伊い万ま里りと終ついが頷うなずく。頷かない一人ひとりの目を、浩こう介すけはじっと見つめた。彼女がいるといないのでは大きく違う。できれば手伝てつだってほしかった。


　彼女は浩介が何かを言うのを待っていた。そう思えた。


「何度もいろいろ頼んで悪いけど……手伝ってくれないか、黒くろ崎さき」


「あたしがそれを手伝う理由は？」


　予定調ちよう和わのようなものだった。儀ぎ式しきのようなものだった。


　浩介は苦笑しながら、ただ頭に浮かんできたそれを理由にしてみる。きっと、なんでもいいのだった。それに今更、自分に対する扱いは変わりそうにない。


「そうだな……もう一回取引をしよう、っていうのはどうだ。実は俺、また猛もう烈れつにお前の靴下を脱がせて足をぺろぺろしたくなってきたんだ。手伝ってくれたら止やめてやるぞ」


「はっ、ついに開き直りやがった。あーあ、こんな変態に狙われたのを不運に思うしかねぇな……脅きよう迫はくだぜこりゃ」


　空くうはそんなことを呟つぶやきながらくるりと後ろを向いた。儀式の終了。


　やらない、と言わなかったということは、もうこの話は終わりだ。


「……ありがと。やっぱお前、いいやつだよ」


「はぁ？　全っ然、話が繫つながってねえぞボケ。ああ、マジで、お前はボケだ。クソ馬ば鹿かだ……」


　小さな罵ののしり声ごえが聞こえてくる中、その背中が微かすかに揺れるのが見える。


　罵ば倒とうされながら彼女に溜ため息いきをつかれるというのは、正直、怒ど鳴なり声で罵られるよりもよほど真実味を感じる行為だった。
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　気付けば眼がん前ぜんに女が立っていた。


　頭はまだ霞かすんでいたが、素す敵てきは自分が素敵であることを忘れてはいなかった。あの注射器の女は逃げられないように自分をラリったままにしておきたかったのだろうが、そうはいかない。


　依然として両手は頭の上で縛しばられている。加えて足首もいつのまにか縛られていた。あの女に対して蹴けりを繰くり出して暴あばれたからに違いない。ひどく窮きゆう屈くつな女の子座りを強しいられた状態。


　素敵は頭を持ち上げ、すぐ前にいる女の顔を下から睨にらみ上げた。冷静な瞳ひとみでこちらを見下ろしているその顔に、見覚えがあるような気がした。どこかで。そう、たとえば、テレビの中とかで──


「……市長……？」


「おや。存外に健勝だな」


　確たしか、錆さび花はな真ま理こととかいう名前だった。症候群シンドロームに重度罹り患かんしていることは見ただけでわかる。その体格や雰囲気から、彼女があの雨の日に見たメス使いであることは間違いないと思えた。


　テレビで見るような愛あい想そ笑わらいはなく、その表情はひたすらに冷たい。柔らかさの欠片かけらもない口く調ちよう。モルモットを見るような目でこちらを見下ろしている。


「扨さても、君を間近で見るのはこれが初めてなわけだが……」


　こつ、とヒールがコンクリートを叩たたく音。一歩を踏み出し、真理がさらに近付いてきた。


「私を、どうする気……!?」


「よいかね？　暴あばれないでくれたまえ」


　こちらの疑問を無視した言葉を返し、彼女は身を屈かがめて素敵の顎あごに手を添えた。蹴ってやろうとしたが足は縛られている。呪のろいを込めた視し線せんで真理を睨むしかなかった。


　すぐそこに彼女の目がある。じっと素敵の顔を見つめている。


　ややあって、素敵は彼女の吐と息いきを眉まゆのあたりに感じた。そして彼女が笑うのを見る。


「よいかね？　──いやはや、興きよう味み深ぶかい。実に興味深い。君は特別だな。特異で特殊で特出しているな。君が抱くのは《乖離》か。而も、一息に到達するような他の人間のものとは違って漸進的だ」


「なっ……!?」


　素敵は目を見開いた。真理の言葉が信じられなかった。


「あんた、なんで……いや、耽溺症候群フイリア・シンドロームのことを……？」


「耽溺症候群。耽溺症候群か。君が名付けたのかね？　ふむ、あれを疾しつ患かんとしてのみ捉とらえるのならば、確たしかにその呼び名は相応ふさわしい。いずれ誤解を招きそうな気もするが」


　素す敵てきは顔を顰しかめながら、


「いずれ……？　症候群シンドロームは症候群、病気は病気でしかないわ。あたしもあんたもね」


「ほう、やはり私もそうなのか。予想はしていたが、自分のことは確かめられなくてね。助かったよ」


　嬉しそうに、さらに真ま理ことは笑う。


　素敵には理解できなかった。症候群は病気だ。異常な病気だ。今まで重度罹り患かん者しや達にそれを言ってきても、彼らはけっしてそれを認めようとはしなかった。自分は正常だ、などと言いつつ異常な欲望を発揮して襲おそいかかってくるだけだった。


「而しかして、確かめられないと言えば一つ君に聞きたいことがあった。よいかね？　私は、君の言うところの《症候群》を、見ただけである程度理解できるのだが──いつだったか、君と共にいた少女達は何だね？　未だ嘗て見たこともないような状態に思えたのだが」


　どきりとした。陰かげる子こや、空くうや、伊い万ま里りや、終ついのことか。ああ、彼女達は──そして彼は──どうしているのだろう。自分を助けようと無む茶ちやなことをしていなければいいのだが。いや、この女が平然としているのだからきっと大丈夫だ。まだ市長を相手に正面から喧けん嘩かを売るような状況にはなっていないはずだ。もう既すでに何かが起こっていて、それをあえてこの女が顔には出さずに隠しているという可能性もあるが。


　とにかく、この女に弱みを見せるわけにはいかなかった。素敵は視し線せんを逸そらし、


「……さあね。勘かん違ちがいじゃない？」


「有り得ない。よいかね？　私は、私のような人間の位置を感覚的に知ることができる。君は特異だから感知できなかった。それはいい。だが彼女らも感知できなかった。実際に見れば、確かに彼女らにも胸の内に抱くものがあったのに、だ。どういうことだろうか」


　政治家としての癖くせなのか、いちいち発言の許可を求めるような言葉を挟んでくる。よくないから黙だまってろと言いたいところではあったが、どうせ聞く耳は持たないのだろうという想像はついた。


　考える。陰子達は確かに特殊だ。重度罹患者であって重度罹患者ではない。自分の行った治ち療りようの《失敗》の結果、症候群の残ざん滓しを保持しているだけの人間──相手の狙ねらいが何なのかはまだわからなかったが、少なくとも、彼女達をこれ以上の危険に巻き込みたくはなかった。


「勘違いだって言ってるのに。もしそうじゃなくても、教えてやる義理はないわ」


「……だろうな。まあいい、大おお凡よその予想はついている」


　そのとき、素敵はこの女の言葉を思い出していた。私のような人間──つまりは、重度罹患者の位置を感覚的に知ることができる。そしてさっきのことからして、真理は《見ただけでその人間の症候群の内容を知る》力を持っているのだろう。


　似ている、と素す敵てきの身体からだに理由のわからない鳥肌が立った。自分も、誰だれかを見ただけで重度罹り患かん者しやかどうかはわかる。見えていなくても、最近は近くにいるだけでなんとなく嫌いやな気配けはいを肌に感じるようになっていた。似ている。彼女の力と、自分の力は、似ている──そして罹患者の察知という観かん点てんにおいては、明らかに彼女のほうが自分より上にある。


　何なのだ。彼女が罹患している症候群シンドロームは、いったい、何なのだ？


　そうして思考に没頭していた素敵が、ふと気配を感じて顔を上げると、


「……っ!?」


　視界一杯に広がる、二つの眼球。真ま理ことが今までにもまして顔を近付けてきていた。素敵の鼻に自らの鼻をくっつけるように、いや、実際にくっつけて、素敵の全すべてを至し近きんから覗のぞき込んでいた。


　笑っている。吐と息いきが口に吹きかかる。


「予想はついているが──よいかね？　知りたいのだ。私は、君のことを、もっともっと知ってみたい。調しらべさせてくれ。感じさせてくれ。そうすればわかるかもしれない」


「や、めっ……！」


　暴あばれようとしたが、手足の拘こう束そくは解けない。身体からだに重みが圧のし掛かってきた。真理が身体を摺すり寄せるようにしてこちらの身体を抱だき締しめてきたのだ。耳元で聞こえる吐息が次第に荒く、激はげしくなっていく。そして──ぞわ、と背筋が震ふるえる感触。


　うなじを舐なめられていた。


「ああ。これが、君のエクリン腺せんから分ぶん泌ぴつされる汗の味か。私は食人主義者カニバリストではないが、不ふ思し議ぎと美お味いしく思える。もっと調べよう。んっ……ちゅる、ふっ、ふっ……」


「ひ、あ……！」


　首筋を這はい回る舌。窄すぼまった唇が肌を吸引する。甘あま嚙がみして刺し激げきする。


「ああ──よいかね、よいかね!?　もっとだ、もっと！　もっと君を教えてくれ！　君という存在の全すべてを教えてくれ！　この私に！　くはっ、これが君の髪の手触りか！　君の耳の後ろの臭においか！　君の鼻骨の形か！　興きよう味み深ぶかい、実に興味深いッ！」


　身動きの取れない素敵の身体に、真理はなおもむしゃぶりつく。息を荒げて、身体を震わせて、様々な場所を見、様々な場所を触り、様々な場所を嗅かぎ、様々な場所を舐める。


「へんっ、た、い！　何なのよ、何がしたいのよ！」


「ちゅるっ……あ、はぁ。繰くり返すが、知りたいのだよ。君を」


「何を、どこまで、知りたい、ってのよ……！」


「論ろん無きこと。全て」


「意味、わかん、ないっ……全て？　そりゃ結構なことね、私のおしっことかまでゴクゴク飲んで味を分析したりするのかしら！」


　無我夢中で、ただ真ま理ことを罵ば倒とうするためだけに言ったことだった。


　だが真理は僅わずかに素す敵てきから身を離はなし、けれど素敵の肩は依然として抱くようにしたまま、真剣な目で──あるいは、何かを期待しているような目で素敵を見つめて──


「出そうなのかね？」


「ひぁっ……！　で、出ない、出ないわよ！」


　恐ろしい反応が返ってきた。素敵はぶんぶんと首を横に振る。だが今の言葉は、今まで素敵の首から上だけを攻め続けていた真理に下半身の存在を思い出させるきっかけになってしまった。


「ああ、そうだ──ふふ、ふふふ。もっともっと、調しらべるところはあった……たとえば、この、君の足の感触とか……」


　足首が縛しばられているため、素敵はずっと足を閉じて女の子座りをしていた。その閉じた太ふと股ももの間に、真理の掌てのひらが滑すべり込んでくる。再び身体からだを倒し、今度は素敵の上半身に顔を押しつける。ぞわりとする。真理の鼻がパジャマの隙すき間まに滑り込み、ぷちんとボタンの一つを外した。伸ばされた舌が、もうすぐどこかに到達しようとしている。太股を滑る手が、ゆっくりとゆっくりと、どこかに向かって這はい上がってこようとしている。


「ああ、はぁ、はぁ、あはぁ……わかってきた、わかってきたぞ！　かなり君がわかってきた！　君の名前は素敵というんだろう、その通り、素敵だ！　欲しい、欲しいな、君がより君であるところも見たい、うう、欲しい……！」


　嫌けん悪お感かんに目を閉じていた素敵が、その異常な気配けはいに薄うすく目を開く。彼女の手や舌の感触ではなく、もっと即物的な理由のために、その背筋が震ふるえた。


　いつのまにか、真理は空あいた手にメスを握っていた。


　ふるふると震えている。揺れ動いている。顔を素敵の上半身に押しつけながら、下半身を触る左手を移動させながら。致命的な場所に進むそれらの動きと同期するかのように、その右手もじわじわと素敵の身体に近付いている。素敵はただ、その見み慣なれた銀の煌きらめきを見つめているしかなかった。


　悲鳴などあげるものか。たとえここで全すべてが終わるのだとしても、無様な悲鳴など、絶対にあげてやるものか──！


　だが、真理のメスが素敵の着るパジャマの生き地じに触れた、まさにその瞬しゆん間かん。


「っ……と！」


　突とつ如じよ、真理が素敵の身体から飛とび離はなれた。ふぅ、と熱ねつ気きと虚脱感の籠こもった吐と息いきを吐いてから、右手に持ったメスをくるくると指先で回してそれを見つめる。


「失敬。ついやりすぎるところだった。辛かろうじて理解が間に合ってよかった……と。これはだらしない、人の上に立つ人間として自戒すべきだな」


　真理は唇の端から垂れていた涎よだれをごしごしと手の甲で拭ぬぐいながら言った。一体何が起こったのか、と素す敵てきは眉まゆを顰ひそめながら、


「何を……理解したっていうの？」


「論ろん無きこと。君というものを、さらに深く。畢ひつ竟きよう──私は君が欲しいが、そうして私が私の望む行為をすれば、君は消えてしまうということを」


「ど、どういう、ことよ……？」


　真ま理ことは再度メスを回した。その輝かがやきで素敵は思い出す。彼女のメス。あの日、重度罹り患かん者しやの男を刺して、それからあの男は異常なほどに暴あばれ出して──


「まさ、か」


「最近気付いたのだが……私が君のような人々にメスを振るうとある現象が起きるようだ。よいかね？　それは大きく分けて二つだ。そのうちの一つが」


「症候群の症状を悪化させる……！」


「君の言葉を使うならそういうことになるな。終極に至れば世界そのものから乖かい離りするというのならば、君のそれを悪化させるわけにはいかない──今は、まだ」


　そうして真理はメスをポケットに捻ねじ込んで立ち上がった。


「私も忙しい身だ。今日きようはこれで立ち去ろう……ふふ、しばらく前、医師としての仕事の最中に君の言う《症候群シンドローム》の存在に気付き、興きよう味みをもってそれからずっと調しらべ続けてきたが──やはり、君のような存在は初めてだ。君の周りにいる彼女らも、現状は特異にしろ、身に抱く形質そのものはいささか凡ぼん庸ようだ。やはり君がいい」


「……」


「君の全すべてが欲しいというのが私の本心ではある。然しかれども、しばらくは眺めているだけでも楽しめそうだ。君が自然の流れに従い消える寸前になるまで、あるいは私の我慢が利かなくなるまで、ここで過ごすといい」


「反へ吐どが出るわ。お断りよ」


「悪いが君に拒きよ否ひ権けんはない。よいかね？　今言った意味の他ほかにも、君にはここにいてもらわなくてはならない理由がある。あのときに見てもしやと思い、そして今しがた理解した……人々のあれを消し去るというのは愚行にすぎる。私の目的のためにも、君を自由にするわけにはいかない」


「目的、ね……それはひょっとして、あなたが今まで一度も、《症候群》という単語を自分自身の言葉として使っていないことと関係があるのかしら？」


「聡さといな、君は。その通りだ。正直なところ、私にはそうは思えないのだよ。我々の抱くこれが、単なる病気だとはね」


　背筋が震ふるえた。この女は、やはり。


「じゃあ……病気じゃなければ、何、だってのよ？」


　真理は即答した。





「──進化だ」





　そして彼女はこちらに背を向け、薄うす暗くら闇やみの向こうに歩き始める。


　素す敵てきは理解していた。今までの会話、今までの彼女の態度で、理解していた。


　真ま理ことが出ていき、静寂に閉ざされた部へ屋やの中、素敵は戦せん慄りつを込めて呟つぶやく。


　錆さび花はな真理が罹り患かんしている症候群。それは──


「……《症候群耽溺症シンドロームフイリア》……」


　考えうる限り、最低で最悪な。


　耽溺症候群という疾患そのものに耽溺している症候群だった。
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　市役所と錆花病院は、陰かげる子この言う通りに隣りん接せつして存在していた。だが出入り口まで隣となり合っているというわけではない。市役所の出入り口は敷しき地ちの東に、そのすぐ南に建てられている病院の出入り口は敷地の西に。その二ヵ所を同時に見張ることはできず、浩こう介すけ達は二組に分かれて監かん視しを行っていた。


　夕方から監視を始めて、既すでに数時間が経過している。その間身体からだを動かさずにじっと一点を見続けるのはそれなりに体力を消耗する行為だったが、泣き言は言えない。とうの昔に日は落ちており、監視を始めた夕方のころと比べれば視界もだいぶ悪くなっている。しかし見張っている建物の前には街灯があったので、その前を歩いたりそこに出入りしたりする人間の顔を判別することくらいはできた。


「……こーすけ。もういっかい、教えて。特徴」


　病院の正面向かいにある茂みの中で、浩介は終ついと共に出入り口を見張っていた。あからさまに怪しいが、日が暮れた今ならばそう簡かん単たんには誰だれかに見み咎とがめられはしないだろう。もし見つかったなら……残念ながら「若さが暴ぼう走そうして茂みに彼女を連れ込んでしまったのです」とかいう言いい訳わけをするしかない。


　ちなみに市役所のほうは伊い万ま里りに陰子、そして空くうが見張りを行っている。役所の営業時間（？）が終わっていても油断はできない──彼女達はあの女の姿を見てはいないので、それらしい茶髪の女がいればデジカメで写真を撮とり、それを即座に携けい帯たいに移してメールでこちらに送って確かく認にんするという作戦にしていた。今まで何枚かそれらしき写真つきメールが送られてきたが、あの女の写真はなかった。ある要素により、迷いなく断言できた。


「ああ。長い茶髪。顔はわかんねえ。声はわりと若かった。背は俺おれと同じくらい。それから、一番の特徴は──」


　浩こう介すけは重々しく頷うなずいて、


「Ｆだ」


「……えふ……」


　終ついはなぜか少しばかり悲しそうに嘆たん息そくし、自分のＡから──つまりは自分の胸の間から携けい帯たい電話を引っ張り出した。そこに携帯を保管するのは止やめろと何回も言っているのだが、今はそれを注意している場合ではない。


　浩介は拳こぶしを握にぎり締しめながら、いつでも動き出せるように四し肢しに力を込める。


　勿もち論ろん、視し線せんは病院の出入り口から動かさなかった。


　一人ひとりの若いナースがそこから歩いて出てきたのだ。ナースキャップは被かぶっておらず、上半身にはカーディガンを着ているが、そのスカートは確たしかにナースのもの。


　素す敵てきを攫さらったあの女だと浩介は確かく信しんしていた。根拠はある。自分でもそれを根拠にするのはどうかと思うが、最もわかりやすく特徴的な部分がそこしかないので仕方がない──


　当然のように、そのナースは、Ｆ。


　あのとき自分の背中に押しつけられていたものの大きさだった。





　女が入っていったのは、病院からほど近い場所にあるコンビニ。その出入り口を見守っているうちに、市役所を見張っていた陰かげる子こ達が合流してくる。


「変態が変態的スキルで確認した女がいるのはここですか？」


「あはは。服の上からでも確実にわかるんだ。へー。あははは……」


「初対面の女でもそこだけは絶対に見逃さねえようにしてるってわけだな。おいボケこっち見んな、握にぎり潰つぶすぞ」


　ゴルフバッグを背負った陰子は相変わらず汚お物ぶつを見る目で、伊い万ま里りは乾いた笑え顔がおで、空くうは不ふ機き嫌げんそうに。違うんだ、たまたまそこが印象に残ってしまっていただけであって、とかいう言いい訳わけが通じる状況ではなかった。浩介は嘆たん息そくし、女が入っていったコンビニに再度目を向ける。


「それで、えと、どうするの？」


「時間が惜しいですわね。その女が出てきたら、人ひと気けのないときを見計らって──やることにいたしましょう。その機会がなければ作ればよろしいですわ……急病人を装よそおって物陰に引き寄せる、とか。ナースですもの、無視はできないはずです」


「凄すさまじく悪人の発想だな」


　そんなことを話しているうちに女がコンビニから出てきた。食料品の詰まったビニール袋を手に提げている。夜食の買い出しだろうか。


　だが女が歩き出したとき、浩介達は眉まゆを寄せることになる。彼女は元来た道ではなく、別の方向に向かって歩き出したのだ。


「方向が違うぞ。病院の出入り口には遠回りになるだろ……」


「少しばかり様よう子すを見ますか」


　陰かげる子この言葉に頷うなずき、浩こう介すけ達はそろそろと女の後を追う。彼女は病院をぐるりと回り込むように歩いていた。つまるところ、その先にあったのは──病院の裏の建物。


　市庁舎だった。


　彼女は明かりの消えた市庁舎の敷しき地ち内ないに入っていく。建物の横に回り込み、軽く周囲を見回してから、そこにあった勝手口のような扉とびらの鍵かぎを開けて中に入る……


「コンビニでパンとかを買って、ナースさんがなぜか市庁舎に侵入。鍵も持ってます、と」


「大当たりだったようですわね。確たしかに、市長はそうしょっちゅうどこかに移動したりはできないはずですわ。目立つ人間でもありますし。攫さらった人間を自分の近しいところに置いておけば、それを見み咎とがめられる危険性からは逃れられる……大胆すぎる発想ですが」


「……いく？」


「当然ですわ。居場所がわかれば躊ちゆう躇ちよする理由はありません」


　肩のゴルフバッグを背負い直しながら、終ついの言葉に陰子が力強く頷うなずく。伊い万ま里りも決意の表情で頷いた。空くうはダルそうに頭をぼりぼりと搔かいていた。


　そして浩介達は人ひと気けのない市役所の敷地内にこっそりと足を踏み入れる。


　周囲に大きな音が鳴なり響ひびいたのはその瞬しゆん間かんだった。


　まずい警けい報ほうか、と心しん臓ぞうが跳はねたが──そうではなかった。それは無む味み乾かん燥そうな電子音ではなく、リズムとメロディを持ったクラシック音楽。多た趣しゆ味み癖へきを持っている浩介にも心当たりのない曲だ。よほどマニアックな作曲家のものなのだろう。


　そしてその発信源は市庁舎の警報システムではなく、道路の街灯にぶら下げられているスピーカーだった。市庁舎のすぐ外にあるものだけではなく、耳を澄すませば、遠く街のそこかしこからその音楽が聞こえてくる──それに交じって、録ろく音おんされたものらしき音声で、


『只ただ今いま、福ふく来らい市し安全都市構想の一いつ環かんとして、非常時連絡システムの調ちよう整せいを行っております。災害などが発生した場合にはこのスピーカーシステムを通じて市民の皆様への連絡、指示を行う予定です。市民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願ねがいします──』


　浩介達は顔を見合わせた。


「……だってよ」


「このタイミングで、ですか。単なる勘かんですが、何やら嫌いやな予感がいたしますわ」


「不ふ思し議ぎなことに同感だ」


　浩介は思い出していた。素す敵てきと共に逃げていたとき、簡かん単たんに見つけられた理由。市長があの女の正体だと疑った理由の一つ。


　そうだ。確かく証しようがないのでとりあえず気にしすぎないようにしていたが、もしも本当に、市長がこの街の監かん視しカメラのシステムを私的に利用できる状況にあるなら──


「答えはわかってるけど、きいてみる……かえる？」


「まさか」


　勝手口に鍵かぎがかかっていることを確たしかめた陰かげる子こが、くすくすと肩を震ふるわせながらゴルフバッグから一本の太い傘かさを引き抜いた。ひどく重厚な造りをした、どこか棍こん棒ぼうのような印象の傘。


　陰子は勝手口の前から離はなれ、近くにあった窓の前へと移動する。それから彼女はこちらを振り向いて、まるでお茶でも誘うかのような気軽さで首を傾かしげた。


「壮行曲のようで気分が乗る、というのが一つ。少々派は手でに騒さわいだところで外には聞こえなくなった、というのが一つ。向こうが今更何をしようとも、素す敵てきさんの居場所がわかったのならば立ち止まる必要はない、ということが一つ。わたくしの主張としてはこんなところなのですが、いかが？」


　異い議ぎなし、と浩こう介すけ達は無言をもって彼女に答えた。


「それでは」


　周囲を包むクラシック音楽を支配する指揮者のように、陰子は大きく腕を振ふりかぶる。そしてその直後──窓ガラスの砕け散る音が、指揮者に加入を許された新たな一員としてオーケストラに加わった。





　非常灯がついているだけの庁舎内。薄うす暗ぐらい廊下にあのナースの姿はなかった。がらんとした待合所も、『本日の受付は終了しました』との札が立てられているカウンターも、当然ながら無人だ。浩介達は警けい戒かいしながらさらに周囲を探るが、あの女の気配けはいはどこにもない。


「くそ、いないぞ……どこだ!?」


「消えるわけがありませんわ。どこかにはいるはずです！」


　こうなれば建物の中をしらみつぶしに捜していくしかないか、と考えていたとき──


　微かすかな音が耳に届いた。


　建物の中に入ったことで外のクラシック音楽は小さくなっている。だからこそ聞こえた、下方でドアが閉じられたような音。


「地下か！」


　周囲を見回し、地下に続く階段があるのを発見。《立入禁止》という立て札が置かれていたが、それは逆に確かく信しんを強める意味しか持たない。無視して駆け降りる。階段途中の踊り場には古ぼけた椅い子すや机が折り重なり、軽いバリケードのようになっていた。それを乗り越え、さらに下りる──そして階段の終着点で浩介達を出迎えたのは、一枚の扉とびら。


　鉄製で、よほど古いものか、軽く錆さびが浮いている。見るからに重く部厚そうだった。窓のようなものはなく、扉の上部にあるプレートの文字は掠かすれていて全く読めない。おそらく使われなくなった資料室のような場所だろうが。


　陰子がそのノブを捻ひねるが、当然のように開かない。舌打ちした彼女は無言で傘かさを振り下ろす──だが鉄製の扉は破れない。ならばとノブに狙ねらいを変えるが、そちらも金属製だった。苛いら立だったように陰かげる子こが何度も傘かさを打ちつけるが、逆にその太い傘のほうが捩ねじれてしまう。


「ああもう……！　よく見れば、このノブだけ妙に真新しいですわ。つい最近に換えられたものでしょう！　ええい、どうすれば……！」


「でも──それ以外は、多た分ぶん、昔のままだね」


　と、陰子の横から伊い万ま里りが扉の前に進み出る。瞳ひとみを細めて片手を伸ばし、そっと扉の表面を撫なでる。


「うん……ドアの固定具は、古いまま。だったら、ひょっとして、いけるかも……」


　そうして伊万里は一歩後ずさり、一つ息を吸ってから、


「えいっ！　……っ、たぁ……！」


「つ、塚つか原はらさん!?」


　彼女はその分厚い扉とびらに肩口からぶつかっていた。鉄と肉が衝しよう突とつする嫌いやな音。扉に変化はない。彼女はまた後ずさり、また肩口から体当たりする。弾はじき返される。


「ちょ、大丈夫か、あんま無理は……！」


「浩こう介すけくん。今は、無理、しなきゃいけないときだよ？　……つっ、あ！　でも、なかなか、《倒れ》ない、ねぇ……！」


　駆け寄ろうとした浩介を、伊万里の背中が拒絶する。辛つらそうな息を吐きながら、突進しては弾き返されてを繰くり返す。


「塚原さん。わたくしに、何か手伝てつだえることはありませんか？」


「ついにも……」


「も、勿もち論ろん俺おれもだ！　いくら塚原さんでも一人ひとりでその扉をぶっ倒すのは無理があるだろ！」


「無理……？　そうかも、ね。うん。今のままだと、無理かも。だから」


　何度目かの失敗。弾き飛ばされ、よろよろと身を起こした彼女がようやく一同のほうを向く。視し線せんを向けたのは協力を申し出た中の誰だれでもない。


「黒くろ崎さきさん。お願ねがいがあるの」


「……んだよ。てめーに倒せねえもんがあたしに倒せるわけねえだろ」


　伊万里は柔らかな表情のままで首を横に振った。


「違うの。そういうことじゃなくて……黒崎さん、浩介くんにいつもやってるよね。《呼吸》で身体能力を高める、みたいなやつ。あれ、私にもやってくれないかな？」


　空くうは一いつ瞬しゆん、ぎょっとしたように目を剝むいた。


　驚おどろいたのは浩介も同じだ。確たしかに、空にはそういうことができる。人間の身体からだに効率的に酸素を運び、その身体能力を高めてブースト状態にする最高の《呼吸》──《呼吸耽溺症ブリーズフイリア》の彼女はそのリズムを知っている。そして空以外の人間も、ブースト状態にある彼女の呼吸に自らの呼吸を合わせることで、ある程度はその恩恵を受けることができるのだった。


　浩介は今までに何度かその力を借りたことがあった。だが自分以外の人間に空が呼吸ブーストをかけたのは見たことがない。伊い万ま里りがそれを求めるというのは、浩こう介すけにとっては全く予想外のことだった。


　一同が見つめる中、伊万里は静かに言葉を続ける。


「黒くろ崎さきさんは……あまりみんなに、そういうことしたくないのかもしれないけど。だから多た分ぶん、今までやったことないんだと思うけど……それでも、お願ねがい。黒崎さんの《最高の呼吸》は、私の身体からだがものを倒すために、そうして気持ち良くなるために覚えた変容も──きっと最高のものにしてくれる」


　空くうはやぶ睨にらみの表情になって、


「今までやったことねえ、てのはその通りだ。だからてめーが欲しがってるような効果が都合よく出るとは限んねぇし……そもそも、てめーの言う通り、今までやらなかったのはそんな気にゃなれなかったからだ。今だってそれは変わってねぇ」


「それでも、お願い、だよ。それ以外に理由が必要なら言うけど……」


「理由だぁ？　言ってみろよ」


　伊万里はさらにその微笑を深めた。乱れた呼吸で、汗まみれの顔で、転んで汚れた身体で──それでも、いつも通りに。


「うん。あのね──私達、きっと、ライバルだよね？」


「っ……」
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　浩こう介すけには意味のわからない台詞せりふだった。だがどうしてか、空くうはぴくりと眉まゆを揺らす。


「それはきっと、私達だけじゃなくて、藍あい坂さかさんも入れて三人で。で、黒くろ崎さきさんは、きっと卑ひ怯きようなこととかがあんまり好きじゃない人だと思うの。正面から戦って勝ちたい人だと思うの。あんまり考えたくなくて、絶対にそうなっちゃ駄だ目めだけど、もし間に合わなくて藍坂さんがどうにかなっちゃったら、ええと……そうすると黒崎さんは、きっと心の底から勝ったとは思えなくて、ずっとムズムズする気持ちのまま──」


「あああああああ！　ちょっと待て、黙だまれ、お前ちょっと黙れ！」


「うん」


　要求通りに言葉を止める伊い万ま里り。ちょこんと首を傾かしげた彼女に対し、空は頭を搔かきながら嘆たん息そくした。


「ああくそ……こっ恥ずかしいこと言ってんじゃねえよ。いや、あたしにゃなんのことだかサッパリだったけどな、なんとなくだ。だから……あまりにこっ恥ずかしくて、もうテメェの話なんて聞いてらんねーから……」


　伊万里はふんわりと頰ほおを緩ゆるめた。


「『仕方ないから、やってやるぜ』みたいな？」


「ちっ……つーかよ、テメェ、実はその肩外れてんだろ。お前もボケだな」


　浩介はぎょっとして伊万里を見やる。よく見るとその左腕はだらんと身体からだの脇わきに垂れているだけで、さっきから全く動いていなかった。


　呆あきれに満ちた息を吐き、空はヘッドホンを外した。不ふ機き嫌げんそうに伊万里に近付く。対照的に伊万里は微笑で彼女を抱だき締しめた。勿もち論ろん、片腕だけで。


「ボケ、呼吸が聞こえりゃ別に抱きつかなくていいんだよ！」


「あれ？　だって黒崎さん、いつも浩介くんとこうしてるよね？　まさか必要がないのにそうしてるわけじゃないよねー？」


「っ……んだよ、お前、可愛かわいい顔しやがって意外に腹黒じゃねえか……んっ、ほら、聞けよ。合わせろ。すう、はぁ──」


「あはは。黒崎さんが素直すぎるだけで、多た分ぶん……女の子ってね、実は、みんなそうなんだよ……はぁ、すう……っ！」


　ほどなくして、二人ふたりの身体が同時にぴくんと震ふるえた。


　やれやれ、というように頭を振ってから、すぐに空がヘッドホンを被かぶり直す。彼女から身を離した伊万里は、軽く頰ほおを上気させながら、


「ああ……すごいね、これぇ……はぁ。うん。今なら、いけそう。わかるよ。どこが弱いか、どこにどのくらいの圧力を加えれば、その弱いところに衝しよう撃げきを伝えて、《倒せる》か。さっきよりも、すっごく、はっきり……！」


「オーケー。じゃあ今度は俺おれも手伝てつだうぞ。一人ひとりより二人のほうがきっと楽だよな。どこを狙ねらえばいい？　タイミングも合わせたほうがいいだろ、教えてくれ」


　伊い万ま里りの腕が痛々しい。けれど止やめろと言っても聞かないのはもうわかっていた。ならばせめて、これ以上負担をかけたくないと思った。


「浩こう介すけくん……」


「わたくしもお手伝てつだいさせていただきますかね。ずっしりとした重量のあるこの傘かさ、全力で叩たたきつければ体当たりに負けないほどの圧力は生み出せると思いますわよ？」


「……ついも、やる……」


「お前は軽いし、みんなで一斉に突っ込んだら潰つぶれちまうぞ。悪いことは言わんから止めとけ」


「……しょぼん……」


　一いつ瞬しゆんだけ笑ってから、すぐに伊万里が顔を引ひき締しめる。扉とびらに手で触れ、浩介と陰かげる子こが狙ねらうべきポイントを指示した。浩介は扉の下部。陰子は扉のやや上部。そして──


「いち、にの……さんっ！」


　タイミングを合わせ、三人が同時に攻こう撃げきをかける。浩介は助走をつけて滑すべり込みながらのスライディングキックで。陰子はたたたっと踏み込んでの傘の一振りで。伊万里は歯を食いしばりながらの体当たりで。


　それら全すべてが合わさり──ばきん、という異音。


　老ろう朽きゆう化かした扉の留め具がその衝撃で外れ、ゆっくりと、《倒れて》いく。


　そのときばかりは、伊万里もその快楽に浸るようなことはなかった。浩介や陰子と同じく、勢いのままに部へ屋やの中に倒れ込んで、その姿勢のまま顔だけを上げて──


「あ……あんた、達……！」


　部屋の中にいた、捜し求めていた彼女と、久しぶりに視し線せんを合わせていた。






第五診「藍坂素敵の症候群」-Suteki Aisaka is-
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「藍あい坂さか！」


「素す敵てきさんっ!?　ご無事ですか！」


「藍坂、さんっ！」


「すてき……！」


「……」


　一同はすぐにドアの破は壊かいで崩れていた体勢を立て直し、その部へ屋やの中に乗り込む。がらんとした、コンクリート打ちっぱなしの部屋。頭上に揺れる頼りない電球だけがその部屋をぼんやりと照らし出している。


　その部屋の奥に、彼女はいた。


　両腕は頭の上で縛しばられ、そのロープが括くくりつけられている柱に彼女は背中を預けて座っている。服装は浩こう介すけの家から攫さらわれたときと同じ、浩介が貸したパジャマ姿だった──ただし、上半身だけ。下半身には穿はいていなかった。ただ小さな下着だけがあり、足首にもロープが巻かれている。


　頭の奥でひどく獰どう猛もうな何かが暴あばれ始める気配けはいがあった。浩介は素敵の隣となりに立っていた女の姿を睨にらむ。二十代前半ほどの若い女で、今風の女子大生のような化粧をしていた。そして聞こえてきたのは、やはり素敵が攫われたときの声。


「おやおやぁ……やっぱりババーンと登場しちゃったのね。いけないわいけないわ、こんなところにドアを壊こわしてまで入ってくるなんて。ペシペシっておしおきが必要──わっ」


「死になさい！」


　浩介に先んじて、陰かげる子こは女を見た瞬しゆん間かんにその獣けものを躊ちゆう躇ちよなく解き放っていた。傘かさを構えて全力疾しつ走そうし、その先端を突き込む──女は予想外に素早すばやい動きでそれを回かい避ひした。


「赦ゆるされざる罪を犯しましたわね、貴女あなた……全力で後悔させてさしあげますわ！」


　女は陰子から距きよ離りを取り、身に着けていた上着を脱ぎ始める。その下には勿もち論ろんナース服。


「クスクス、って笑っちゃうわよぉ。ここまで来ちゃったんならしょうがないわよね、嬉うれしい、すっごく嬉しいわ。だってあなた達にお注射できるんだもの！」


「この変態女は、《注射耽溺症インジエクシヨンフイリア》よ……気をつけて！　ボスは市長で、その手下……！」


「ええ、わかっておりますわ、素敵さん。何もご心配なさらず」


「手下かぁ。まあ手下かな？　あ、ちなみに変態女って呼ばれ方はさすがにあれだから一応言っとくけど、私の名前は鳳おおとり美み夜や子こね。で、私がこうして真ま理ことさま直属みたいな感じで働くようになったのはさあ、とっっっっっても気持ち良かったから今でもビクンビクンらめぇって思い出すんだけど、前に我慢できなくなって受け持ちの患者さんにイケナイお薬をプスプス注射したら死んじゃったことがあって、三人くらいだったかな？　とにかくそれが気持ちよかったのはいいけどバレちゃって、でも院長だった真理さまがコッソリと処理してくれてそれ以来お手伝てつだいをするように」


　長話を聞く気はない、ということを示すように陰かげる子こが傘かさを振るう。女──美夜子は再度回かい避ひ。くすりと彼女は笑って、今度はナース服のボタンに手をかけた。外していく。膨ふくらみが零こぼれかける。


　だが見るべきはそれではなかった。その胸の谷間に、ナース服の裏地に無数に据え付けられている──注射器。以前に見た、投げて刺さるとピストンが動いて薬液を送り込むように改造されたものだろう。続いて彼女はスカートの裾すそも破る。太ふと股ももにも注射器を挟んだベルトがあった。


　彼女はそこから何本かの注射器を指で挟むようにして抜き取った。ぬらり、とどこか淫いん靡びにその先端から雫しずくが零れるのが見える。


「ああ……いいわあ、お注射、お注射！　ズブズブって誰だれかのお肉に刺さってグイグイって薬が身体からだの奥深くに入っていく感覚！　この気持ち良さ、わかるかしら!?　わからないわよねぇ。そこのぼーやは別の意味で私にお注射した～い、ズブズブ刺した～い、って感じだと思うけどダメー！　私が刺すの、刺してあげるの！　ほら、さあ、お注射の時間ですよぉ！　看かん護ご婦ふさんの言うことは聞きましょうね！」


　美夜子は楽しそうに言いながら、指に挟んだ注射器を高速で投とう擲てきしてきた。何本も何本も。陰子はそれを傘で弾はじいた。下へ手たには移動できない──陰子の背後には、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様よう子すでへたり込んでいる伊い万ま里りの姿があった。陰子が弾き損ねた注射器の一本が彼女に向けて飛び、陰子がはっと振り返るが、


「……二千ポイント、消費」


　終ついが伊万里を抱きすくめるようにしてそれを強制回避させる。しゃーねーなー、というように息を吐きつつ、それから空くうが伊万里をずるずると引ひき摺ずって後退させていくのが見えた。


　浩こう介すけが前に顔を戻すと、陰子が注射器を弾く合間にちらりと視し線せんを向けてきた。


　わかってるさ、と浩介は頷うなずきを返す。


　やるべきことは、ただ一つだった。


　本当の意味で、この女を無力化するのは──結局のところ。


　彼女一人ひとりにしか、できない。





　浩こう介すけは注射器の雨の中を走る。その雨粒を弾はじく陰かげる子この傘かさを本当にありがたく思った。


　そうして辿たどり着いたのは、勿もち論ろん、囚とらわれのお姫様の前。


「那な霧ぎり、浩介……」


　浩介はその前にしゃがみ込み、持ってきた鞄かばんを下ろす。そしてぽりぽりと頰ほおを搔かいた。


「あー……先に言っとくが、不可抗力、だよな、これは。見たくて見てるわけじゃないっつーか、いや別に見たくもないっていうわけでもなくて──ええと。とにかく、怒るなよ」


「な、何がよ？」


　まだ気付かないのか。まあ囚われの身だったし、感覚がマヒしているのだろう……普通に言ってもつまらないし、折せつ角かくなので、今この瞬しゆん間かんにしか言えない台詞せりふで多少アグレッシブに攻めてみることにした。


「……お前、結構エロいパンツ穿はいてんのな」


「ひ──あ、わーわー!?　ちょ、違くて、これは普段ふだんはこんなんじゃないけどあのときはたまたまもしかしてひょっとしてとかあるかもって、いやそれも違くて、見るにゃ、とにきゃく見るなーっ！　しゅ、しゅじゅちゅするわよっ！」


　パンツを隠そうとしているのか、顔を真まっ赤かにしたまま、縛しばられた足を尺取り虫のように動かしてぎっこんばったん。


「こら暴あばれるな、今解ほどいてやるから！」


「じゃあさっさとしなさい！　そして目を閉じにゃさいー！」


「見てなきゃ解けねえよ！　しかし固いな……これは終ついから預かったコイツの出番が」


「ひょわっ。ほ、包丁……？」


「おう。隙すきあらばポイント溜ためるために持ってきたんだってさ。持ってけ、って感じでついさっき渡された」


　二人ふたりが視し線せんを向けると、伊い万ま里り達の回かい避ひ役として頑がん張ばっていた終が、ぶい、と無表情にピースサインを出してきた。


「塚つか原はらさんは肩が外れるくらい頑張ってあの扉とびらを開けたし、それは黒くろ崎さきのやつが塚原さんをパワーアップさせたからだし……俺おれは特になんもしてないからいいけど、後であいつらに礼言っとけよな」


「うん。当たり前でしょ……」


「よし切れた。手のほうも──よし、っと」


　素す敵てきの戒いましめを完全に解く。彼女は即座に上半身をぺたんと前に倒し、両手をお尻しりに回してパンツを隠そうとする。何か爆ばく発はつ寸前の怒り涙目だけがうぐぐとこちらを見上げていた。


「まあ待て、いろいろ言いたいことはあるだろうが、今の俺はきっとお前にとってのサンタクロース。お前がすげぇ欲しいはずのプレゼントを持ってきてる」


　と、浩介はさっき終の包丁を取り出した鞄をさらにまさぐる。こんなこともあろうかと、というやつだ。


「お前の居場所がわかったらすぐ突入するつもりだったからな。一応、家から持ってきてたんだ。悪いけどお前が俺おれんちに置いてたお泊まりセット、開けさせてもらったぞ」


「あ……」


　それは素す敵てきの戦せん闘とう装しよう束ぞくのようなものだった。


　制服の上下一式。そして、白衣。


　そして、折り畳まれたそれらの上には──


　メスがある。


　身を起こした素敵は、じっとそれを見つめていた。何かに迷っているような顔で。


　背後からは注射器が割れる耳障りな音が途と絶だえることなく聞こえている。陰かげる子こが傘かさを振るい、投とう擲てきされた注射器を叩たたき落としている音だ。無理に近付くことはせず、ひとまず防ぼう御ぎよに徹てつして攻める機き会かいを窺うかがっているのだろう。だがそれがいつまで保もつのか。急がねばならない。


　それでも──やっぱり今言っておかなくちゃな、と浩こう介すけは息を吐いた。


「ごめんな」


「え？　な、何よ突然」


「お前が攫さらわれたときにしてた話だよ。やりたくないんだろ、とか、止やめりゃいいのに、とか……少し、言いすぎた。ごめん」


「わ、私も──その、少しムキになってたかもしれない、わね。別に、気にしないでいいわよ……それに」


　素敵は言葉を止め、ゆっくりと手を伸ばした。服の上にあるメスを、壊こわれ物もののようにそっと摑つかみ取ってから、それを見つめる。


「それに……図ず星ぼしのことだって、あんたの話の中にはあったもの。お母かあさんがいなくなって、ずっとこの役目を果たしてきて。何度かは、思ったりもしたわよ。なんで私がこんな目に、とか。もうやめたい、とか……」


　でもね、と素敵は囁ささやくように言った。


「やめるわけには、いかないの。これは私にしかできないことで。私が街を守りたいって思ってるのも、絶対に噓うそじゃない、本当のことだから……」


　メスを見つめる瞳ひとみは、どこか寂しげだった。そこで浩介は、あのときに言えなかったことを今言っておくことにした。今しか言う機会はないと思った。


「あのさ……こないだは言葉足らずだったかもしれんけどよ。別に俺は、心の底から、やめろって言ったわけじゃないんだ。一人ひとりでやるのは立派だし、それは実際お前にしかできないことなんだろう。でも──それ以外のことを全然考えないのはどうかと思って、さ」


「……それ以外って？」


「だから──ちょっとだけ休んだり。一人じゃできないんなら、誰だれかに手伝てつだってくれって言ったり。そんぐらいの選択肢は考えてもいいじゃんってことだよ」


「今までだって、手伝てつだってもらってたわよ」


「メインはお前で、俺おれ達はちょこっとだろ。結局さ、お前は楽をしようとしなさすぎるんだ。もうちっと楽してもいいんじゃねえか。みんなに七割くらい任せて、お前は大事な三割だけ持ってくって感じでも」


　ずっと考えていたことなのに、上う手まく言えない。浩こう介すけは頭を搔かいて、ヤケクソの胸中で、


「だから、つまり──手伝うとかのレベルじゃなくて！　もっと俺達を頼ってもいいだろ、ってそういう話だ！　襲おそわれて迷惑かけるのが怖いからって逃げるな！　上手く治ち療りようできないからって誤ご魔ま化かすな！　そういうことが言いたかったんだよ、以上！」


　素す敵てきはぽかんとしていた。だがすぐに、小さな微笑ほほえみのようなものを浮かべる。


「……ん。わかった、わよ……」


　けれど、その瞳ひとみの曇くもりが完全に晴れたわけではなかった。彼女はまだ、何かを躊躇ためらうような目で手中のメスを見つめている。


「あのさあ……勝手な想像で言うけど。お前、市長がメス使ってるの見て、不安になったんだろ。もし何かの間違いであんなふうに傷が治んなくて、本当に誰だれか殺しちゃったらどうしよう、って怖くなった。違うか？」


「……一いつ瞬しゆん、だけよ。そんなの、気にすることじゃないはずで、すぐに忘れた──はずなんだけど。どうしてかしら、ね……」


　仕方がない、と浩介は思う。


　素敵はわかっていないのだ。ただそれだけなのだ。


　ならば強引にでも、わからせてやるしかない──


「やれやれ……お前は、大丈夫だよ。ほれ」


「ちょ、あんた、なにっ!?」


　浩介はぞんざいに手を伸ばし、素敵が持つメスの先端を握った。


　痛い。掌てのひらが鋭するどい刃によって裂かれ、熱あつくぬめったものを零こぼし始める。けれど浩介は表情を変えなかった。じっと素敵を見つめたままでいた。


　あのときの一瞬の心の揺らぎが、今の素敵の身体からだには刻まれている。その揺らぎを忘れさせてやればいい。現実にはずっと、彼女がいつもの彼女のままであることを教えてやればいい。


「お前は、誰も殺さない。俺の腹を切ったときだってそうだ。俺はお前が誰も殺さないのがわかってて、それが当然で、絶対に変わらないことだったから、お前を信じた。今だってそうだ。ほら──治ってく、だろ。いつも通りだよ」


　手を緩ゆるめる。弱まった圧力に歓かん喜きし、拳こぶしの中に溜たまっていた血液が手首を伝い落ちる……が、彼らはすぐに自分のいるべき場所を思い出したかのように、音もなく傷口の中に戻り始めた。


　そこでようやく、茫ぼう然ぜんとしていた素敵の表情が動く。


　くすり、と喉のどを鳴らして。


　笑っていた。


「ホント、あんたは、馬ば鹿かね……なんかいろいろ考えてたのが馬鹿らしくなっちゃうわ」


　素す敵てきは思い出したのだと思う。


　自らの手が為なすことを。心の揺らぎが身体からだに忘れさせていた、彼女の常態を。


　メスを見つめる瞳ひとみは、今までの躊ちゆう躇ちよや不安に満ちたものではない。


　長年連れ添ってきた、信頼のおける相棒を眺めるような目に変わっていた。


　そしてまた、その視し線せんがちらりと浩こう介すけの顔に向けられる。何かを躊躇ためらうような数秒の間があってから、


「あのさ……どうして、ここまでしてくれるのよ。いくら治るからって、痛いのに……」


　どうして。どうしてだって？


　その言葉が、治りかけの掌てのひらの傷口にそっと滑すべり込んだ。熱ねつを持って疼うずく。その熱が身体の奥底にまで伝でん播ぱし、そこで蟠わだかまっていた言葉をゆっくりと溶かし出した。


「……俺おれの都合だよ。俺は、お前がいつも通りなのがいいんだ。お前がいつも通りに笑ってて、いつも通りに喧やかましくて、いつも通りに頑がん張ばってるのがいいんだよ。んで俺はそいつと一緒にいたいだけで、それを近くで見てたいだけで、そのためなら何だってするってだけで──ああくそ、なんだ、つまり、ええと、わかれよ。なんとなくわかるだろ？」


　全すべてを説明する一言は存在していた。簡かん単たんで単純すぎる一言。言うべきだとはわかっていたが、なぜか言えない。自分の弱さのせいか。今はそんな状況ではないと囁ささやく理性のせいか。


　わかれよって何だよ。あいつに預けてどうする。恰かつ好こう悪い。わかるわけがない。さあほら、気合いを入れてもう一度だ、那な霧ぎり浩介──と、唇を嚙かんで顔を上げたとき。


「……ん」


　こくん、と素敵は頷うなずいていた。俯うつむき加減に、メスを抱だき締しめるようにしながら、恥ずかしそうに頰ほおを赤くして──理解の言葉を発していた。


「わかんないけど、わかった……」


　視線が合う。言葉が止まる。あるいは時間も止まっていたのかもしれない。心しん臓ぞうが破裂しそうな停滞の時間。


　だが次の刹せつ那な、背後からけたたましい音が連続して響ひびいた。陰かげる子こと美み夜や子この戦せん闘とう音。言うべきことを全て言えたとは思わなかったが、いつまでもこうしているわけにはいかない。浩介ははっと我に返り、


「さ、さて！　準備がよければ、ちゃっちゃと服着て行こうぜ。さすがに待たせすぎてる気がする！」


　片手で持っていた素敵の服を適当に彼女の膝ひざの上に置く。すると素敵も同じく我に返ったらしく、思い出したようにあわあわとその服を腰に引き寄せながら、


「そ──そうね！　ちょっと待ってて、すぐ着るわ……ってにゃに見てるのよ、スカート穿はくからあっち向いときなさいー！」


「わ、悪い。でも今までその中身を見ちまってたんだから、今更そんなに気にする──」


「気にするわよ！　それとこれとは話が違うの、気分の問題で、ていうか今までのも別に見せてたわけでも許可したわけでもなく！　とにかくダメなの！」


　そういうものだろうか、と女心の複雑さに内心で首を傾かしげる。


　ともあれ、素す敵てきは一いつ瞬しゆんでいつもの素敵に戻っていた。さっきまでの、自分が素敵のために動く理由──その話の雰囲気は雲うん散さん霧む消しようし、もう影かげも形もない。


　今はとりあえず忘れておこう、ということなのだろう。浩こう介すけも同感だった。


　これから、自分達にはすべきことがある。ようやく為なせることがある。


　急いで服を身に着け始めた素敵から、浩介はそっと視し線せんを逸そらす。


　代わりに視界に入ったのは、勿もち論ろん。


　素敵の復活を誰だれよりも待ち望んでいたであろう、宵よい闇やみヶが原はら陰かげる子この姿だった。





　横向きに広げられた傘かさがくるくると回る。瀟しよう洒しやな図柄の傘布が、風車のように美しい残像を描き出す。その回転速度は一定ではない。きゅるる、と一瞬だけ速まって──そして同時に、液体の詰まった容器が弾はじけ飛び、コンクリートの床ゆかに滲しみを作る。


　美み夜や子こは不ふ機き嫌げんそうに言った。


「えー、防ぼう御ぎよしてばっかりでつまんないわつまんないわ。突っ込んできてよ、プスッと刺させてよ。傘で弾いたりしないで、あなたの首にお顔に腕におっぱいに太ふと股ももに挿入させてよ。そしてぴゅるぴゅると出させてよ。ああ、想像しちゃうわ。もう我慢できないの！　ねえ、床を転げ回って嘔おう吐として蛙かえるみたいにぴくぴくするお注射をしてみない？　今後ずっと涎よだれと小便と大便が垂れ流しになるお注射をしてみない？　目に映るもの全すべてが怪物みたいに見えて包丁を振り回し続けるようになるお注射をしてみない？　何をしても火ほ照てりが収まらなくなって延々とあそこを弄いじり続けるようになるお注射をしてみない？」


「お断りしますわ。それにしても下品な女ですわね、わたくしのようにもっと優ゆう雅がに参りませんこと？　焦あせることはありません……多少は傘に穴も空あきますが、このくらいならばまだまだ貴女あなたのお相手は務まるペースですわ。ダンスのお相手はたくさん控えておりますし」


　言葉通り、陰子は注射器を弾いたことで穴の空いた傘を投げ捨て、代わりの一本を背中のゴルフバッグから取り出した。美夜子はそれを見て肩を竦すくめ、対抗するように服の下から新たな注射器を摘つまみ取る。


「しょーがないわねぇ……とっておきだけど、パパーンと使ってみましょうか。私はね、本当にいろんな注射をしてみたいの。それだけで満足なの。だからいろんな種類のお注射を持ってるわ」


「持ちすぎですわね。まだ弾切れにならないのですか……率直な疑問なのですが、そんなに持っていて中身の把握ができますの？　いざわたくしに刺さったときに、毒薬だと思っていたものが栄養剤だったりしたら折せつ角かくの機き会かいが勿もつ体たいないでしょう。まず自分の腕に刺して効果を確たしかめてみるというのはいかがでしょうか」


「ご心配ありがとー。でも自分の腕に刺すのはなんか違うのよねぇ……あとこの特製注射器、ちゃんと貼はってあるラベルで色分けしてあるから間違えたりしないわよぉ。赤は睡眠薬で、青は筋きん弛し緩かん剤ざいで、黄き色いろはイケナイお薬でぇ……ふふふ、それでね？　今持ってる、この黒は──さあ、一体何かしら!?　当ててみてよ！」


　指で挟んだ注射器を投とう擲てき。陰かげる子こは再び横向きに開いた傘かさを回転させ、傘骨と傘布で捩ねじるようにしてその注射器を防ぐ。が、その注射器は特別製だったのか、弾はじき飛ばされることなくその瞬しゆん間かんに割れた。瞬間、周囲に漂い始める異臭。


　陰子がはっと手中の傘を見下ろした。そこには、大きく広がる、焦こげたような穴。


「何かの薬品ですか……!?」


「ピンポーン、と正解。とっておきの濃のう硫りゆう酸さんよぉ。これをお注射するとね、ふふふ、うふふふ、うふふふふふ！　とっても楽しいことになるの！　傘で弾いてもいいわよ、もう出し惜しみしないことにしたから！　どんどん投げるから！　傘が全部ぼろぼろになったら、次はあなたの身体からだにプッスリよ!?　うふーっ！」


　ぷるりと身体を震ふるわせてから、美み夜や子こはさらに注射器を取り出す。スカートを大きく捲めくって、自分の胸を愛あい撫ぶするようにその谷間に手を入れて。


　しかし陰子は慌てることなく、ただ嘆たん息そくした。


「やれやれ……では、わたくしもとっておきを出すことにいたしましょう。わたくしのコレクションの中でも秘中の秘、これが見られるなんて運がよいですわね」


　陰子は後ろ手にゴルフバッグの中をまさぐり、その中の一本の柄えを握る。武士のようにそれを引き抜いた途端とたん、美夜子の硫酸注射器が投げられて──


「は……？」


　刹せつ那な、愕がく然ぜんと目を見開いた美夜子がそんな声を漏らしていた。対照的に、


「ああ、美しい！　ふふふ、やはりこれは素敵すてきですわぁ……高貴にしてエレガント、他の追つい随ずいを許さない唯一無二の輝かがやき……こんなときでもなければ使えませんでしたわ、あ、んっ……礼を言わせていただきましょう……？」


　手中の傘をうっとりとした目で見つつ、陰子は快楽を隠しきれない声こわ音ねで呟つぶやく。その傘の布地を溶かすはずの、間違いなく直ちよく撃げきしたはずの硫酸注射器は──何の効果も発揮せず、ただ、床ゆかに落ちて割れていた。


　理由は単純だ。見ればわかる理由だったが、美夜子にはとても信じられなかったのだろう。


「ちょっと。何よ、それ……？」


「純金製の傘ですが何か？」


　お嬢じよう様さま然とした態度で、陰かげる子こは小首を傾かしげて微笑ほほえんだ。
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　薄うす暗ぐらい地下室の中で燦さん然ぜんと輝かがやく、黄金の傘かさ。骨組みは元より、傘布に当たる部分までもが金の薄膜で作られている。さすがに布のようにフレキシブルに折り畳めるわけではないので、全体的に弧こを描くのではなく直ちよく線せん的てきなフォルムをしていた。


　苦し紛れに美み夜や子こがさらに注射器を投とう擲てきする。陰子は純金の傘を惜しげもなく盾たてにしてその注射器を弾はじく。当然のように、飛び散る硫りゆう酸さんの雨が彼女の身体からだを濡ぬらすことはない。傘という道具は雨を防ぐためにある。


「王水ならともかく、ただの濃硫酸では金は溶けませんわよ。ふむ、化学という教科の実用性もなかなかに侮あなどれませんわね」


　愕がく然ぜんとした表情で動きを止めた美夜子を見やり、陰子は金の傘をくるくると頭の上で回しながら呟つぶやいた。それは彼女の意志の表れだ。時間稼かせぎは済んだ。もうこれを盾として使う必要はない──という。


　彼女は見ていた。音もなく美夜子の背後に忍び寄る、白衣の姿を見ていた。


「今まで、わたくしが貴女あなたを叩たたきのめさなかった理由は一つですわ。貴女は先生のリハビリ相手として丁度良い患者だと思いましたのでね。さて、先生の準備が整ととのったようです──それではお休みなさい、患者さん。ご心配なく、先生は名医ですからね？」


　はっと美み夜や子こが振り向いたときには、もう遅い。


　白衣を翻ひるがえす彼女はもう、いつもの彼女で。


「執刀──《注射耽溺症インジエクシヨンフイリア》を、切除する！」


　素す敵てきのメスは、迷いなく、美夜子の首筋を切り裂いた。
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「素敵さん、ああ、素敵さん！」


「ちょ、もう大丈夫だってば、陰子さん……そんなに抱だき締しめられると、苦しい……そうだ。まりー、大丈夫？」


「あ、うん。こっちのほうの腕はなんともないし、こっちの腕も動かないだけで今はあんまり痛くもないし。とにかく、藍あい坂さかさん、無事でよかったぁ……」


「……ギリギリ。だった？」


「まーね、いろいろやられそうになったけど、なんとか。今考えると、あんときが一番ギリギリだったわね……まさか、本気で飲むつもりだったのかしら……？　うう」


　と、素敵はぶるると背筋を震ふるわせていた。何か嫌いやなことでも思い出したのだろうか。


　それから素敵は気を取り直したように顔を回し、


「くーも、来てくれたのね」


「……来させられたんだよ。取引っつーか脅きよう迫はくでな。詳しい内容はそのボケに聞け、あまりの変態っぷりに感動すること請うけ合あいだぜ。けっ」


　ぶっきらぼうな空くうの言葉に、素敵は怪け訝げんに首を傾かしげる。だが詳しいことを聞くのは後回しにしたらしく（浩こう介すけにとっては助かった）、


「とにかく──みんな、ありがとう。ごめんね、いろいろ」


「正直、もっと早く相そう談だんとかしてくれてればこんなことにはならなかったよな。報・連・相ってやつはきちんとしてほしいですな、部長さん」


「だ、だから謝あやまってるじゃない！　もう……」


「さすがのわたくしもいろいろと素敵さんに言いたいことはあるのですが、今は止やめておきましょう。それで、これからどうなさいますか？　素敵さんはずっと身動きが取れなかったのですから、体力をかなり消費しておられるでしょう。一度どこか安全な場所に」


「いいえ」


　短く言って、素敵は地下室の天てん井じようを見上げた。その表情は険しい。


「体力は大丈夫。それから──この建物の中にもう一人ひとり、重度罹り患かん者しやがいるわ」


「もう一人って……ひょっとして、市長か？」


「確かく証しようはないけど、あの女の可能性が高いでしょうね」


「いやでも、なんで見てもいないのに……って、アレか……」


「うん。最近なんとなくわかるようになってきた、って言ってたやつ」


　素す敵てきの救出で安あん堵どを覚えていた浩こう介すけの胸に、また暗いものがぞわりと浮かび上がってくる。強くなっている変容。それは症候群シンドロームの進行と同義なのか。


「とにかく──あの女は、今、やっておきたいの。放っておくと危険だわ」


　その言葉で、浩介は胸中の暗い予感を無む理り矢や理りに振り払った。素敵は既すでにこれからやることを決めている。考えを変える気はないようだった。ならば、自分達がすべきは──


　浩介が医術部の一同と視し線せんを合わせたのは一いつ瞬しゆんだった。それだけで意志統一は済んだ。


「素敵さんにこのようなことをした敵首しゆ魁かい。無む論ろん、討うつ必要がありますわ」


「私は、あんまり力になれないかもしれないけど……逃げられても困るしね」


「……だいじょうぶ。ついが、まりー、フォローする」


「へいへい。どうせあれだろ。嫌いやだっつってもまたあたしの靴下──」


「言おうとしてたのはその通りだが今は説明が面めん倒どうだからストップしてくれ頼む！　え、ええと、俺おれも行くぞ勿もち論ろん！　ははは！」


「靴下……？　まぁいいわ。とりあえず上ね。何が起こるかわからないから注意して」


　倒れた美み夜や子こを残し、一同は地下室を出る。素敵の後を追い、階段を上って一階へ到達。まだ上のようだった。重度罹り患かん者しやの位置を感じ取っている素敵の歩みに迷いはない。行くべき場所が最初からわかっているかのように、ただ無言で歩を進める。薄うす暗ぐらい廊下を歩き、別の階段を上り、さらに市庁舎の上階へ。


　そして素敵は一枚のドアの前で足を止めた。


　鍵かぎはかかっていないようだった。一つ息を吸い、素敵はそのドアを押し開ける。


　そこにいたのは勿もち論ろん、


「錆さび花はな、真ま理こと……！」


「──ふむ。美夜子の気配けはいが感じられなくなったのは、やはりそういうことか。然しかるに、何な故ぜ逃げない？」


「決まってるわ。あんたを治ち療りようするためよ」


　その部へ屋やの異様な圧迫感に、素敵は一瞬だけ眉まゆを寄せていた。だが真理へ向ける視線が揺らぐことはない。はっきりとした口く調ちようで告げる。


　部屋に照明はなかった。だがそれなりに明るかった。四方の壁を埋め尽くすように存在する、数多のモニターの光のせいだ。窓すらも潰つぶし、隙すき間まなく据え付けられているモニター。そこに映し出されているのは街のありとあらゆる場所の光景。繁はん華か街がいだけではない、ただの住宅街や、路地や、公園……それらは数秒ごとに明滅し、別の場所を入れ替わり立ち替わり描き出している。予想通り──やはり真理はこの監かん視しカメラシステムを私的に支配しているのだろう。


　奥の壁かべの中央付近にはコンソールのような場所があり、真理はそこの椅い子すに座っていた。タイトスカートの足を組み、慌てた様よう子すもなくこちらを見つめている。


「治療か──よいかね？　言ったと思うが、君のしている行為は愚行だ。我々が抱くそれは病気などではない」


「病気よ」


「違う。君は知っているはずだ。我々のような状態に陥った人間は、常じよう識しきでは考えられない精神と肉体の能力を発揮する。たとえば花が好きな者はあらゆる花の香りを嗅かぎ分けられる能力を。たとえば刃物が好きなものは誰だれよりも上う手まく刃物を扱える能力を。他ほかの誰にもできない、その他の人間には百年かかっても到達できないような、現在の科学や医術や物理の常識では考えられないような現象だ。それは人間の限界を突破していると言い換えてもいい。よいかね？　《人間の限界を突破した人間が発生する》というその現象を、一言で言い表そうとするなら──君の言葉より、やはり私の言葉のほうが正しいはずだ。それは《進化》だと」


　浩こう介すけは絶句する。かつて見た重度罹り患かん者しや達の姿を思い出しながら絶句する。この女は何を言っているのか。あれを、あんなものを──進化などという言葉で呼んでいいはずがない！


「症候群シンドロームの変容で、普通の人間にはできないことができるようになるからって……？　ふざけないで。その代わりに、彼らは大事なものを失うわ。人としてけっして失ってはいけないものを失うわ！」


「倫理や常識かね？　君は固定観かん念ねんに囚とらわれている。人としてけっして失ってはいけないものを失っている、のではない。逆に考えてみたまえ。生物として進化した人間がそれを失っているのだから、それは元より必要なものではなかったとは考えられないか？」


「自分の快楽のために、人を殺すようになることが!?　馬ば鹿かじゃないの!?」


「やはり理解してくれないか。残念だ」


　軽く首を横に振った真ま理ことが、ふうと嘆たん息そくする。それから思い出したように、


「残念と言えば、今の状況も私にとっては多少残念ではある。どこで間違えたか──ふむ、やはり横おう着ちやくはよくなかったな。いくら確かく実じつに君を連れ去るためだとはいえ、美み夜や子こを使ったのはまずかったか。顔を隠させたことが逆に注意を惹ひいたのだろう？」


　浩介達は答えなかったが、彼女は一人ひとりで納得して頷うなずく。


「こんなことになるのならば、先にしておけばよかったか。細かい仕事に使うことはできなくなっていただろうが……」


「……しておけば？」


「君には説明しかけていたがね。私の《進化を探求する進化》が、私にもたらした力は大きく分けて三つだ……よいかね？　一つ、私は他の《進化した人間》の位置を感覚的に知ることができる。進化が完成に至っていない君や、後ろにいる彼女達のような例外は別として。二つ、私がメスで進化者を傷つけたとき、その進化者は自らの進化を増進させる」


「暴ぼう走そうさせる、と簡かん単たんに言えばよろしいのですわ。研究者気取りの市長様」


　吐き捨てるように陰かげる子こが呟つぶやく。浩こう介すけもまったくの同感だった。


　真ま理ことはそれを気にすることなく、


「而しかして、三つ目──それも、メスで進化者を傷つけたときの現象だ。進化を求める私は、その人間の進化をある程度複製し、自らの内に受け入れることができる。さすがに本人のものよりレベルは落ちるが」


　素す敵てきがはっと瞳ひとみを揺らした。信じられないといった声こわ音ねで、


「症候群の変容をコピーしてるっていうこと!?　そんな……それが《症候群耽溺症シンドロームフイリア》の変容……！」


　素敵は唇を嚙かみ、真理を睨にらみながら続けた。


「メスで傷つけると暴走して、その変容があなたに感染する……なるほどね。同じメスを使った行為でも、あなたのそれは私のものとは真逆。それは手術汚染コンタミネーシヨンだわ」


「なんとでも好きに呼べばいい。畢ひつ竟きよう──私はただ、これを伝えたかっただけなのだよ。降伏しないかね、と。私は君達の進化に興きよう味みがある。それを見て、知って、感じているときにとてつもない快楽を覚える。大人おとなしく私のものになってくれるのなら危害は加えないと約束しよう。今すぐ回れ右して地下室に戻ってくれないだろうか」


「……」


「いや、しかし……そこの少年は違うな。不ふ思し議ぎな気配けはいはするが、まだ進化してはいない。いろいろ知られてしまったし、悪いが彼にだけは死んでもら──」


「お断りよ」


「断りますわ」


「い、嫌いやです！」


「……だんこ、きょひ……」


「握にぎり潰つぶすぞ」


　くだらなさすぎる提案に固まっていた一同が、なぜかそのタイミングで声を合わせて一斉に拒絶の言葉を発した。


　やれやれ、と真理は嘆たん息そくしたようだった。


「よいかね？　今のはつまり、君達に勝ち目はない、ということを説明したのと同義なのだが」


「どこがよ。何にしても、今ここにいるのはあんた一人ひとりだけで──」


「その通り。今ここにいるのは、だな」


　そこで真理は椅い子すの上で上半身を捻ひねり、背後のコンソールを軽く弄いじった。


　その途端とたん、部へ屋やの中に音楽が流れ始める。この市庁舎に突入する寸前に外のスピーカーから聞こえ始めた、マニアックなクラシック音楽。ボリュームを捻ったかスイッチを入れたかして、真理はそれをこの部屋の音おん響きよう機き器きからも直接鑑かん賞しようできるようにしたのだ。


　そして彼女はこちらが予想もしていなかった人物の名前を口にした。


「君の制服を見て思い出したが。君達は桐生長閑という市民を知っているだろう？」


「なっ……！」


　勿もち論ろん知っている。保健室の先生。医術部の顧こ問もん。数ヵ月前に事件を起こし、そして素す敵てきに治ち療りようされた、《人間愛耽溺症ヒユーマンフイリア》の罹り患かん者しや。《周旋体イントロデユーサー》──


「な、なんで、あんたが、あの人のこと！」


「よいかね？　進化した市民のことを知るために、私は暇ひまがあれば街を歩いているのだよ。君達と初めて会ったときもそうだ。その前、何ヵ月前だったかは忘れたが──私は彼女の進化も調しらべた。男装して悩み相そう談だんのようなことをしていたな」


　彼女と最も接触していた伊い万ま里りが、その欲望を彼女によって励れい起きさせられた伊万里が、はっと何かに気付いた顔で、


「まさか……藍あい坂さかさんが治すより前に、その《人間愛耽溺症》の変容を！」


「やはり治されていたか。勿もつ体たいないことだ……ともあれ、彼女本来の進化には及ぶべくもないが、私も彼女と同じ進化を手に入れている。その一つは進化者を操ることだ。藍坂素敵くん、君を確かく保ほするために使ったように」


「桐生きりゆう先生のときと同じような状況ね、とか言ってたけど……まさか、本当に同じだったなんてね」


「私は彼女のようにありとあらゆる命令を聞かせるということはできない。単に暗示にかけるようなものだ。直接電話して、カメラでその辺あたりにいるのを確かく認にんした白衣の少女を捕まえろと言ったり──あるいは」


　真ま理ことは部へ屋やに響ひびくクラシックに聴きき入るように、そっと目を細めて言った。


「ある特定の音楽が聞こえたら市庁舎に集まり、そこにいる私以外の人間を襲えと言ったり、程度のことだな」


　瞬しゆん間かん、背後のドアがけたたましい音を立てて開いた。


「うおおお！　髪！　頼む、俺おれに髪を食べさせてくれ！　焼いたり炒いためたり煮たり蒸したりさせてくれ！　勿もち論ろん生でもいい！　むしゃむしゃ、むしゃむしゃーっ！」


「ひっ!?」


　伊い万ま里りは咄とつ嗟さに、動くほうの腕でその乱入してきた若者の胸を押した。ぐりんと倒れる。逸いち早はやく事態を悟った陰かげる子こが踏み込み、傘かさの石いし突づきを若者の鳩みぞ尾おちに埋め込んで悶もん絶ぜつさせた。


　クラシック音楽の中。開いたドアの向こうに、来客がないはずの市庁舎の中に、多数の人間の気配けはいがある。


　さて、と真理は椅い子すから立ち上がった。足元にあったボストンバッグを抱え上げ、中に手を突っ込んで何かを探している。


　素敵はメスを構えた。真理に視し線せんを固定したまま、


「ねえみんな、言ってもいいかしら」


「何を、でしょうか？」


　続いて現れたセーラー服の少女に傘かさを突き込みながら、陰かげる子こが答える。


「とりあえず絶対に、この女を逃がすわけにはいかない。だから一番にこの女を手術したい。その間、みんなには後ろを守っててほしいの。ひょっとしたら街中の重度罹り患かん者しやが集まって来るかもしれなくて、どっちかって言えばそっちのほうがしんどいかもしれないんだけど」


　一いつ瞬しゆんだけ言葉を切って、


「手伝てつだって、って言うんじゃなくて……ちょっと違くて。さっき、私のパンツを見た変態っぽい誰だれかに言われたような気がすることで、さ。心の持ちようっていうか、そういうので言うんだけど」


　そして彼女は、申もうし訳わけなさそうに笑いながら言った。





「みんなに……頼っても、いいかな？」





　陰子の傘が歓かん喜きするように奔はしった。


「勿もち論ろん、ですわ！　ああ、素す敵てきさん……今の素敵さんは、とてもとても、今まで以上にとても！　素敵すてきです！　この宵よい闇やみヶが原はら陰子をぜひ、心の底から、思う存分、頼ってくださいませ！」


　気合いが入りすぎて廊下に半身を踏み出した彼女に、新たに現れた重度罹患者が横からハンマーを振るおうとする。それを伊い万ま里りが片腕で捻ひねり倒しつつ、


「あは、なんだか嬉うれしいなあ。勿論オッケーだよ！」


「ついも。あっ、まりー、ちょっと屈かがむ……二千ポイント、消費」


　伊万里の頭をひょいと押し、飛んできた石つぶてを回かい避ひさせた終ついも言う。


「んだよ……元からてめーはそんなたいした奴やつじゃねぇんだよボケ。部長部長つって偉そうにしてねーで、最初っからそう……いや、あたしにゃ関係ねーが……って、おいコラっ!?」


　口の中だけでぶつくさ言っていた空くうが突然怒ど鳴なる。廊下から戻ってきた陰子が彼女に抱きついたのだ。陰子は妙なハイテンションで、


「頼られている、わたくしは素敵さんに頼られているのですわよ!?　絶対に失敗するわけにはまいりません、お願ねがいです、後ご生しようですから、ぜひわたくしにも塚つか原はらさんにやったようなあれを！　お礼が必要ならなんでもいたしますわ、あの金の傘かさだってお譲ゆずりして構いません！」


「あんな悪あく趣しゆ味みなモン、心の底からいらねぇ！　ぐああ、うぜえ、うぜえ、超うぜえ！　離はなれろ、離れ──ああくそ畜ちく生しよう、今回限りだぞ！」


　ヤケクソになったかのように空がヘッドホンを外し、陰子と呼吸を合わせ始める。ほどなくして陰子は「ああ、なんという！　傘の色合いがかつてないほど鮮あざやかに見えますわぁ!?」などとよくわからないことを叫びながらドアの防ぼう衛えいに戻っていった。動きは軽そうだったし、一応《呼吸》の効果は出ているのだろう。


　その背中を仏ぶつ頂ちよう面づらで見送っていた空くうの視し線せんが動き、ぎらりと浩こう介すけを射抜く。


「わかってんよ……ああもう、いろいろ面めん倒どうくせぇ！　さっさと来いよボケ、なんかもう今すぐ誰だれかれ構わず殴り倒したい気分なんだよあたしは！　テメェでもいいんだぞ！」


　今まさに彼女に近寄ろうとしていたところだったのだが、まさか空のほうから言ってくるとは思わなかった。浩介はおっかなびっくりといった感じで距きよ離りを詰める。


　空のほうも怒り顔でずんずんと近付いてきて、


「いや、あの──ええと、抱きつかせてください黒くろ崎さき様、みたいな。それか、取引だ靴下を脱がせるぜ、みたいな……うおっ！」


　予想外だった。殴られるかと思っていたので余計びっくりした。


　空は自分から浩介に抱きついてきたのだ。


「てめーは、本当に、クソ馬ば鹿かだ……」


　浩介の肩に顔を押しつけるようにして、つまりは浩介に表情を見せないようにしたまま、彼女はそう囁ささやく。


「……なんでだ？」


「いろいろだよボケ。畜生、思い出しちまった。わかってんだぞ。テメェ、いつかのオセロ、わざと負けたろ。ヘラヘラして、すっげえ自然に、そういうことやりやがって……そういうところが……でも……あたしは、手加減とか同情とかされるの、大っ嫌いだ。そうだよ。だから──ああ、くそ、結局あいつの言う通りじゃねえか。腹黒女……」


　ぶつぶつと、よく意味のわからないことを呟つぶやいている。今までの呼吸合わせとは、どこか雰囲気が違っていた。それはかつてないほど強く、かつてないほど近く、


「ふぅ、んっ!?　あ、は、あはんっ……き、きく……」


「く、はぁ、ふぅ──はあっ！」


　到達した。


　ゆっくりと、ゆっくりと、空が浩介の肩を押すようにして身を離はなす。それから、片方の肩だけを、拳こぶしでがすんと殴りつけて。


　後ろを向かせた。


　つまりは、真ま理ことの動向を見据えている素す敵てきのほうを向かせた。


「……テメェがこっちの乱戦の中にいるとな、思わず殴っちまいそうだ。だからテメェはあのチビんとこ行ってろ」


「あいつを手伝てつだうのはいいけどよ、お前達のほうも、敵の数は多いし、塚つか原はらさんは怪け我がしてるし、終ついはあんまり攻こう撃げきには向いてないし──」


「うっせ」


　とすん、と背中の中心に拳の感触。今度は殴られたのではなく、ただ置かれただけだった。


　拳を浩介の背中に押しつけたまま、空は呟く。その声だけが聞こえる。


「……あのチビを、また手術できるようにしたのは……テメェだ。見てた。あれも馬ば鹿かだ。でも、テメェにしかできなかった。だから……その、だから……」


　口くち籠ごもる。それを誤ご魔ま化かすかのように、拳こぶしに力が込められた。とん、と拳で背中を押された浩こう介すけは一歩を踏み出す。苛いら々いらした空の声が聞こえて、


「だから──とりあえず今日きようはな、あいつの世話役はお前なんだよ！　そういうことに今日のところはしてやるっつーか……あたしの中では、そういうことになったんだよ！　ボケ！」


　彼女が身を翻ひるがえし、ドア付近の混戦に身を投じたのがわかった。手当たり次第に誰だれかを殴りつけているような音が聞こえる。


　よくわからない。だが、陰かげる子こも伊い万ま里りも終も、何も言ってこないということは──やはり自分に与えられた役割は、そういうことなのだろう。


　そうして浩介は、一つ大きく息を吸い──


　その自分の役割を果たすべく、白衣の背中に向かって歩き出した。





　真ま理ことは手中の鞄かばんをまさぐっていた。そして取り出されたのは、白衣。そして医い療りよう用のゴーグル。彼女はそれらを億おつ劫くうそうな手つきで身に着けながら、ちらりと素す敵てきを見やった。


「……よいかね？　どうして待ってくれているのだろうか」


「あまりに隙すきだらけすぎて、実に罠わなっぽいわ。あんたは何をしてくるかわからない」


「残念ながら、私はこと戦せん闘とうというものにおいてはあまり気が回らなくてね。基本的な、当たり前のことしかしない……そのぶん準備は周到に行わせてもらうが。私はてっきり、君も準備をしている──味方がやってくるのを待っているのかと思っていたよ」


「そうさせないよう、重度罹り患かん者しや達を呼び集めたんでしょうに」


「人を使い慣なれてる政治家らしい卑ひ怯きような手だな。おかげで援軍は俺おれ一人ひとりだけだ」


　浩介は素敵の横で立ち止まる。素敵は横目でちらりと浩介を見てから、また前方の真ま理ことに視し線せんを戻した。


　白衣を着込み、ゴーグルを装着した真理は、さらに鞄かばんの中から何かを取り出してごそごそとその白衣のポケットに突っ込んでいた。そうしてようやく、


「待たせてすまない。準備はできた。始めようか」


「那な霧ぎり浩介。危ないから引っ込んでて──って言っても、無む駄だなんでしょうね」


「当たり前だろ」


　一緒にいたいと言った。近くで見ていたいと言った。


　だから自分は、今も、それを実行に移すだけだ。


「なら、しょうがないわね」


　視線を真理から逸そらさないまま、素敵が微かすかに、本当に微かに頰ほおを緩ゆるめたように思えた。だから自分もにやりと笑って、「ああ、しょうがないな」と言葉を返した。


　二人ふたりで並んで。二人で立って。二人で同じ方向を向いている。


　たったそれだけのことなのに、どういうわけか、浩こう介すけの胸には不ふ思し議ぎな高揚感があった。そして、それはきっと素す敵てきも同じだろうと思った。


「あいつは私みたいにメスを使うんだろうけど、私と違って刺されても治らないわよ。無理はしないで」


「了解だ。いつも通り黒くろ崎さきにあれをやってもらったからな……なんとかよけることくらいはできると思う。隙すきがあれば殴ってみるけど、基本的には囮おとりみたいに考えてくれていい」


「……それでも、無理はしないでよ」


　言いながら、メスを構えた素敵が一歩を踏み出す。それとほぼ同時に、真ま理こともポケットに突っ込んだ手を抜き出して何かを摑つかみ取っていた。


　メスか、と思いきや──違う。


　それはただの小こ瓶びんだった。


「すぅ……あ、はあ。市民、小お郡ごおり晴はる海み。十九歳。東ひがし桜さくら井い町ちよう二丁目二十七の六……」


　妙なことを呟つぶやきながら、真理はその小瓶を鼻の前に持ち上げていた。臭においを嗅かいでいるのか。


　素敵は眉まゆを寄せたが、踏み出した足はそのまま進むに任せた。間合いを詰め、メスを振るう。真理は小瓶をポケットに仕し舞まうと、代わりに今度こそメスを取り出した。


　素早すばやい動きで身を捻ひねり、素敵のメスを自分のメスであっさりと弾はじく──素敵は眉を寄せて呻うめいた。


「速い……！」


「よいかね？　実のところ、これは私の速さではない。花の香りに関する進化をした市民がいて、今の私はそれを利用させてもらっているだけだ──今嗅かいだノコギリソウの花言葉は《戦い》。彼女と私にとって、それはアドレナリンを分ぶん泌ぴつさせ、運動能力を上昇させる匂においとなる」


「やっぱり他人の症候群シンドロームを利用してんのか……そういや花持ってた奴やつがいたな。くそっ！」


　浩介も殴りかかる。あっさりとかわされる。反はん撃げきのメスが繰くり出されたので慌てて後退した。


「君達が会ったのは、おそらく宮みや路じ二丁目に住む市民、句く位ぐらい薫かおるだろう。彼女は違う。彼女は毒草を一いつ瞬しゆんで見極め発見する進化を──」


「そんな説明はいらないわよっ！」


　それは単純な肉弾戦だった。浩介も隙すきを見てさらに攻撃をしかけていくが、二人の動きが速すぎて全くついていけない。むしろ素敵の邪じや魔まにならないよう注意を払う必要があった。


　メスとメスが交こう錯さくする。小さな刃物同士がぶつかる金属音。白衣が翻ひるがえり、そしてもう一つの白衣が翻る。一人ひとりはその下に学校の制服。一人はその下に仕立てのいいスーツ。相あい反はんする二人。それはお互いの目指す終着点についても同じことが言えた。


「よいかね？　わかっているとは思うが、君達の勝ち目は薄うすい。私は君を傷つけるだけでいい。そうすれば傷口から侵入する私の進化によって君の進化は急進し、君は消えるだろう。一方、君は──おっと」


　真ま理ことの、メスを持っていないほうの手を素す敵てきの攻こう撃げきが掠かすめた。流れ出る血。だが、真理がひらひらとその手を軽く振っているうちに、
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「……このように、私に負わせた中途半端な手傷は自然と治っていく。君は私に、一撃で意い識しきを失うような《致命傷》を与えなくてはならない。この差は大きいとは思わないかね」


「くっ……あんた、大事なこと忘れてない？　私の症候群シンドロームがあんたの中に入れば、あんたも消えちゃうかもしれないわよ」


「君本来のものよりはレベルが落ちるはずだ。それに私は、私の中にある進化をある程度は選択的に表に出すことができる。つまり表に出さなければそれほど影えい響きようはないと思われる。貴重な進化を体たい験けんできないのはいささか勿もつ体たいないが、私の内に保存しているというだけで満足しておくことにしよう」


　歯は嚙がみする素敵。その間に真理はポケットから小さな菓子袋のようなものを取り出して嚙み砕いていた。


「多少疲れてきたな……市民・椋くら山やま竜りゆう之の介すけは筋肉トレーニングに関する進化をしていた。その進化はもはや、プロテインバーを食べるだけで一時的に筋力を増大させるほどだ」


　メスとメスが再度打ち合わされる。だが言葉通りに真理の力が強くなったのか、素敵の身体からだは大きく弾はじき飛ばされた。よろめいて倒れそうになるが、なんとかそれを堪こらえる。間合いが開いた。そこに入り込もうと拳こぶしを握った浩こう介すけは真ま理ことに視し線せんで牽けん制せいされる。攻こう撃げきの隙すきがない。


　ちら、と素す敵てきを見やる。呼吸が乱れ、汗の浮いた額ひたいには髪が貼はりついている。いくら体重が軽いと言っても、今の吹き飛ばされ具合はこちらがぎょっとするほどだった。疲労で足の踏ん張りが利かないのか──よく考えれば、素敵は今までずっと地下室に閉じ込められていたのだ。平気だと強がってはいたが、体力を消耗していることは間違いないだろう。


　それに対して、真理は他人から得た症候群シンドロームの変容を次々と行使している。身体能力を高め、筋力を増大させ、疲労を回復し、集中力を強めている。不公平だと罵ののしりたい気分だった。


　このままでは埒らちが明かない。ジリ貧だ。


　ならば──自分にできることは──


　浩介は腕を持ち上げ、再度真理に攻撃を仕掛けようとする素敵の動きを制した。


「那な霧ぎり、浩介……？」


「ちょっと休んでろよ。上う手まくいくかどうかはわかんないが、俺おれに考えがある」


　素敵の返事を待たず、浩介は足を動かした。真理の前に進み出る。一歩一歩、間合いを詰めていく。


「こら、待ちなさいってば！　あんた、武器も何も持ってないのに……止まりなさい！」


「お前こそ止まっとけって。足がガクガクしてんじゃねえか。なあに、任せとけ」


　真理はメスをくるくると回しながら、どこか呆あきれたように言った。


「よいかね？　君の動きが、一般人のものとは多少違っているのはわかる。だがそれだけだ。私に捉とらえられない動きではない。然しかるに、私を一人ひとりでどうにかしようというのかね」


「やってみなきゃわかんないだろ」


「──ふむ。言うまでもないことだが、君は進化していない。ただの人間だ。まさか、ただの人間ならば切られても進化に急進はないから大丈夫、とかいう考えだろうか。残念ながら無手の人間に対して私が急所を外すようなことはない。進化に急進は起こらないが、君の人生には急進が起こることになるだろう。停止という名の急進だ」


　浩介はすうと息を吸った。ここからが本番だ。真理の目を見据えつつ、


「確たしかに俺は症候群に罹り患かんはしていない。でもこいつが言うには、俺は特異体質なんだってよ」


「ちょっと！　なんのつもり……？」


　素敵の声が聞こえるが、浩介は振り返らない。真理はゴーグルの下の瞳ひとみを訝いぶかしそうに細め、


「特異体質、かね。そうは見えないが」


「俺には多た趣しゆ味み癖へきがあるんだよ。ゲームに漫画に音楽にマップ作りにジグソーパズルにカメラに粘土細工に野球にサッカーに麻雀マージヤンにトランプにビリヤードにダーツ……いろいろだ。今までたいていの趣味はこなしてきたな。なんでも人よりほんのちょっと上手い程度にはできるぜ。で、多趣味癖があるってことは──どんな症候群にも罹患する可能性がある。あんたの言葉で言うと、どんな進化もできる可能性が、ってところかな。どうだ、興きよう味み深ぶかくないか？」


「ふむ……？」


　真ま理ことは腕組みし、何かを思案するように首を傾かしげた。


　その瞬しゆん間かん、浩こう介すけは迷いなく足に力を込めた。前進する。拳こぶしを握にぎり締しめて、大きく踏み込んで、矢を引き絞るように拳を引いて、その拳を真理に叩たたきつけようと──


　くるり、と世界が反転した。


　背中から全身に広がる衝しよう撃げき。胸部にも圧迫感。肺の空気が絞り出される。


　浩介が繰くり出した大振りの攻撃をあっさりと回かい避ひした真理は、足を引っ掛けて倒した浩介を真上から見下ろしていた。そのヒールで浩介の胸の中心、つまりは鳩みぞ尾おちを踏みつけていた。


　ゴーグルの下から届く、冷徹な視し線せん。亜あ麻ま色いろの髪が軽く揺れるのが見え、


「──よいかね？　少しばかり興きよう味みがあるのは確たしかだが、よくよく考えれば私は数多あまたの市民を統すべている。それは結局、その数多の市民が発現させる数多の進化を見られるということと同じだよ。よって君に特別な価値はない」


「那な霧ぎり、浩介ぇっ……!?」


　素す敵てきの引ひき攣つった声が聞こえる。震ふるえる足で走り出そうとする彼女の姿が容易たやすく想像できた。


　おそらく彼女は間に合わないだろう。真理がくるりと回したメスを持ち上げるのが見える。だが浩介は真理の目を見据えたまま、逃げようとも暴あばれようともせず、


「──だけど、一瞬だけ迷ったな。だから今こうなってる」


「なに……？」


　そして浩介はにやりと笑った。


「やっぱりお前は病気だよ。何が進化だ。自分の好きなことしか見えなくて、見ようとしなくて、一番に優ゆう先せんさせるのはその欲望で……もしそれが進化なら迷ったりしねぇよ。こんなふうに転がして、踏んづけて、理由なんか喋しやべったりしないで、俺おれが突っ込んでった瞬間にそのメスで俺の喉のどとか切り裂いてるよ。いろんな症候群シンドロームを見たい、っていうお前の症候群の欲求が迷いを生ませたんなら──俺は、その症候群に感かん謝しやしなくちゃな。何を隠し持ってるかもわからない野郎を、こうしてのんびり踏んづけててくれるんだから！」


　そうして浩介は、ズボンのポケットに突っ込んでいたものを素早すばやく抜き取り、自分を踏みつけているヒールの足に適当に突き刺した。呼吸は苦しく、首が持ち上げられないので胸のあたりもよく見えなかったが、さすがに自分を踏みつけている足に対して狙ねらいを外すわけがなかった。


「な、にっ……!?」


　真理が見下ろすのは、自分のふくらはぎのあたりに刺さっている──


　注射器。


「馬ば鹿かな。これは、美み夜や子この……！」


「はは、さっきこっそり回収しといたんだ。一応言っとくが、別に倒れたあいつの胸がやっぱり気になってチラチラ見てたらこれが谷間にまだ挟まってるのに気付いて、とかじゃないぞ、うん。最初から回収目的だった、ってことにしといてくれ──あいつがラベルで注射の種類見分けてるとかペラペラ話してくれてて助かったぜ。さすがに硫りゆう酸さんとかを注射するのは気が引ける。ただのイケナイお薬らしいから安心してくれ」


「む、う、うっ……！」


　くらり、と真ま理ことが身体からだをふらつかせる。浩こう介すけはその隙すきに起き上がろうとするが──誤算だった。まだ真理の足は離はなれない。ふらつきながらも、さらに体重をかけて浩介の鳩みぞ尾おちを圧迫する。ぎらりとした眼がん光こうがゴーグルの下から届いた。


　やばい。そう思うのと同時、倒れ込むような勢いで、真理のメスが浩介の首筋に向けて振り下ろされ──


「こ、この──馬ば鹿かじゃないの!?　にゃに、いや、なに危なすぎることしてんのよっ！」


「藍あい坂さか！」


　滑すべり込んできた素す敵てきが、咄とつ嗟さにメスをメスで受け止めていた。仰あお向むけに倒れた浩介。その鳩尾を踏みつけつつ、しゃがみ込むように身体を前傾させてメスを押し込む真理。浩介の喉のど仏ぼとけに触れるか触れないかの距きよ離りで、素敵のメスがそれを受け止めている。ぎりぎりと拮きつ抗こうしている。


「やって、くれるな……進化もしていない、愚物が！」


「てかさぁ、なに、私達に隠れてあの人のおっぱいに手を突っ込んで注射器抜き取ってたってわけ？　やましいところが、あるとしか、思えない、行動ねっ……昏こん睡すいレイプ的な、発想！　これは、やっぱり、しゅじゅちゅ……しなくちゃっ！」


「し、しょうがなかったんだよ。どうしてもやるならお手柔らかに頼む。でもまずは、俺おれより先に──手術する相手が、いるよな！」


　浩介は喉元にあった素敵の手首を摑つかんだ。その彼女の手に、彼女が握るメスに自分の力を加え、真理のメスを押おし退のけていく。


　首筋に触れていたメスの感触が離れた。今度は逆に、じりじりと持ち上がっていく。


　素敵の顔は浩介のすぐ傍そばにあった。上半身を起こしつつある浩介と頰ほおを並べるようにして、メスの行く先を見守っていた。触れあった頰が、ひどく小さく、震しん動どうする。


「……馬鹿。あんたは、こんなことやんなくてもいいのよ」


「お前こそ馬鹿。頼ってもいいって言っただろうが。んでお前も頼っていいかなってさっき言ってただろうが。俺の答えはこれだよ──俺にも頼られさせろ馬鹿、だ」


「日本語おかしくない？」


「知るか」


　くすり、ともう一度、触れ合った頰が震ふるえる。


　二人ふたり分でたくさんの力が、たくさんで一人ひとり分の力を凌りよう駕がしていく。当然の論ろん理りだと思った。


　メスはさらに持ち上がり、さらにさらに持ち上がり、さっきまでとは逆に、今度は真理の首筋で刹せつ那なの停止。


　それが最後の抵抗だった。


「執刀──《症候群耽溺症シンドロームフイリア》を、切除する！」


　浩こう介すけと素す敵てきの力に耐え切れなくなった真ま理ことのメスが、大きく弾はじかれて。


　二人ふたりのメスは、そのまま彼女の喉のど元もとへ吸い込まれていって──





　そして浩介は、初めてその手で、誰だれかを殺治すす感触を知った。
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「は……あ……？」


　喉元を手で押さえた真理が、よろよろと後退する。どん、とその背中が部へ屋やのコンソールにぶつかった。当然のように足元は覚おぼ束つかない。忍び寄る暫ざん定てい死しのせいか、浩介が注入した薬物のせいか。浩介は身を起こしながらそれを見つめていた。


「完全に致命傷よ。心配しなくても、放っておけばすぐに……終わるわ」


　喉元を押さえる真理の手の隙すき間まから、赤いものがぼたぼたと零こぼれている。素敵の言葉は正しいように思えた。が、


「ひゅう、ひゅ、っはあ……ああああああ！」


　血走った目で、真理は足元にあった鞄かばんに手を突っ込んだ。そして取り出したのは、一巻きぶんほどの、有刺鉄線。彼女はそれを乱らん暴ぼうに自分の首に巻いた。縊い死ししようとする自殺者のように力を込める。棘とげが肉に食い込み、さらに血液を溢あふれさせる。ぞっとするほどの狂態。


「が、がは、ぐっ……西にし荻おぎ一丁目、譲ゆずり屋や小こ五ご郎ろうの……有ゆう刺し鉄てつ線せん麻ま酔すいっ……！」


「む、無む駄だな努力は止やめなさい！　いくら麻酔効果があっても、その出血は止められないわ！　あんたはもう終わりよ！」


「か、はっ……終わり？　違う。始まりだ。確たしかにこれは致命傷だろう、逃のがれられないだろう。だが、終わらないためではない。始めるために、必要だ。これが……！」


　血液混じりの言葉を吐きながら、真理が背筋を伸ばす。依然としてふらついており、終しゆう焉えんが近しいのは変わりないように見える──なのに、なぜか、恐ろしい圧迫感を覚えた。


「……藍あい坂さか、素敵」


「な、なによ……？」


「君の根幹は孤独感にある。世界と乖かい離りするほどの孤独感。他者と違うということへの劣等。それが普通になる世界というのを夢想したことはないか。私は、ある……」


　ふらりと倒れそうになる。だが有刺鉄線麻酔の効果か、真理は後ろ手にコンソールに手を置き、なんとか身体からだを支えた。ゴーグルをかなぐり捨てる。垂れた髪で表情を隠しつつ、ぼんやりと天てん井じようを見上げるようにして、どこか虚うつろに彼女は言葉を紡つむいだ。


「……私は、自分で言うのは憚はばかられるが、優ゆう秀しゆうだった。だが同時に劣等だった。優秀だということは悪なのだ。古い家いえ柄がらの人間としてそれらしく在ることを求められ、市長としてそれらしく在ることを求められる。若くして病院を次ぎ、市長となり……ああ、くだらないやっかみだらけだった。私の周囲にあったのは、悪意、嫉しつ妬と、嫌味いやみ、敵意、はは、その綺き麗れいな顔で男に身体からだを売ったからその立場にいるだけだろう、などと言われたこともあったな。くだらない。優秀は優秀では駄だ目めなのか。優秀なものはただ優秀であるだけではないのか？　私はずっと、そう思っていて──見返したかった。実は私は俗物的な野心家なのだよ。地位と名声が欲しい。それが正しく評価される世界での地位と名声だ。だから、この世界に、この街に《進化》が存在していると知ったときは、歓かん喜きした……」


　それは独り言なのか。昔語りのような言葉の羅ら列れつ。何が言いたいのか、浩こう介すけにはわからなかった。それは素す敵てきも同じだったらしく、


「街に病気が蔓まん延えんしていることを喜ぶなんて。やっぱり病気ね」


「──進化なのだ！　人という種としての進化なのだ！　それがこの街でのみ発生するものなのだとしたら……くく、ははは、ははははは！　それはこの街こそが進化の中心であるということだろう！　世界の中心だ！　そしてその街の頂点に立つのは誰だれだ？　私だ。見返すことができる。優秀という概がい念ねんすら凌りよう駕がした進化の頂点として、私は全すべてを手に入れられる──そのために、準備をしていた！　こうなっては仕方がないな、今がそのときだ！　始まりだ！」


「お、おかしな動きはしないで！　何をするつもり、トドメを刺すわよ！」


「そう言いながらやらないところが甘い。君は政治家には向かないな……何をするつもり？　は、決まっているだろう。この街の進化を──この街に進化が存在し、この街がその中心であることを、世界中に知らしめるのだよ！」


「そんなこと、できるはずがっ……！」


「──よいかね？　できるのだよ、私には！」


　そうして真ま理ことは、言葉と共に大きな血の塊かたまりを吐きながら、


　背後のコンソールのボタンを拳こぶしで叩たたいた。


　変化は些さ細さいだった。しばらくはそれに気付けなかった。


　流れていたクラシック音楽の種類が変わったのだ。この部へ屋やだけではなく、スピーカーを通じて街全体に流されているはずの、音。


「ふふ、はは……忘れたのかね？　私の中には市民・桐生きりゆう長閑のどかの進化も部分的に存在する。他者の進化を強制的に完成に至らせるという、私にとっては垂すい涎ぜんの進化だ。コピーゆえに、彼女本人のように完成度が一の人間を無む理り矢や理りに百に引き上げるほどのことはできないが……放っておいてもいずれ完成に至るような、完成度が既すでに百に近しい人間を！　進化が完成するか否いなかの境目で惑まどっている者達の背中を押す程度のことはできる！」


　浩こう介すけは絶句した。真ま理ことが言っているのは──近いうちに重度罹患しそうな軽度罹患者という限定された相手であれば、彼女にも重度化させることができるということだ。《周旋体イントロデユーサー》たる桐生きりゆう長閑のどかがそうしていたように。


「この音楽は、そのためにセットしていたものだ。可能性がある者達には既すでに接触し、《この音楽が聞こえたら目覚めよ。そして派は手でに暴あばれよ》と暗示をかけている……はは。目覚めるまでの時間はばらつきがあるかもしれないが、一晩で、誰だれにも隠いん蔽ぺいしようのないほどの数と量で、進化した人間達が一斉にその進化によって為なしたいことをこの街で為す──そうすれば、さすがに誰だれもが気付くだろう。国もマスコミも気付くだろう。ははは……明日あしたの、ニュースが、楽しみだ……！」


　ずるずる、と真理の足から力が抜けていく。コンソールに背中を擦こすらせながら、ゆっくりと、その瞳ひとみを閉じていく。


　浩介はただ、茫ぼう然ぜんとしたような声で素す敵てきが呟つぶやくのを聞いた。


「ちょっと……ちょっと、待ってよ。それは、この街で、この音楽で目覚めた重度罹り患かん者しやが暴れ回るってこと……？　な、何人ぐらい、いるのよ……！」


「さて。端的に言えば、君一人ひとりではけっして処理しきれない数だ。ふふ、諦あきらめ、たまえ……」


　そうして真理は眠死っんただ。


　素敵は唇を嚙かみ締しめて、拳こぶしを握り締めて。


　最後に最悪のテロルを残していったその女の顔を、じっと見つめていた。





　そのときにはもう、彼女は決めていたのだ。


　諦めるわけにはいかない何かのために、





　……何かを諦めることを。
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　市庁舎のモニタールームに殺到していた重度罹患者達をなんとか処理し、浩介達は市庁舎を出た。クラシックの音楽は既にコンソールを操そう作さして止めている。だが──それを《聞く》ことで発動する暗示なら、一度街に響ひびいてしまった今、止めたところであまり意味はない。


　市庁舎の出入り口から、一同はその街並みを見つめていた。


「気のせいかもしれませんが……嫌いやな気配けはいが、いたしますわね」


「……うん。まちが、ざわついてる、みたいな」


「なんださっきのうるさい音楽は、ってことじゃ、ないよね。なんだか、怖い……」


　陰かげる子こは傘かさをくるくると回し、終ついは無表情で、伊い万ま里りは痛めた肩を押さえて眉まゆを寄せている。それから陰かげる子こがゆっくりと振り返って言った。


「どうなさるおつもりですか？」


「あいつは、目覚めるまでの時間にばらつきがあるかもしれないが、とか言ってたわ。一度に全員が重度罹り患かん者しやになって暴あばれ始めるわけじゃないと思う」


「……つまり？」


「治ち療りようするわ、勿もち論ろん。重度罹患者になった端から」


　素す敵てきも街を見つめながら言っていた。今までずっと守り続けてきた、この街を。


　沈痛な面おも持もちで、陰子はそっと視し線せんを落とした。


「言いたくはありませんが……難むずかしいと、思いますわ。治療すべき罹患者はこの街中にいるでしょう。どこにいるのか、誰だれなのか、何人いるのかもわからない。素敵さんが目視して確かく認にんし、逐ちく一いち治療するには──時間が、足りませんわ」


　たとえ数人が治療できたとしても。残りの人間達が一斉に暴れたらどうなるのか。今までに目にした罹患者達のことを思い出し、浩こう介すけは背筋を震ふるわせる。彼らは奇声を上げながら誰かを殺すだろう。喜悦を感じながら誰かを犯し、穢けがし、食らうだろう。いくらこの街が猟りよう奇き事件の多い街だといっても、今までは宵よい闇やみヶが原はらなど力のある人間が情報を操そう作さしてそれをできるだけ表に出ないようにしていたといっても──あらゆる場所での、一晩での、多重猟奇事件の発生。人の口に戸は立てられない。それがマスコミなどに漏れてしまったら、その異常で異常すぎる現象が注目され、そしてその原因を探る流れになってしまったら──


　この街は、きっと、終わりだ。


　だがそのとき、浩介は素敵があっけらかんとした声で言うのを聞く。


「いやいや、言ったでしょ？　最近は目視しなくてもなんとなく気配けはいがわかるようになってるって。それを使えばなんとかなるような気がするの」


「なんとかって……それでも厳きびしいだろ。お前がそれを感じられる範はん囲いは何メートルだ？　んでこの街の面めん積せきはどれくらいだ？」


「うん。だからさ、パワーアップさせてもらおうと思うの」


　あっさりと言って、素敵は首を回した。


　その視線の先にいるのは──空くうだ。


「ええとね、くー……まりーや陰子さんに続いて、私もお願ねがいしちゃっていいかな？《呼吸》で私もパワーアップしちゃってほしいのよ。なんとなくわかるんだけど、そしたらきっと、私の重度罹患者感知の変容も強まるわ。そしたら重度罹患者が街のどこにいるか一いつ瞬しゆんでわかるから、後はもう手当たり次第に治療しまくりで楽勝よ。まぁそれで位置がわかるのは私だけだし、パワーアップがずっと続くってわけでもないだろうし、時間をかければかけるほど事件が起こる可能性も高くなるから、スピード重視で私が一人ひとりでササッと行って──」


　その明るい言葉の内容を理解した瞬間。


　浩こう介すけは戦せん慄りつした。


「駄だ目めだっ！」


　目を見開いて怒ど鳴なる。きっと。きっと、それは。


「お前は、ゲル子や塚つか原はらさんとも、勿もち論ろん俺おれとも違うんだぞ。お前はゆっくりと症候群シンドロームが進行しつつあるんだ。その状態で、変容の力を強引に引き出すってことは──それは、症候群の進行を早めることになるんじゃないのかよ!?」


「あー……そうね。なるかもしれないわね？」


　素す敵てきは困ったように眉まゆを寄せて、それでも。


　笑っていた。


　浩介は理解した。かもしれない、ではない。


　素敵は悟っているのだ。その症候群の進行が、ほぼ確かく実じつに起こる事態であることを。


　そして浩介はさらに頭の奥の暗くら闇やみに気付いてしまった。素敵が最近、目視しないでも罹り患かん者しやの位置がわかるようになっていた。それはやはり進行しているということだ。どれくらいの進行具合だ？　もしかして──それは既すでに、危険信号ではないのか？　そうだったとしたら、その状態でさらに症候群の進行を早めれば、素敵は、素敵は──


　同時、浩介以外の人間もそれに気付いたようだった。顔色を変えて、


「……だめ……！」


「藍あい坂さかさん、待って、危なすぎるよ！　止やめよう!?」


　そして勿論、最も反応が激はげしかったのは、


　傘かさを放り出し、素敵に歩み寄り、そしてぱしんと素敵の頰を平手で打った──陰かげる子こだった。


「……消える気なのですか、素敵さん」


　怒ったような、悲しいような、絶望したような、そしてそのどれでもない瞳ひとみで、彼女は素敵の顔を真正面から見据えていた。


　──泣いていた。


「やめて、ください。お願ねがいですから、どうか、どうか、それだけは……」


　素敵の肩を摑つかんでいた陰子の顔が、くしゃり、と崩れる。堰せきを切ったかのように、ぼろぼろと涙が零こぼれ始める。


　素敵は超然とした微笑ほほえみのまま、静かに手を伸ばして。


　逆に陰子の肩をそっと抱いた。


「陰子さん……これは、私がやらなくちゃならないことなの。今までにもそう言ってたけど、みんなに頼って、頼っていいことは全部頼って──でも最後に、これだけは、私だけのお仕事として残ってる。これをやらないのはね、ただ自分がしなきゃならないことから逃げてるだけになっちゃうわ」


「そんなの、知りません。いやです……いや……」


「……お願ねがい。私に、この街を、守らせてよ。お母かあさんに、ちゃんとやったよって、いつか会ったときに胸を張って報告させてよ……って、なんか遺ゆい言ごんみたいになっちゃってるわね？」


　遺言。馬ば鹿かなことを言うな。言わないでくれ。頼むから。


　息を呑のんだこちらの気配けはいが伝わったのか、素す敵てきはあっけらかんとした調ちよう子しで、


「あ、待って待って。勘かん違ちがいしてるみたいだから言っとくけど、私、別に消えるつもりなんてないから。確たしかにちょっとは症候群シンドロームが進むのかもしれないけど、なんとなく、ギリギリで大丈夫なんじゃないかって気がしてるの」


　なんとなく？　そんなのを根拠にして、どうしてそんなに明るく言えるんだ。藍あい坂さか素敵。


「だから、そんなに重く考えないでも大丈夫っていうかさ。ほら終つい、ギリギリ好きのあんたとしてもソソるでしょ？」


「……そそらない。全然」


「藍坂さん、嫌いやだよ。藍坂さんが大丈夫だって言ってても、もし、もしそうなっちゃったら」


「ならないってば。平気平気」


　終達に向けてまた明るく言ってから、素敵は再び陰かげる子この肩をぽんぽんと叩たたいた。子供をあやすように。


「結局……他ほかに、手はないじゃない？　私を信じて任せてみてよ、陰子さん。さっきは私がみんなに頼っちゃったから、今度はみんなに頼ってほしいな」


「いや、です。いやですいやですいやですいやです！　怖い、わたくしは、素敵さんがもしいなくなってしまえば、わたくしは──」


　陰子は首を横に振りながら、涙声で自らの想おもいを訴えていた。


　そして彼女はさらに続ける。それは言ってはいけない言葉だったのかもしれなかった。それでも浩こう介すけは陰子を責める気分にはなれなかった。


　それは、あるいは自分の口からも零こぼれ落ちていたかもしれない言葉だったから。言いたくて言いたくて仕方がなくて、それでも必死に喉のどの奥に呑み込み続けていた言葉だったから。


「ですから、絶対に駄だ目めです、誰だれが何と言おうとも駄目です、許しません、この街がどうなろうと知ったことではありません！　こんな街なんか滅べばいいのです、焼き尽くされてしまえばいいのです！　わたくしはただ、ただ──！」


「陰子さん……」


　弱ったな、というように素敵が眉まゆを寄せる。そのときだった。


「ったくよぉ……うぜえ奴だな」


「か、はっ？」


　素敵の肩をがっしりと摑つかんでいた陰子の身体からだが強引に引ひき剝はがされ、そしてずるりと力なく崩れ落ちる。


　空くうだった。空が陰子の鳩みぞ尾おちに手加減のない拳こぶしを入れたのだ。


「ちょ、ちょっと、くー!?」


「……《呼吸》を読んで、いいタイミングで殴って気絶させただけだ。騒さわぐなよ。あと間延びした名前で呼ぶな、むかつく」


　空くうはじっと素す敵てきの目を睨にらんでいた。その瞳ひとみに宿る真剣さに気付いたか、素敵も唇を引き結んでその目を見返していた。


「……誰だれに何を言われても考えを変える気はねえ、殺されても犯されても構わねえ、みたいな目でもう完全に覚悟を決めちまってる相手に──ただの感情だけでぎゃあぎゃあ言ってる奴やつほどうぜえモンはねぇな。ちっと黙だまってろ、って言っても黙らねぇだろうからこうした」


「だからって殴るのはやりすぎだと思うわよ……」


「うっせえな。で、てめーが覚悟を決めるのは勝手だが、あたしがそれに従うかどうかは別問題だぜ」


「そうね。だからもう一度お願ねがいするわ。くー」


　ふう、と空は息を吐いた。


「だからその呼び方を……ああ、くそ、ちくしょ。知ってっか？　あたしはてめーが嫌いだ」


「私は好きよ」


「うっせえ黙れ、握にぎり潰つぶすぞ──ふん、自分が決意したら他人も従うはず、とか思ってる奴もそういやむかつくな。むかついたから殴っていいか」


「うん。くーがそうしたいのなら」


　素敵は即答した。空が一歩を踏み出して拳こぶしを振り上げても、ぴくりとも動かなかった。瞼まぶたすら閉じることなく、ただ彼女を見つめていた。


　もう一度空は嘆たん息そくした。振り上げた拳で、自分の頭をがりがりと搔かく。そして、


「……お前はいいのかよ？」


　彼女がその最終確かく認にんのような言葉を向けた相手は、なぜか、浩こう介すけだった。


　今まで、いろいろなことを考えていた。実のところは、いろんなことをしようとしていた。終ついや伊い万ま里りのように言葉を尽くして説得しようとした。陰かげる子このように強引に力で阻止しようとした。それでも、何も実行に移すことはできなかった。


　素敵の言葉を聞いているうちに。素敵の顔を見ているうちに。


　わかってしまったからだ。結局のところ、空の言っている通りなのだと。


　既すでに素敵は覚悟を決めている。誰に何を言われようとも、考えを変える気はない──


　いくら自分の願がん望ぼうがそれと反していても、そこを見誤ることはできなかった。藍あい坂さか素敵という女を傍そばで見続けると決めた男の矜きよう持じとして──彼女の覚悟と決意が感じ取れないふりをして、ただ自分の願望だけを優ゆう先せんさせて彼女の足にしがみつくような真ま似ねはできなかった。


　たとえ、どれだけ、そうしたかったとしても。


　浩介は素敵の肩を摑つかみそうになる拳を握にぎり締しめた。無様ぶざまな言葉を並べ立てようとする口を必死に支配した。


　自分には、もう──信じることしかできないのだと、悟っていた。


「本当に、一人ひとりで行くのか」


「そうね。一人のほうが動きやすいし、時間のロスもないだろうから」


「帰って、くるんだろ」


「当たり前よ」


「じゃあ行ってこい」


「うん、ちょっと行ってくるわね」


　心しん臓ぞうが砕けそうで、そんな単純な言葉を発するだけで精一杯だった。もっといろいろ言うべき言葉はあったのかもしれなかったが、何を言っても、それはこの場にはふさわしくないものになりそうな気がした。そして浩こう介すけは、ひょっとしたらあっちも同じだったのかな、と素す敵てきの発した短い言葉に対して思った。


　それでいいの？　というように、伊い万ま里りと終ついがこちらに視し線せんを向けてくる。いいかどうかなどわからない。ただこうするより他ほかになかっただけだ。


　自分は藍あい坂さか素敵の一番の理解者で在りたかった。そうして傍そばにいる者で在りたかった。


　だから──彼女の全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めた願ねがいは、穢けがせない。


　浩介が何も言わないでいると、二人ふたりも何かを諦あきらめたかのようにそっと視線を足元に落とした。


「んの、馬ば鹿か……そんなんじゃ、やるしかなくなっちまうだろうが……馬鹿、馬鹿、クソ馬鹿野郎が……」


　などと罵ののしり声ごえを発していた空くうに、素敵が一歩近付く。


「時間がないわ。やってくれる？」


「ああもう……どうなっても知んねーぞ、くそ！」


　ヘッドホンを外した空に、素敵が抱きつく。未いまだかつて見たことのない、その光景。空の胸に顔を押しつけながら、気恥ずかしそうに素敵は笑った。


「うふふ……くーの身体からだって、こんな感じだったのね。あったかくて、ふわふわしてて……気持ちいい。お母かあさんみたいな感じ、かも」


「き、気色悪いこと言ってんじゃねえよ……！　ほれ、さっさと呼吸合わせやがれ！」


「うん。すぅ、はぁ……」


「……くっ。あ・あ・あ──」


　ぎゅっ、と仕方なく素敵を抱いていた空の手に力が込められたのがわかった。上気した頰ほおで、ひどく複雑なものを湛たたえた瞳ひとみで、彼女はさらに素敵を引き寄せる。その耳元に口を寄せる。そして、何かを決意したように唾つばを一つ飲のみ込んでから、


「ちくしょう、一個だけ、言わせろ──逃げんじゃねーぞ。あたしは、お前からのおこぼれなんてもらう気はねぇんだからな。あたしは、欲しいものは、戦って奪い取る……そうじゃないと意味がねえ」


　そんな、よくわからないことを言っていた。


　それに対して、素す敵てきは何と答えたのか。素敵の声はそれよりも小さく、本当に空くうの耳だけに囁ささやくように言っていたので、何と答えたのかはわからなかった。


　ただ、その言葉を聞いた空の両腕に、またぎゅっと力が込められたのが見えた気がした。同時に、空が一いつ瞬しゆんだけ頰ほおを緩ゆるめたのが見えた気がした。


　祈る。祈る。浩こう介すけはただひたすらに祈っていた。


　今この瞬間にでもそうなるかもしれない、という不安を打ち払うために。


　頼む。


　今見えている二人ふたりが一人ひとりになるなんてことは止やめてくれ。


　素敵の言葉は噓うそ偽いつわりのない真実であってくれ。真実になってくれ。


　不安で砕け散りそうになる胸を押さえながら祈る。神や悪あく魔まや超存在や宇宙人や地球の意志や締しめ切きり前の従姉いとこにただひたすらに祈る。誰だれか。誰でもいい。頼む。


　そして、


「は──あっ──!?」


　びくんと空の背筋が仰のけ反ぞる。悲鳴のような吐と息いき。


　それから彼女は囁くように問い掛けた。


　もういないかもしれない誰かに対して、問い掛けた。


「ふう、はあ……ど、どうだよ、ボケ」


　その言葉に対する返答は。


　返答は──





「わあ……凄すごいわね、これ。視界が広くなってる……いえ、感覚器そのものが広がってるみたいな。わかるわ。どこに罹り患かん者しやがいるのか。遠くまで──」





　空から身を離はなした素敵は、街のほうに視し線せんを向け、どこか遠い目でそう呟つぶやいていた。今まで見えなかった何かがその瞳ひとみには映っているのだろうと思えた。


　浩介の胸中に安あん堵どが広がった。空の呼吸でブーストしても、素敵が即座に消え去ることはなかった。本当に、素敵の言う通りだった。ギリギリで大丈夫だったのだ。


「ふん、そりゃよかったな。んで、これからお前は一人マラソン大会ってわけだ」


「あ。そう言えば移動手段はどうしよ。さすがにマラソンは時間が勿もつ体たいないし、体力も続かないわ……っと、さっきの音楽で呼ばれた残りかしら。それともたまたまかな。一人、結構なスピードでこっちに近付いてるわよ。実じつ験けん第一号ね──今あそこを通ってて、今その角を曲がって」


「ぶぉぉん、ぶるぉぉぉぉんっ！　ゴールなんてない、俺おれはただこいつと走り続けられればそれでいいっ！　最高だぜ、こいつの前では誰だれもが道を空けるっ！　ていうか空けんじゃねえよ、この前ぜん輪りんに最高の感触を伝えさせてくれよ！　花を潰つぶすのが好きなんだ、猫を潰すのが好きなんだ、そして──人間、人間んんんん！」


「そして来た、と。実じつ験けん成功」


　暴ぼう走そうスクーターに乗って現れた罹り患かん者しやを、素す敵てきは擦すれ違いざまにメスで切って治ち療りようした。ひどく自然で、これ以上なく洗練された動きだった。


　乗り手を失ったスクーターがけたたましい音を立てて横よこ滑すべりする。素敵はとてとてとそれに近付いていき、


「おっと、ラッキー。まだ動くわね。コレを借りていくことにしましょ」


　よいしょ、と素敵は引き起こしたスクーターに跨またがる。それから軽くこちらを振り返った。


「ねえねえ、那な霧ぎり浩こう介すけ」


「な、なんだ……？」


「原付の免許持ってるって前に話したじゃない。いまいち信じてないみたいだったけど、これで証明できるわ。ふふふ、どう？　ばっちり似合ってるっしょ」


　スクーターの上で、むん、と胸を張る。ちんまりとした身体からだに、ちんまりとしたスクーター。似合っていた。ちょこんと足を揃そろえて、それでぼへぼへと道を走行する素敵はとても可愛かわいいだろうと思った。


　それでも、どうしてか、その光景を見ていると胸が痛くなって。それを誤ご魔ま化かすように、浩介はぶっきらぼうに言った。


「……そんな問題じゃねえっての。ノーヘルだし、完かん璧ぺきな窃せつ盗とう犯はんじゃねえか。ピッキングやら何やら、お前の犯罪歴にまた一つ新たな勲くん章しようが増えたってわけだ」


「むー。だからそういうのは、信号無視する救急車みたいなものだって言ってるじゃんー」


　軽く口を尖とがらせながら言い、


「ま、いいや。じゃあ行ってくるわ」


　そこで伊い万ま里りが堪こらえ切れなくなったかのように身を乗り出して言った。


「あ、あの、藍あい坂さかさん！　やっぱり私達もついてっちゃダメかな!?　ほら、タクシーとか使って、みんなで一いつ緒しよに行けば！　治療の相手が暴あばれたときのお手伝てつだいもできるし！」


「……ごめんね、まりー。やっぱり一人ひとりのほうが目立たないし、いろいろ身軽に動けると思うの。罹患者の治療のことも心配しないで。くーの呼吸のおかげで、感知能力だけじゃなくて身体能力も上がってる。今はどんなに相手が暴れても一いつ瞬しゆんで治療できるような感じになってると思うわ。それに」


　ぽん、と原付のシートを叩たたいて素敵は続ける。


「もう足を手に入れちゃったからね。正直、これからタクシーを捕まえるのに使う時間すら勿もつ体たいないって思っちゃうの。だから──行くわ」


　素す敵てきの考えが変わらないことを感じ取ったのか、伊い万ま里りはそっと顔を伏せた。そして、囁ささやくような声で、


「……帰ってくるよね？　藍あい坂さかさん……」


　素敵は必要以上に大きく頷うなずき、それからにっかりと笑った。


「勿もち論ろんよ。でもここで待ってたらちょっとまずくないかしら。さっき市庁舎の中で治ち療りようした人達、完全に放置しちゃってるし。目覚めて見られたらいろいろ面めん倒どうよ」


「じゃあ、べつの場所で、待ち合わせ……する？」


「いいわよ。私はこれがあればある程度自由に動けるし、どこでもいいわ。でもあんまり目立たないところのほうがいいわね」


　どこにする？　と終ついが目で聞いてきた。浩こう介すけがまず思いついたのは学校だったが、夜が明ければ朝錬の生徒達が現れるだろう。他ほかに候補は、と考えて、


「よし──ゲロ公園にしよう」


「ちょっと、どこよそれ」


「お前がゲロ吐いてた公園だよ」


　名前はともかく、そこは確たしかに思い出の場所なのだった。そこで自分は藍坂素敵の強さと弱さを知った。彼女の尊い願ねがいと理り不ふ尽じんな運命を知った。ある意味で言えば、始まりの場所。だから咄とつ嗟さにそこが口に出た。


　素敵は一いつ瞬しゆんだけ嫌いやそうに眉まゆを寄せたが、


「ま、いいか……そのネーミングセンス以外は了解よ。それじゃ、改めて──行ってきます！」


　素敵がスクーターのハンドルを捻ひねる。ぶいーん、と気の抜けた音と共に、白衣が風ではためく。浩介はずっとそれを見送っていた。その背中が見えなくなるまで、けっして視し線せんを逸そらすことはなかった。


　ああ。行ってこい、藍坂。


　そして──


　絶対に、帰ってこい。
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　夜が明けようとしていた。


　浩介達は公園の敷しき地ち内ないで、彼女の帰き還かんを待っている。


「うんと……少なくとも、まだ全国ニュースには何もないね。大丈夫、かも」


　伊万里は動くほうの手で携けい帯たいを操そう作さし、それで情報をチェックしていた。当然だと浩介は思った。たとえいくつかは事件が発生してしまったのだとしても、その数倍の数をおそらく彼女が止めている。そのために走っている。だから大丈夫だ。絶対に。


「ああもう、ああもう、ああ──心しん臓ぞうが、止まって、しまいそうですわ！　ああ！」


「……かげるこ、ちょっと、うるさい……」


　陰かげる子こは苛いら立だったように傘かさで木の幹を殴り続けている。それを終ついが窘たしなめている。陰子はなぜか注意した終ではなく浩こう介すけのほうを睨にらんで、ふんと視し線せんを逸そらす──


　これでも落ち着いたほうだった。目覚めたばかりのころは泣き叫び、空くうを罵ののしり、素す敵てきを追おうとして走り出し、止めようとした浩介を本気で殴り倒し、伊い万ま里りに縋すがりついてまた泣き──と完全な情緒不安定だった。素敵が自らの意志で行ったこと、空のブーストを受けても平気な様よう子すだったことなどを何度も説明して、ようやく今のようなレベルに落ち着いたのだ。それでも思い出したように殴りかかってきたりするので、まだ情緒不安定なのに変わりはないだろうが。


　空はいくら陰子に罵られてもまったく表情を変えず、近くのベンチの上に寝転び続けていた。寝てはいなかった。何を話しかけても答えることはなかったが、その目はずっと、頭上にある彼女の名前と同じものを眺め続けていた。


　地球の裏側からの光が徐々に届き始めた、薄うすい藍あい色いろの世界。


　浩介達はただ待っていた。待ち続けていた。


　そして、ようやく、そのときが──


「……浩介くん！　あの音！」


　ぼへぼへ、と気の抜けたスクーターの音が遠くから聞こえてきた。近付いてくる。浩介達は公園を飛び出した。スクーターのことを知らない陰子は出遅れていたが、一いつ瞬しゆんで抜き去られた。


　ぼへ、とエンジン音が目の前で止まる。


　彼女はどこか照れ臭そうにスクーターを降りて、


「た……ただいまー」


「ああ、素敵さん、ああっ！」


　陰子が素敵の身体からだに抱きつく。遅れて伊万里と終も駆け寄っていた。のそりと身を起こした空は彼女の姿を見、「……けっ」などと呟つぶやいてから、またごろんとベンチの上に横になった。今度はその目は閉じられていた。


　浩介は少し離はなれた場所から、スクーターを降りた彼女を見ていた。安あん堵どしすぎて、夢の中にいるような感覚だった。近付きすぎたら壊こわれてしまう蜃しん気き楼ろうを見ているかのような。


　だがそこで素敵が浩介に気付き、よっ、お待たせ、というように軽く手を上げてくる。


　それが蜃気楼を壊した。現実だ。ここにあるのは、紛れもない現実だ。


　だから浩介も軽く片手を上げ──そしてようやく、その一言を口にした。


「……おかえり、部長さん」


　年寄りじみた仕し草ぐさで肩をぐるぐると回しながら、素す敵てきが近付いてきた。その姿は今までの仕事が簡かん単たんなものではなかったことを示している。どこかふらふらとした足取り。身に着けている白衣と制服もボロボロで、そこかしこが汚れたり破れたりしていた。その顔には隠しきれない疲労感があったが、同時に何かをやり遂げた達成感があるようにも思える。空くうの言っていた通り、マラソン大会を完走した後のような気分なのかもしれない。


「あー、疲れた……」


「お疲れさん、だな。結局、何人ぐらい手術したんだ？」


「わかんない。二十人くらいまでは数えてたんだけど、途中で面めん倒どう臭くさくなっちゃってさ」


「……一応聞くけど、この街にいたやつ全部片付けてきたのか」


「当たり前じゃない。これから、いつも通りにどうしようもない自然の流れで軽度罹り患かん者しやが重度罹患者に悪化することはあるかもしれないけど──今この瞬しゆん間かんだけは、この街に重度罹患者はいないわね」


「……すごい……」


「うん。本当に、お疲れ様だねっ」


「ああ、さすが素敵さんです、わたくしは信じておりました！　ああもう、世界中に感かん謝しやを捧ささげます！　いくら感謝してもし足りませんわ、お返しに奉仕活動でもしましょうか！　この公園の掃除とか。うふふー、今ならばわたくし、たとえ豚小屋の掃除でも清流で水浴びをしているかのような気分で鼻歌交じりにこなしてみせますわ！」


　素敵は苦笑していた。


　多た分ぶん、そのはずだった。


「ま、とりあえず今日きようは帰ったほうがいいんじゃない？　さすがに徹てつ夜やだし、今日も学校はあるんだし。今からなら数時間は寝られるわよ」


「う。一気に現実に戻った感じ……」


「……そう言えば、昨日きのうもさぼった……ぜんぶ」


「大事の前の小事ですわ。しかしさすがに二日連続はまずい気がいたしますわね」


「授業中に寝ちまうな、これは間違いなく。なあ黒くろ崎さき、授業中に寝てても怒られないコツとかあるのか？」


「な、なんであたしに聞くんだよ」


「いや、いつも寝てそうなイメージだから」


「わたくしは優ゆう等とう生せいで通しておりますもの、気合いで乗り切ってみせますわ……ふわぁーお」


　などと話しながら、一同は歩き始める。だがふと浩こう介すけは後ろを振り返った。


　素敵は公園の入り口で立ち止まっていた。何かを懐なつかしむような目で、公園の中の一つの施設を、普通は懐かしまないような施設を見つめている。そのはずだった。


「どしたよ、トイレか？　なら待ってやるぞ」


「ううん？　そう言えば、あそこから出てきて、あんたがいたときには驚おどろいたなあって……思い出してたの。まさか尾行されてるとは思わなかったからさ」


「ありゃゲル子の策略だ。俺おれは途中までなんも知らなかったんだからな」


　顔を顰しかめて言うと、トイレを眺めていた素す敵てきは身体からだごとこちらに向き直って、その顔に微笑を浮かべた。そのはずだった。


　素直に、可愛かわいいな、と思ってしまった。やはりその笑え顔がおは麻薬だった。


　胸の奥が温かいものに包まれる。夜と朝が混じり合った、不ふ可か思し議ぎな色合いの空の下にある微笑。それはどこか非日常的で、神秘的な光景に思えた。今ならば普段ふだんはできない何かができそうな気がする。ここはそれが許される空間だった。


　普段はできない何か。今まではできなかった何か。


　ようやく機き会かいが来たのかもしれない、と浩こう介すけは思った。


　今まで伝えられなかったことを、伝える機会。今まで言えなかったことを、言う機会。


　あの地下室でははっきりと言えなかった、自分が素敵と共に在りたい理由を説明するための、至し極ごく単純で使い古された言葉。


　それを言ってどうなるのかはわからないが。未来にどう変化が起こるのかはわからないが。


　ただ、知らせたかったのだ。


　それが、今ここにいる那な霧ぎり浩介という存在を構成するものの全すべてであるということを。


　陰かげる子こ達は少し前を歩いている。僅わずかに距きよ離りが離はなれている今ならば声を聞かれずに済む。


　だから、言え。言え。言う。言うぞ──と、浩介が深く息を吸ったとき、


「あのさぁ……あのときと今って、実は、似てたりするかも」


　素敵が先にそんな言葉を口にしていた。気合いを入れてタメすぎた。言うのはひとまずこの会話の流れが終わってからにするしかない。浩介は平静を装よそおって聞き返した。


「な、何がだよ」


「あのとき、どんな話したか覚えてる？」


「そりゃ覚えてるさ。あれは塚つか原はらさんがお前に治ち療りようされた後のことで、俺はお前を殺人鬼だと思ってて……でも実はそうじゃなくて。思い出したからもう一回謝あやまるぞ。あんときゃ悪かったな」


　素敵はくすくすと喉のどを鳴らした。そのはずだった。


「あんた、馬ば鹿かねぇ……そんなに謝らなくてもいいのに。あれは私が噓うそついたのが悪いんだもの。塚原さんを治療したときにすぐ説明すればよかったのに、あんたを信用しきれなくて……人殺しですけど何か問題が？　みたいな噓ついて」


　心の中に何かが引っ掛かった。だがその意味がわからない。


「……今は信用してくれてんだろ？」


「勿もち論ろんよ。でもね、それでも私、謝らなきゃ。やっぱり、あのときと今は似てるの。私がついた噓がばれるっていう意味で、似てるの」


「おい……？　どういう意味だ、それ……？」


　どくん、と心しん臓ぞうが高鳴った。陰かげる子こ達が、足を止めて話しているこちらの様よう子すに気付いて戻ってくるのがわかる。けれどそれを気にしていられる余裕はなかった。


　素す敵てきはまだ、笑っている。目の端に光るものを浮かべながら、笑っている。


　そのはずだった。





　──そのはずだった？





　今まで感じていた違和感が爆ばく発はつ的てきに増大する。なんだこれは。どうしてだ。どうして、自分は──


　彼女が確かに見えているはずなのに、見えていないような気分になっているんだ？


「お、おい、藍あい坂さか……噓うそ、だろ」


「うん──噓、よ。ギリギリ大丈夫って言ってたけど……ギリギリ、駄だ目め、だったみたい。くーのせいとかじゃないの。遅かれ早かれ、いずれはこうなってたんだし。多た分ぶん、ブーストしてもらってから、たくさん罹り患かん者しやを治ち療りようしていったことでギリギリ限界を超えちゃって──」


「ちょっと、待て、待てって！」


　彼女の言葉を止めたかった。なんでもいいから止めたかった。そうすれば時間も止まるのかもしれないと思えたから。今進んでいる何かが止まるかもしれないと思えたから。


　止まれと祈る。


　何かの間違いであってくれと祈る。


　こんな、こんな、こんなことがあっていいはずがない。祈りが届くなら何だってする。土下座しろと言われたら喜んで土下座してやる。地面を舐なめろと言われたら喜んで舐めてやる。


　だから──だから。頼む。


　噓だと言ってくれ。冗じよう談だんだと言ってくれ！


「す、素敵さ、素敵さん……今の、今の言葉は、どういうことです、か……？」


「すてき……？」


「藍坂さん、噓、噓だよね、ねぇっ！」


「この、クソボケっ……！　そういうのは──そういうのはナシだって、あたし、言っただろうが！」


「陰子さん……ごめんね。陰子さんがいてくれて、本当によかった。押おし潰つぶされそうになるときもあったけど、陰子さんがいつも一緒にいて、お姉ねえさんみたいに笑ってくれてたから大丈夫だった。終ついと一いつ緒しよにゲームやるのはすっごく楽しかった。いつも足引っ張っちゃっててごめんね。妹みたいに思ってた。まりーの淹いれてくれる紅茶は美お味いしくて、いつも笑ってて、もう一人ひとりのお姉ねえさんみたいで。どうしたらまりーみたいに綺き麗れいになれるかなー、とか考えてたの。それから、くー……私ってさ、不器用で、なんか人との付き合い方とかもよくわかんなくて……押しつけがましいこといっぱいしちゃってたよね。ごめん。くーは私のこと嫌いなのかもしれないけど、私はくーのこと、最高に恰かつ好こういい友達だって思ってるよ。ほんとは優やさしいってのもわかってるし……うん、大好き」


　素す敵てきの姿がぼやける。見えているはずなのに。すぐそこに立っているはずなのに。


　彼女がこちらを見た。


　ような気がした。


「おい、ふざけんな、ふざけんなよ。ないだろ。それは、ないだろ。ど、どうすんだよ。お前がいなくなったら──そ、そうだ。お前がいなくなったら、この街にいる罹り患かん者しやを誰だれが手術するんだよ！」


「ああ……それはちょっと、私も不安なんだけど。でも大丈夫。そんな気がする。私のこれって、きっと、この街の自浄作用だと思うのよね。子供が生まれれば、そっちのほうが自然に引き継げるから遺い伝でんするってだけで……だからこの症候群シンドロームは途と絶だえないと思う。私以外の誰かが、私と同じようにこの街を愛して、守りたいと思ってくれる誰かが、きっと受け継いでくれると思う……その人には申もうし訳わけないけどね」


　違う。聞きたいのはそんな言葉ではない。求めているのはそんなことではない。もっと別の言葉をくれ。この胸の恐怖感を、この頭の絶望感を、この全身の震ふるえを、この喉のどから零こぼれつつある嗚お咽えつを、全すべて消し去って正常に戻してくれる言葉をくれ。それさえあれば、自分は何を失っても構わない。彼女を残してくれるというのなら、自分はその他ほかの何を捧ささげても構わない。だから、お願ねがいだ、お願いします、お願いしますから！


　彼女が肩を竦すくめたような──ようなとかどうでもいい！　藍あい坂さか素敵はそこにいる。消えたりはしない！　絶対にしない！


　浩こう介すけは全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて見る。彼女の姿を。どうしてか、全体的にぼやけた視界。顔を拭ぬぐうとマシになった。その中心に白い色を捉とらえる。あれは白衣だ。そう白衣だ。その下には制服がある。ほらあった。その小さな身体からだの上には、彼女の顔があって、確たしかに見えて、


「うわぁ……もう、駄だ目めかなぁ。駄目だよねぇ」


　今まで聞こえていたのと同じ、平然とした声。


　笑え顔がお。


　それでも彼女の顔はぼろぼろだった。


　ぼろぼろに、泣いていた。


「だからさ。最後だから、言ってみるね……」


　最後とか言うな。言うな！


　これは全部冗じよう談だんなんだろ？


　タチの悪いお遊びなんだろ？


　これは何かの区切りなんかじゃなくて、何か決定的なことが起こる瞬しゆん間かんなんかじゃなくて、何かとても大事なものが失われる瞬間なんかでもなくて、だから、最後なんていう言葉を使っていいわけがなくて！


「私を助けに来たとき、あんた、いろいろ言ったじゃん。なんていうか、その、なんとなく嬉うれしかったし──言われっぱなしってのも性しように合わないから、私も対抗してさ。えへへ、こないだは妙に恥ずかしくてダメだったんだけど、この際だから使っちゃうわ。こ……浩こう介すけ。うう、浩介……むぐぐ、まだやっぱり恥ずかしいけど、まあよし！」


　なんだよ素す敵てき。ああ、恥ずかしいのは俺おれも同じだ。恥ずかしいから言えなかった。下の名前のことだけじゃなくて、他ほかにも恥ずかしくて言えないことがあった。あの地下室で。


　でも、今、言おうとしていたんだ。


　大事な言葉を伝えようとしていたんだ。


　俺はまだそれをきちんと言っていない。伝えていない。伝えていないんだぞ！


　だから待て、待てよ──本当に、本当に、頼むから！


　待ってくれ！


「じゃあ……言うわよ、と」


　そして彼女は、こほん、と咳せき払ばらいをして。


　ぼろぼろの顔を、真まっ直すぐに、こちらに向けて。





「……浩介。実は私──」





　いつまで経たっても、言葉の続きは聞こえてこなかった。


　そこにはただ、


　藍あい色いろの空を搔かき消した朝日が穏おだやかに照らし出す、





　誰だれもいない空間があるだけだった。






エピローグ-phase "operating now"-







　暗い部へ屋やの天てん井じようだけが見えていた。


　狭い天井。見み慣なれた自室の天井。音は何も聞こえない。無音が耳元に蟠わだかまり、形のない塊かたまりを自分の鼓膜の奥に押し込もうとしている。その無音が自分を植物にする。何も感じず何も考えない無む機き物ぶつにする。


　変化のない視界。


　変化のない世界。


　自分は無機物。だから、何も考えない──感じない──考えない感じない考えない──


　無む意い識しきの身じろぎ。腕がこつんと何かに当たる。


「いて」


　テーブルの脚だった。その小さな痛みが触覚の存在を思い出させてつられて五感が虚無の靄もやから引き上げられて感情と意識が取り戻されて浩こう介すけは無機物ではなくなって破裂しそうな衝しよう動どうが胸の奥から再び溢あふれ出して、


「──なに、してんだ、よぉぉぉっ！」


　寝転がっていた床ゆかから身を起こし、テーブルの脚を摑つかんで力任せにひっくり返す。その瞬しゆん間かんにふと浩介は気付いた。どうしたことだ。自分の部屋が滅め茶ちや苦く茶ちやになっている。カーテンの引かれた窓は割れているし、布ふ団とんはびりびりに破れているし、枕まくらのビーズは散乱しているし、棚は倒れているし。そしてどうしてか、驚おどろくべきことに──テーブルまでもがひっくり返っている！　いったい誰だれがやったんだ。泥どろ棒ぼうでも入ったのか！


「あああああああ！」


　壁かべを殴ってみる。穴が開いた。拳こぶしが裂けて血が出た。よく見れば身体からだのそこかしこに傷があったが、不ふ思し議ぎにどこも痛くはなかった。


　だが頭の奥で何かがぐるぐると回っていた。治ち療りようしようと浩介はベッドに飛び乗り、マットレスに頭をぼすんぼすんと打ちつける。効かない。やはり壁か。そこで額ひたいからも血が垂れていることに気付いた。どうやらもう何回かやった後だ。


　ベッドから転げ落ちる。奇声を発しながら床を転げ回った。


「うおおお！　ああああ！　んだよ、んだよ、なんなんだよっ！」


　倒れたテーブルが足に当たった。蹴ける。蹴る。蹴る蹴る蹴る！　死ね。死ね。みんな死んでしまえ。自分も世界も爆ばく発はつしろ。しろって！　頼むから！　なんでしないんだよ爆発！


「ひっ……う、ぐ……！」


　ふと無力感が胸中に込み上げてきた。那な霧ぎり浩こう介すけ、お前はくだらない男だ。何もできない。何もできない。なんでここにいるんだ？　なんで存在しているんだ？


　────は、もういないっていうのに。


「ぐぅ、うううう、うう、ああっ……！」


　喉のどの奥から嗚お咽えつが漏れた。我慢などできるはずがなかった。泣いた。子供のようにただ泣いて、意味のない声が喉から漏れるに任せた。


　その波が過ぎれば、今度は笑いの衝しよう動どうが巻き起こってきた。


「あははは、はははは……ははーっはははははははっはー！」


　面おも白しろい。何もかも面白くないことが面白い。世界にこんなことがあっていいのか。


　笑いながら泣いて、泣きながら笑って、笑いながら泣きながら物に八つ当たりをする。


　よーし、だんだんわかってきたぞ。今わかっている、《絶対に間違いないこと》が二つある。


　まず一つめ。この世界はクソだ。


　そして二つめ。


（はは……勿もち論ろん、那霧浩介は狂っています、だ）


　暴あばれ疲れた。浩介はぐったりと自室の天てん井じようを見上げる。虚無感と空虚感と虚脱感。


　ああ、本当に、狂っている。こんなに暴れて。泣いて。笑って。狂人だ。病院に入ったほうがいいくらいの狂人だ。ビョーキですね、ビョーキ。


（……病気？）


　自じ嘲ちようの言葉が、一いつ瞬しゆんだけ取り戻されていた理性の縁ふちに引っ掛かった。それを手がかりにして、少しずつ少しずつ、浩介は気分を落ちつけていく。冷静に今の状況を把握しようとする。


　那霧浩介は狂っているようだ。まるで病気みたいだ。


　さて、理由は？


「くっ……あは、ははは」


　また浩介は笑った。今度は今までの笑いとは意味が違った。


　わかったのだ。


　ようやく、気付いてしまったのだ。


（……ああ。あいつがいなくなったことで、こんなにも身体からだの具合がおかしくなるんなら。死にそうに苦しいんなら）


　認めてしまおう。


　照れも迷いも困惑もなく、ただ、認めてしまおう。


（俺は──もう完全に、《あの病気》にかかってるんだろうさ！）


　その瞬間、浩介はやるべきことを思い出した。


　部へ屋やで暴れて泣き叫んでいる場合ではない。むくりと身を起こす。とりあえず携けい帯たいを開いた。無断欠席を心配する長なが尾おからのメールが届いていた。悪いが今はそれどころではない。他ほかの人間からの着信やメールはない。日付表示は──あの日の翌日、午後三時。


　あれから半狂乱の陰かげる子こ達と共に周囲を捜し回ったような気がする。よく覚えてはいない。どこでそれを諦あきらめて自分の家に帰ってきたのかも記き憶おくにない。それはきっと自分も半狂乱だったからだろう。


　丸一日を、自分はただ部へ屋やで八つ当たりをすることに費やしていたのだ。馬ば鹿かすぎる。


　部屋の惨さん状じように改めて驚おどろきつつ、立ち上がる。そこで腹が鳴った。もう何時間何も食べていないのだろう。とりあえず腹ごしらえでもするか、と浩こう介すけは部屋を出て台所に行こうとする──部屋のドアを開けたところで、かつん、と音。廊下にお盆が置かれていた。


　お盆にはペットボトルのお茶と、ラップにかけられたひどく歪いびつで巨大な丸おにぎりが載っていた。べたべたと不器用に貼はられた海の苔りが剝はがれかけている。おにぎりには小さなメモ帳も添えられていて、『男の子にはいろいろあるよね。でもとりあえずごはんは食べとくこと。迷わず行けよ、行けばわかるさ！』などという文が記されていた。


（あいつ……おにぎりなんて作ったことないだろうに）


　従姉いとこの顔を思い出し、浩介は苦笑する。締しめ切きりは明けたのだろうか。妙なところで大人おとなぶる奴やつだ。そう言えば、頭の遥はるか片隅に、心配して部屋に入ってきたあいつにひどいことを言って追い返してしまったような記憶がある……後できちんと謝あやまっておこう。


　厚意はありがたく受け取っておくことにする。浩介は部屋の中にお盆を持って入り、その不ぶ格かつ好こうなおにぎりを齧かじりつつ、混こん沌とんの坩堝るつぼと化した部屋から制服を発見する作業を開始した。





　準備ができたらすぐ学校に行った。


　丁度授業が終わったあたりの時間帯だった。たまたま出会った部活中のクラスメイト達がぎょっとしたような顔を向けてきたので、サボりについて適当に誤ご魔ま化かす──だがそれでも彼らの何か異様なものを見るような視し線せんは変わらなかった。はて、と首を傾かしげていたとき、


「ん？　んんん？　な、那な霧ぎりくん、どうしたんですかそれはっ！」


「あ……桐生きりゆう先生」


　ふわふわの髪にクリーム色のスーツを着た保健医に発見された。何やら驚きよう愕がくの目でわたわたとしていたので、サボりのことを追及されるのかと身構えたが、


「と、とりあえずこっち！　まったくもう、ケンカですか。ケンカですね～？　いけませんよ！　めっ！」


　手を引かれて保健室に連れて行かれる。そこでようやく、浩介は自分が部屋での大おお暴あばれで怪け我がをしていることを思い出した。そりゃ目立つし変な目で見られもするだろう。


　強引に椅い子すに座らせられ、治ち療りようを受ける。悪い暴れっぷりはしていなかったのか（？）、消毒と絆ばん創そう膏こう程度の治療で済むようだった。


　長閑のどかが真剣な目で脱脂綿を動かす。浩介はぼんやりと保健室の中を見回していた。つんとくる消毒液の匂におい。長閑のどかが着ている白衣。絆ばん創そう膏こうも机の上にある。終ついが怪け我がをしたとき、彼女はいつもムキになって貼はろうとしていた。


　ここは、彼女のことを思い出すにはうってつけの場所だった。


　だから浩こう介すけは治ち療りようを受けながら、ストレートに言う。


「先生。藍あい坂さか素す敵てきの話をしませんか」


「え？　いいけど……どうしたの？　藍坂さんのことで何か相そう談だんごとかな～？」


「いえ、そういうんじゃなく。雑談でいいんです。昔にどんなことがあったとか、先生があいつについて思ってることとか。何でもいいです」


「よくわかんないけど……うふ、オトコノコだもんね～。そっかそっか～。いいでしょう。えとね、まず先生が初めて藍坂さんに会ったときは～」


　長閑が語る藍坂素敵の話を聞く。周囲に漂う消毒液の匂いの中、見つめる白衣の白さの中、彼女についての話を聞く。そしていろいろなことを思い出した。彼女のことを、いろいろ。この保健室で《周旋体イントロデユーサー》たる長閑と彼女が対たい峙じしていたときのことも。


　治療が終わってもしばらく話を聞き、


「ねえねえ、そろそろ教えてくれないかな～。保健室の先生はココロのお悩みも受け付けているのですよ～？　勿もち論ろん生徒ちゃん達の秘密は完全厳げん守しゆ！　さあさあ、どうして那な霧ぎりくんは藍坂さんの話を聞きたかったのかな？　うふ～」


　などと長閑が興きよう味み津しん々しんの目で言い出してきたところで、丁てい寧ねいに礼を言って浩介は保健室を出た。長閑は少しばかり不満そうな顔をしていた。


　放ほう課か後ごの校舎を歩く。自分の教室に行った。残っていた生徒達を適当にあしらってから、自分の席にただ座る。そこから見える一つの席をじっと見つめた。いつもそこにあった、白衣の背中。藍坂素敵という少女の記き憶おく。


　もっと、もっと、もっとだ。


　浩介は教室を出て、さらに様々な場所を巡る。学食へ。特別教室へ。屋上へ。そこからグラウンドも眺めた。部室棟に行って美術室へ。美術部の部長と出会って「またモデルやらない!?　あ、勿論君はどうでもいいんだけど！」と失礼な勧かん誘ゆうを受けた。写真部の部室には鍵かぎがかかっており、誰だれもいなかった。唯一の部員はいろいろあって今は少年院に入っている。


　さらに歩く。藍坂素敵のことを強く思い出しながら歩く。


　胸が苦しいのは事実だった。それでも止やめるわけにはいかなかった。体たい育いく館かんに足を踏み入れ、ドミノの光景を思い出したときには、危うく涙が零こぼれそうになった。


　逃げるように体育館を出て、けれど藍坂素敵の記憶だけは心に刻み込んで、また歩き出す。


　胸の奥には、苦しさとは別のものもあった。熱あつく燃もえ滾たぎるような何か。それに次々と記憶という火種を放り込んで大きくしていく。身体からだを焼くほどに大きくしていく。


　藍坂素敵、藍坂素敵。藍坂素敵だ。


　ただそれだけあればいい。


　自分の中には、ただそれだけあればいい──


　いつしか胸の奥の温度は溢あふれて弾はじけ飛びそうなほどになっていた。行き場を探している。その温度が在るべき場所を探している。だったら行ってやろう。


　そして浩こう介すけは医術部の部室へと歩き出した。


　部室の前に来たとき、浩介はそこに彫像があることに気付いた。


　ドアに手をかけた姿勢のまま、廊下で佇たたずむ彫像。


　作品名は黒くろ崎さき空くうといった。


「よう」


「うっ……おおおっ!?　な、テメェ、いや、これはっ……！」


　なぜか空はこちらの姿を視認すると、次の瞬しゆん間かんには凄すさまじい速度で顔を背そむけて掌てのひらでその顔をごしごしと擦こすっていた。その謎なぞの動作が終わると、彼女はちらりとこちらを見て、


「な……なんだよ。お前、学校、来てたのかよ。あたしは、てっきり──っっ!?」


　眉まゆが寄り、はっと目が見開かれた。そして空は予想外の行動に出る。


　自らヘッドホンを外し、浩介の口元に耳を近付けてきたのだ。


「……どうした？」


「黙だまってろ！」


　空は真剣な顔で浩介の呼吸を聞いていた。ややあって、その顔がゆっくりと上がり、


「テメェ……どういう気だ」


　彼女は理解したのだと思った。自分がこれからやろうとしていることを。彼女はそれを理解することのできる存在だった。


「わかるだろ？　お前なら、さ」


「わかるけどよ！」


　至し近きん距きよ離りで睨にらみあうような形になった。浩介は頰ほおを緩ゆるめて、


「ひょっとして、頼めたりするか？」


「っ……うっせえ、ばーか！　誰だれがテメェのそんな頼みなんか聞くかよ、ボケ、死ね！」


　だが空の顔は離はなれないのだった。凄まじく不ふ機き嫌げんそうな顔で、鼻と鼻とがぶつかるような距離で、じっとこちらを睨んでいるのだった。


　浩介は彼女の《呼吸》のリズムが変わっていることに気付く。正せい確かくにはわからないが。なんとなく。それは、今まで何度も聞いたことがあるような──


「……」


　浩介は無言でその《呼吸》のリズムに自らの呼吸を合わせた。胸の奥の熱あつい塊かたまりがさらに大きく広がってくる。もはや弾け飛ぶ寸前なほどに広がってくる。ああそうだ、火を大きくするのに一番有用なのは、酸さん素そだった。呼吸なのだった。


「く、あっ……なあ、黒くろ崎さき、なんで──」


「テメェの頼みなんざ死んでも聞かねえ。だから、これは」


　呼吸の到達は近い。


　いつものように空くうの顔は赤くなっていた。だがいつもとは違うような気がする。いつもよりもっと頰ほおは赤く、息は荒く、もはや何もかもが我慢ならないといったように──


　叫ぶ。


「これは……あたしが勝手にやってることなんだよ！　意味なんざ知るかボケ！　ふ、ぅぅぅ、ううううんッ！」


　そして《呼吸》が完成に至るのと同時。


　浩こう介すけは自分の頰に、柔らかく温かく濡ぬれた何かの感触を覚えた。これは、もしかして、唇……？


　瞬しゆん間かん、浩介の胸を強く押して、空が飛とび離はなれる。俯うつむいたままぶつぶつと、


「おこぼれに預かったんじゃ、ねぇぞ。今のは、おこぼれに預からないためにやったんだ……これであのアホも焦あせるだろ。そうだ、せいぜい焦って出てきやがれ、ボケ……！」


　それから彼女はきっと浩介を睨にらんで、


「ば……ばーかばーか！　死ね！」


　そんなストレートな罵ののしり声ごえを発してから、猛ダッシュで廊下の向こうに走り去っていった。


「子供かよ。意味わかんねえ」


　誰だれもいない廊下で浩介は一人ひとりツッコむ。頰を指先でなぞると、軽く湿ったような感覚があった。あれだ、興こう奮ふんしすぎて、つい当たってしまった……ということだろうな、と浩介は思う。それ以外に考えられない。今のが意図的なキスのわけがないではないか。中途半端すぎる、意味がわからなすぎる。今のがキスの範疇に含まれると思っている人間がもしいたとしたら、それこそ本当に子供だ。


　ともあれ。


　胸の奥の温度は酸さん素そによって弾はじけ飛びつつあった。


　それを燃もやす場所は、決まっている。


　だから浩介は一つ深呼吸してから、いつものように、その部室のドアを開いた。





　誰もいなかった。


　カルテのようなものが並べられた、スチール机と椅い子す。テーブルとその周囲を囲む椅子。人体模型の人形。伊い万ま里り用のパンチング人形。奥スペースにはさらに様々なものがある。ボードゲームに、テレビゲームに、布ふ団とんに、雑多な医い療りよう器具──


　もう完全に見み慣なれてしまった、医術部の部室。


「ちーっす」


　浩こう介すけはいつものように適当な挨あい拶さつをしてそこに足を踏み入れる。


　無音の部室を見渡した。


　窓からは放ほう課か後ごの夕日が射さし込んできており、この空間を橙だいだい色いろに染めている。きらきらとその中を舞まう埃ほこりがどこか幻想的で、綺き麗れいだと素直すなおに思った。


　素す敵てきがいつも座っていた椅い子すに歩み寄り、息を吸う。


　──あいつはここが好きだった。


　──あいつの放課後の居場所はここだった。


　だったら。


　浩介が思い出していたのは、あのときの素敵の言葉。


　ギリギリ駄目だった。


　それは何を意味するのか。


（決まってる……まだ、境目付近にいるかもしれないってことだろ！）


《世界から乖かい離りする》症候群シンドロームに罹り患かんしている彼女にとって、その《乖離する》最後の人物は誰だれなのか。最も彼女と近しいところにいて、そして最後に乖離する人物は誰なのか。


　それは藍坂素敵自身だ。


　つまり──もしも彼女がこちらの考え通り、ギリギリ向こう側へ行ってしまっただけであるなら。その最後の一人ひとりだけは、つまり彼女自身にだけは、まだ彼女が見えているかもしれない。


　素敵にはまだ意い識しきがあるとする。素敵にはまだ自分自身が見えているとする。それは他ほかの人間達にとって、透明人間のような状態になっているというだけだ。


　──いる。


　──ならば絶対に、絶対に、彼女はここにいる。


　いるのならば、それを引き戻すことだってできるだろう。


　難むずかしいことは、きっと、考えなくていい。


　引き戻す人間が、彼女に気付けるかどうか。


　ただそれだけにかかっている。


（はは……気付けないはずが、ないだろ？）


　彼女の姿が見えなくなっただけで、自分はあんなにも苦しかった。狂って、暴あばれて、笑って、泣いた。彼女の姿を捜し求めた。それがなければ生きていけないとさえ思ったし、それさえあれば生きていけると思った。


　もし今の自分にそれが与えられれば、自分はとてつもない快楽を覚えるだろう。


　もしそれを得るためならば、場合によっては、人を傷つけることだってするかもしれない。


　だから、これはただの好意などではない。ただの恋れん慕ぼなどではない。


　それよりももっと、病的なもの。欲望を抑えきれない、病気のようなもの。


　そうだ。もう自分は、完全に。


　あるいは、とっくの昔に──





　藍坂素敵な症候群に、罹患してしまっているのだった。





　だから思い出そう、彼女のことを。彼女の姿を。彼女の声を。彼女の眼まな差ざしを。彼女の匂においを。彼女の治ち療りようを。彼女の気配けはいを。彼女の笑えみを。彼女の怒ど気きを。彼女の足音を。彼女の呟つぶやきを。彼女の戸惑いを。彼女の喜びを。彼女の耳の形を。彼女の悲しみを。彼女の脆もろさを。彼女の好きなものを。彼女の嫌いなものを。彼女の夢を。彼女の柔らかさを。彼女の指を。彼女の背を。彼女の下着を。彼女の焦あせりを。彼女の強さを。彼女の弱さを。彼女の存在感を。彼女の寝顔を。彼女の胸を。彼女の囁ささやきを。彼女の嘔おう吐とを。彼女の温度を。


　彼女の、全すべてを。


　記き憶おくは今までに充分搔かき集めてきた。彼女との時間が詰まったこの学校で。


　素す敵てき、素敵。藍あい坂さか素敵。


「あのさあ……責任、取ってくんねーかな」


　責任って何よ？　と彼女が椅い子すの上で首を回した気がした。


　気がした？　まだ足りない。


　一人ひとりきりの一人きりではない部室で、浩こう介すけはしかめっ面つらを作ってさらに言った。


「お前のせいだぞ。お前のせいで俺おれはこんなんなっちまった。完全なヘンタイだ。お前の姿が見えないと息苦しくて、すげぇ不安になって、他ほかのもの全部がどうでもよくなって……どうしてくれんだよ」


　がたたっ、と椅子の上で素敵がバランスを崩す。


「この際だから言っちまうが、お前、いい匂いすんのな。まずそこがたまんねえ。うちに泊まりかけたとき、うちのシャンプーの匂いと合成されてすんごいことになってた。あれはちょっとした麻薬だ。さらに言うが、すまん。俺はお前が置き忘れていった制服の匂いをちょっと嗅かいだ。かなり興こう奮ふんした」


　ひ、ひぇぇぇ……！　しゅ、しゅじゅちゅしなくちゃ！　といつものように素敵は言う。


「しょうがねえだろ。ていうか嚙かむな」


　か、嚙んでないっ！


「匂いが気になったのは第一段階だ。今はもうそれだけじゃ全然足りねえ。お前って存在が要いる。チビで、喧やかましくて、メスを振り回して、街を守りたいと思ってて、苦しんでて、それでも笑ってるお前が要る。もう一度言うが、お前のせいだぞ。だからほら、ちょっと立て」


　おそるおそるといった感じで、素敵が椅子から立った。眼前にいる。素敵がいる。


　浩介の全感覚が、彼女がそこにいると訴えかけてきていた。


　だから。


　手を伸ばせば、届く。


「よし。俺おれの精神安定のためだ。いいよな？　──抱かせろ」


　浩こう介すけは眼前の空間に向けて両腕を伸ばす。


　勿もち論ろん、彼女は背が低い。少し腰を落とした。


　そして。


　ゆっくりと、包み込むように、両腕の感覚を縮ちぢめていって──





　──埃ほこりの舞まう空気だけを、抱だき締しめた。





　腕には何の感触もなかった。夕日射さし込む橙だいだい色いろの空間は、ただ橙色であるだけ。


　視界には誰だれの姿も見えない。動くものは何もない。


　笑いの衝しよう動どうが込み上げてきた。


「ふっ……は、は」


　これが笑わずにいられるか。喉のどが震ふるえるに任せて、誰もいない空間に向けて、笑う。


「はは、あははは、あははははは！」


　まだ笑う。


「ははははは、ははははは！」


「ぷっ……くくっ……」


　背後から笑い声の応答があった。それがまたおかしくて、笑う。


「わはははは、ははははっ！　何でよけてんだよお前、今のは感動の抱擁シーンだろ！」


「だ、だって、あんまりに言ってる内容がストレートに変態すぎて、ぷふっ……顔もおかしかったし！」


「はは、確たしかに──って、スキありー！」


「ひゃうっ!?」


　くるりと浩介は身を翻ひるがえし、背後にいた小こ柄がらな少女の身体からだを不意打ちで抱き締めた。


　二度目はかわさせない。


　ああそうだ、藍あい坂さか素す敵てきという女なら、一度目のをかわすことだってあるだろう。


　わかっていた。自分はとても素敵な病気にかかっているから、わかっていた。


「やり直しな。抱かせろ」


「ちょ、あんたっ……ば、馬ば鹿かじゃないの。へ、ヘンタイ。それにさ、いくらなんでも、ちょっと早いんじゃないかなーって思うの」


　確かな感触だった。確かな声だった。


　夢でも妄想でもない。腕の中には三十六度五分の温かみがある。顎あごの下には柔らかな髪の感触がある。鼻び腔こうにはどんな香水よりも魅み惑わく的てきな彼女の匂においが届いている。窮きゆう屈くつそうにもぞもぞする彼女の足が、部室の床ゆかと擦こすれ合って小さな音を立てていた。


　背筋が震ふるえて蕩とろけそうになるほどの快楽。脳内麻薬で頭がぐじゅぐじゅになっている。


　藍あい坂さか素す敵てきは、本当に、ここにいる。


「……早いって？」


　腕の中にいる彼女は、あのときに見た白衣と制服のままで。


　あのときと同じで違う、水分多めの笑え顔がおのままで。


「だから……その。え、えっち……とか。ほら、私、ちっちゃいし……」


　首を縮ちぢめるようにしながら、ちら、とこちらを見上げる。


　正直それはいろいろ爆ばく発はつしそうになるほど可愛かわいかったが、


「ばっ！　抱かせろ、ってのはそういう意味まで込めてねえよ！　今のこの状況！　この、なんつーか、ハグ！　ハグさせろ、って言ってただけだ！」


「へ？　みゃ──ま、紛らわしいぃーっ！　あうう、えと、今のなし、今のなし！　忘れにゃさい、いや、忘れなさい忘れるのー！」


「お前が勝手に先走ったんだろうがっ！」


　ひとしきり言い合ってから。


　合わせた体温は離はなさないまま、顔を見合わせて、どちらからともなくくすくすと笑う。


[image: ]


　言うべき言葉があった。ずっと言わなくてはと思っていた言葉があった。けれど、それはもはや手遅れだ。不充分で、不適格だ。


　そう──たとえば、好きだとか、愛しているだとか。


　そんな言葉では、もはや、足りないのだ。


　今伝えるべきは、自分達にとって、それよりも大きな関係性を意味する言葉。


　けっして離はなれられない繫つながりを誓う言葉。


　それは、


「なあ──俺、症候群に罹患しちまったみたいだぞ」


「みたいね」


　素す敵てきは微笑を浮かべたまま、軽く頷うなずいた。だから浩こう介すけも軽く続ける。


「……ひょっとして、重度罹り患かんしちまってるのかな？」


「ノーコメント」


「インフォームド・コンセントってやつがあるんじゃないのか。お医者さんはきちんと患者に説明するんだろ」


「残念ながら、藍あい坂さか医院では時と場合によります」


「でもよ……」


　浩介の言葉を遮さえぎるように、素敵はどこか恥ずかしそうに俯うつむきながら言った。


「あ……あんたはそんなこと心配しないでいいと思うわ。これは主治医としての判断。もしあんたが重度罹患して、誰だれかを傷つけたりしそうになったら──私が、ちゃんと、しゅじゅちゅしてあげるから」


「じゃあ、いつ手術が必要になるかわかんねえから……藍坂医院にずっと入院してなくちゃ駄だ目めだな」


「そ、そうね。だからずっとお医者さんの目が届くところにいなさいよ、患者さん」


「お医者さんもずっと患者の傍そばにいてくれよな」


　そしてまた二人ふたりはぷっと噴ふき出した。


　そのとき、廊下のほうから人の声が聞こえてくる──


「ああ……嫌いや、ですわ。わたくし、素敵さんのいない部室になど、もう……」


「……かげるこ、ろうかに座り込むと、他ほかの人のじゃまになる……」


「私もよくわかんないけど、その、とりあえずもうすぐそこだから行ってみよう？　でもホントに、黒くろ崎さきさんがメールで集合かけるなんて……何があったの？」


「……っせーな。行きゃわかんよ、多た分ぶんな」


　慌てて浩介達はお互いの身体からだから飛び離れる。


　おほんおほんと無意味に咳せき払ばらいしつつ頰ほおを擦さすっている素敵を見ながら、浩介は考えていた。


　これからどうなるのかはわからない。


　今がどんな状況なのかすらもわからない。


　それでも、とりあえず一つだけ確たしかなことがある。





　今日きようもまた、いつも通りに。


　素敵すてきな仲間達と、素敵な部活動で、素敵な時間を過ごせそうだった。







〈完〉







　あとがき




　お久しぶりです、水みな瀬せです。今年ことしの一月から始まったこの《藍あい坂さか素す敵てきな症しよう候こう群ぐん》シリーズはこれにて完結となります……約一年間、お付き合いありがとうございました！


　元々このシリーズはそれほど長々と続ける予定ではなく、短期集中的にキリのいいところで──と考えていたのですが、陰かげる子この妹の話とか浩こう介すけの従姉いとこの話とか、余裕があれば書こうと思っていたネタを使いきれなかったのが残念といえば残念。番ばん外がい編へんとかを書く予定もないので、気になる方は各自脳内で補完していただくしか！　しかしお話の本筋に関してはわりと当初の予定通りに書き切れたような気がします。あとがきから先に読まれる方もいると思うので詳しくは書けませんが。


　そして実のところ、これは私にとって初めてのシリーズ完結巻です。デビューして六年ぐらい経たってるのにね。なので、やや駆け足気味ではありましたが、初めて一つのシリーズを書き切れたということにそれなりの感慨を抱いております。デビューして一作目と二作目は三巻で止まってしまっているので、おかしな話、ようやくスタート地点に立てたような。勿もち論ろんその二作も機き会かいがあれば完結させたいと常々思っているのですが、諸般の事情でなかなかね……。


　そんなこんなで、この《藍坂素敵な症候群》のあとがきを書くのもこれが最後。全力で謝しや辞じを送らせていただこうと思います！


　まずは絵師の東とう条じようさかな様。最初のキャラデザに始まり、表紙、挿さし絵え……この一年間、本当にお疲れさまでした。私の頭の中にしかいなかった素敵達に素す晴ばらしい形を与えていただいたおかげで、私も彼女達を最後まで書き切ることができました──ありがとうございました！


　担当編集湯ゆ浅あさ様、今回は「シリーズ完結巻とか初めてなんです！」とわりとアワアワしながら執筆したので、諸もろ々もろご迷惑をおかけしてすみませんでした……！　二巻までお世話になった藤ふじ原わら様と、このシリーズ立ち上げのときに尽じん力りよくしていただいた川かわ本もと様、二人ふたりの元担当様にも感謝を。お世話になりました！


　デザイナー様に校こう閲えつ様、営業や出版などのＡＭＷの関係者の皆様。皆様の力がなくば絶対に本など出すことはできません。ありがとうございました！


　そして──最後までこの物語にお付き合いくださった、読者の皆様へ。


　心よりの、感謝を！


　この物語を読んで少しでも「面おも白しろかったなあ」と思ってくださったのなら、それに勝る喜びはありません。誇張ではなく、きっとそれが作家にとって一番の生きる糧です。


　それでは、次は[image: ]－シーキューブ－[image: ]の予定。


　あちらのほうはまだしばらく続きますので、今後ともよろしくお願いします！




水瀬葉は月づき





水みな瀬せ葉は月づき


アヤシイお薬ではなくただのバファ○ン。その半分は優しさで出来ていると言われていますがそれつまり優しさにはバファ○ンの半分の効能があるということでは。その優しさがたくさん集まれば無限の効能が生まれるのさ……というわけで、ここまで私を癒し続けて支えてくださった皆様の優しさに感謝！


[image: ]





東とう条じょうさかな


素敵たちの素敵な世界を描くことができて、とても楽しかったです。またどこかでお会いできますように。ありがとうございました！




電撃文庫


藍あい坂さか素す敵てきな症しよう候こう群ぐん３





水みな瀬せ葉は月づき





二〇十二年七月十三日　配信
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